
 

 
 

学長あいさつ 
 
 
 
 本学は、平成２５（２０１３）年度から平成２７（２０１５）年度の３年間、文部科
学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」（一般型）に採択さ
れ、男女共同参画を推進して参りました。学長として感謝したいと思います。 
 この補助事業のおかげで、本学の教職員の男女共同参画に対する意識改革が進み、多
くの成果が得られたと自負しております。 

平成１１（１９９９）年に男女共同参画社会基本法が制定され、「男女が社会の対等

な構成員として、社会のあらゆる分野における活動に平等に参画できるようにすること」

が推奨されています。 

しかし、世界では、性別だけではなく、人としての多様性 (diversity)、すなわち、人

種、国籍、年齢、さらには身体的特徴の違いなどを尊重 (respect) し受け入れ (acce

pt) ようという考えが主流となっています。  

これは、本学が進めているグローバル化においても重要な考えであり、さらに、障が

いを持った人たちと共生できる大学づくりにも通ずるものです。 

社会も組織も多様な人たちから構成されています。 これらの人たちが、一人ひとり

の“違い”に関係なく全員が公平に組織に参加できる文化の醸成が大切です。これを i

nclusion と呼びます。 

実は、グローバルに活躍している企業では、diversity and inclusion が当たり前の

こととなっています。企業の将来性をみるときに、女性がいきいきと働いている職場か

どうかをみればよいとさえ言われています。 大学も同じではないでしょうか。 

政府は２０２０３０(にいまるにいまるさんまる)を目標に挙げています。これは、平

成３２（２０２０）年までに政治、経済、教育などあらゆる分野で指導的地位に占める

女性の割合を 30%まで挙げようという目標です。 

平成２６（２０１４）年９月に、本学は、文部科学省のスーパーグローバル大学に選

定されました。国際水準のグローバル大学としての重要な使命が diversity and inclu

sion であり、男女共同参画推進は、本学がグローバル大学になるために必要な要素で

す。  

組織の活力は、多様性によって生まれます。社会が大学に要請しているイノベーショ

ン創出も、多様性の中からしか生まれません。  

補助事業終了後も、本学は、男女共同参画推進の重要性を認識し、多様性を受容する

ダイバーシティー推進のなかで、大学の重要課題として、男女共同参画推進を積極的に

進めていきます。それが、世界をリードする工科系大学の構築につながるという強い意

思を抱いて、教職学が協働して、前進していきたいと存じます。 

 

芝浦工業大学 学長 村上雅人 
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ＥＵに置いて、女性技術者のロールモデルであるシスコシステムズ、ＣＴＯのモニク・

モロー氏においでいただき、示唆にとみ、かつ、心強い基調講演をしていただきました。

本学からは、学長より本学の方針を説明、男女共同参画推進室長より本事業の概要と成

果を発表、３人の女性教員より研究支援員を活用した事例発表をし、学内だけでなく､

他大学とも経験の共有化を図るように進めました。 

 

 平成２７年９月に制定された「女性活躍推進法」は、男女格差をなくしたいと願って

いる多くの人々から、大きな期待が寄せられています。この法律の中で、３０１人以上

の組織に対して、女性比率や女性管理職比率を公開し、どのような改善施策を実行する

のかを明らかにすることを求めたことは、前進への大きな一歩だと思います。平成２７

年１１月に発表された世界経済フォーラムのグローバルジェンダー格差指数における

日本の順位は、依然として１４５カ国中１０１位です。私たちは、まず、現状をグロー

バル視点で認識し、本学の果たすべき役割を明確にして、「社会に学び社会に貢献する

技術者の育成」という本学の建学の精神を実践してまいります。 

 

 来年度以降については、お茶の水女子大学を拠点校とした「女性研究者研究活動支援

事業（連携型）」が継続しており、引き続きお茶の水女子大学および物質材料研究機構

と共同して相乗効果を挙げてまいります。さらには、スーパーグローバル大学のひとつ

としてワールドクラスの女性教員比率の目標を、全学一丸となって実現してまいります。 

 

 最後に、学内外の多くの方々のご尽力に深く感謝し、厚く御礼申し上げます。 

 

 

 

芝浦工業大学 男女共同参画推進室長 國井秀子 

  

 

 
 

男女共同参画推進室長あいさつ 
 

 平成２５年８月３０日、文部科学省の科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究

活動支援事業（一般型）」の一つとして採択されました芝浦工業大学の事業が、計画通

り平成２８年３月末をもって終了となります。本報告書はこの２年半あまりの本学の活

動全体をまとめて報告するものです。このなかに記述されていますように、本学の男女

共同参画推進は､本事業によって飛躍的な発展を遂げることができ、計画以上の成果を

あげることができました。 

 

 ここに、これまで暖かくご支援、ご指導をいただいた文部科学省科学技術･学術政策

局人材政策課人材政策推進室前室長和田勝行様、現室長唐沢裕之様、国立研究開発法人

科学技術振興機構プログラム主管木村忠正様をはじめ事業関係者の方々、および、東京

都市大学学長でいらした故北澤宏一先生はじめご協力頂いた他大学の方々に、心より感

謝申し上げます。 

 

 私たちは、日本のなかでも特に女性の活躍が遅れている工学系大学においての先進事

例となることを目指し、女性教員増強のために全学を挙げて取り組んでまいりました。

大変緊張しながら取り組んだ女性教員比率向上については「１２％以上」という当初の

数値目標を達成し、女性教員がゼロの学科を半減させました。ライフイベント中の教員

に対しては、研究支援員制度導入により、研究継続が円滑になり女性教員の研究力強化

が図れました。また、女性教員のネットワーキング活動などにより、新たな研究への挑

戦や研究連携が進みました。全学的な意識調査の結果を見ても、男女共同参画の意識は、

大いに向上しました。 

 

 事業終了にあたり､本事業のこれまでの主な取組を以下に簡単に述べます。まず、事

業開始の平成２５年度は、男女共同参画推進のための推進組織を構築し、変革の中心と

なる組織責任者の意志統一と教職員の意識啓発及び制度作りに重点をおきました。男女

共同参画の理解促進のためのツール類の作成､ネットワークの構築、研究支援員制度の

立ち上げなど事業の基盤を築き、全学的なシンポジウムを開催しました。 

 

 平成２６年度は、女性教員採用・育成の障害となっている課題を、全学の教員のワー

クショップや学生を交えたワークショップなどで明らかにし、解決策の議論を幅広く進

めました。それぞれの学科、研究科が抱えている問題を共有し､さらに、男女共同参画

推進室が個別にきめ細かくフォローする活動も致しました。また、少人数で、かつ、キ

ャンパスが３つに分かれているためこれまでほとんど顔を合わせることのなかった女

性教員が、お互いの研究内容を紹介し合って､連携を深めるミーティングを定期的に開

催しました。ライフイベント中の教員に対する研究支援員制度も軌道に乗り、女性教員

に対するメンター＆アドバイザー制度も運用を開始しました。 

 

 平成２７年度は、前年度に確立した活動の着実な展開や女性教員採用拡大などに向け

ての情報収集の効率化、および、事業の持続的な発展に向けて学内諸規則や諸制度の改

善などを進めました。また、本事業の成果発表の場として、「世界の舞台で活躍する女

性研究者の育成強化に向けて」と題して「男女共同参画推進国際シンポジウム」を１２

月に開催し、好評を得ました。事業最後のイベントにふさわしく、学外から初代の少子

化担当大臣の猪口邦子参議院議員、内閣府男女共同参画局武川恵子局長､文部科学省科

学技術・学術政策局川上伸昭局長より感動的なご挨拶をいただきました。海外からは、
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Ⅰ 女性研究者研究活動支援事業（一般型）の概要 
 



 

 
 

１．１ 課題の概要 
 
 

申 請 機 関 名 

総括責任者名 

学校法人 芝浦工業大学 

学長 村上 雅人 

実施予定期間 平成 25 年度～平成 27 年度 

自然科学全般又

は自然科学と人

文・社会科学との

融合領域の学

部・学科の例 

工学部、システム理工学部、デザイン工学部、 

理工学研究科、工学マネジメント研究科 

 

取組の概要 

 

学長・理事長直轄の男女共同参画室を設置し、理念や基本計画

を策定する。その下に、具体的な施策の立案・推進部署として、

女性研究者育成・支援室を設置し、以下の施策を実施する。 

 

1)女性研究者が活躍でき、女性研究者の増員につなげる環境整備

①女性研究者ネットワーク『Shiba-jyo ﾌﾟﾗﾁﾅ･ﾈｯﾄﾜｰｸ』の構

築、②メンター制度の確立、③就業時間等に関する学内ルー

ルの見直し。 

 

2)出産・育児・介護等を抱える女性研究者への具体的な支援 

 ①女性研究者への支援に関わる情報の発信・ニーズの把握、 

 ②支援研究員の配置、③支援結果の評価・検証 

 

3)理工系分野を志向する女性研究者増員のための活動 

 ①数値目標を設定した女性研究者の積極的な採用、②多様なキ

ャリアパス、ロールモデルの提示、③シンポジウム、交流会・

懇談会の開催、④父母懇談会による働きかけ。 

達成目標 

平成 25 年度は、男女共同参画推進室、女性研究者育成・支援

室の設置、専任のコーディネーターの配置を行い、女性研究者支

援や増員のための環境整備を中心に進める。平成 26 年度以降は、

本格的な女性研究者の支援活動や女性研究者増員のための活動

を拡大していく。    

達成目標としては、平成 25 年度より、採用予定者の内 30％を

女性研究者とし、取組終了時、女性研究者の在籍割合が現在の 8.

0％から 12％になることを設定する。この達成目標については、

今後さらに具体化していく予定である。 

 

 

１．２ 事業計画書  

 

Ⅰ．補助事業の内容  

１． 補助事業の名称 

  平成２５年度文部科学省科学技術人材育成補助事業 

女性研究者研究活動支援事業（一般型） 

 

２．機関名 

学校法人芝浦工業大学 

 

３．補助事業の目的 

事務局長直轄の男女共同参画推進室を設置し、基本計画、各部局の数値目標の入った中長

期計画を策定する。またその下に、女性研究者育成・支援室を設置し、専任のコーディネー

ター、女性職員を配置する。その体制の下、女性研究者がライフイベントによる休業中、両

立中も、平常時の研究業績を維持し、安心して研究に臨めるような人的支援、ネットワーク

の構築、施設整備、就業関連ルールの見直し整備を行う。 

 

４．本年度の事業の項目及び内容 

（１）女性研究者が活躍でき、女性研究者の増員につなげる環境整備 

①女性研究者ネットワークの構築の準備 

本学の女性教員、在学女子学生、卒業生の連携を強化し、その潜在したポテンシャル

を活用し発展させるため、女性研究者を登録した人材バンク作成を開始する。女性研究

者ネットワーク『Shiba-jyo プラチナネットワーク』を、研究支援者の配置、シンポジ

ウムや交流会などの参加の呼びかけに活用する。 

②女性研究者を対象としたメンタ―制度の開始 

研究者にきめ細やかな支援ができるよう学生・教職員健康相談室の機能を拡大・充実

する。専任カウンセラー１名を配置し、メンター制度を開始する。 

③就業時間等に関する学内ルールの見直し 

就業に関する学内ルールを女性研究者のワーク・ライフ・バランスを配慮したものと

して整備するため、学内システムを使ったアンケートを今年中に行い、その分析結果を

踏まえた議論を開始する。 

④女性のための休憩室の整備 

今年中に大宮、芝浦キャンパスに各々休憩室を設置し、女性研究者が相談しやすい環

境を整備する。また乳幼児のお子さんを連れてきた時の休憩所として活用し、安心して

研究活動ができるよう支援する。 
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１．１ 課題の概要 
 
 

申 請 機 関 名 

総括責任者名 

学校法人 芝浦工業大学 

学長 村上 雅人 

実施予定期間 平成 25 年度～平成 27 年度 

自然科学全般又

は自然科学と人

文・社会科学との

融合領域の学

部・学科の例 

工学部、システム理工学部、デザイン工学部、 

理工学研究科、工学マネジメント研究科 

 

取組の概要 

 

学長・理事長直轄の男女共同参画室を設置し、理念や基本計画

を策定する。その下に、具体的な施策の立案・推進部署として、

女性研究者育成・支援室を設置し、以下の施策を実施する。 

 

1)女性研究者が活躍でき、女性研究者の増員につなげる環境整備

①女性研究者ネットワーク『Shiba-jyo ﾌﾟﾗﾁﾅ･ﾈｯﾄﾜｰｸ』の構

築、②メンター制度の確立、③就業時間等に関する学内ルー

ルの見直し。 

 

2)出産・育児・介護等を抱える女性研究者への具体的な支援 

 ①女性研究者への支援に関わる情報の発信・ニーズの把握、 

 ②支援研究員の配置、③支援結果の評価・検証 

 

3)理工系分野を志向する女性研究者増員のための活動 

 ①数値目標を設定した女性研究者の積極的な採用、②多様なキ

ャリアパス、ロールモデルの提示、③シンポジウム、交流会・

懇談会の開催、④父母懇談会による働きかけ。 

達成目標 

平成 25 年度は、男女共同参画推進室、女性研究者育成・支援

室の設置、専任のコーディネーターの配置を行い、女性研究者支

援や増員のための環境整備を中心に進める。平成 26 年度以降は、

本格的な女性研究者の支援活動や女性研究者増員のための活動

を拡大していく。    

達成目標としては、平成 25 年度より、採用予定者の内 30％を

女性研究者とし、取組終了時、女性研究者の在籍割合が現在の 8.

0％から 12％になることを設定する。この達成目標については、

今後さらに具体化していく予定である。 

 

 

１．２ 事業計画書  

 

Ⅰ．補助事業の内容  

１． 補助事業の名称 

  平成２５年度文部科学省科学技術人材育成補助事業 

女性研究者研究活動支援事業（一般型） 

 

２．機関名 

学校法人芝浦工業大学 

 

３．補助事業の目的 

事務局長直轄の男女共同参画推進室を設置し、基本計画、各部局の数値目標の入った中長

期計画を策定する。またその下に、女性研究者育成・支援室を設置し、専任のコーディネー

ター、女性職員を配置する。その体制の下、女性研究者がライフイベントによる休業中、両

立中も、平常時の研究業績を維持し、安心して研究に臨めるような人的支援、ネットワーク

の構築、施設整備、就業関連ルールの見直し整備を行う。 

 

４．本年度の事業の項目及び内容 

（１）女性研究者が活躍でき、女性研究者の増員につなげる環境整備 

①女性研究者ネットワークの構築の準備 

本学の女性教員、在学女子学生、卒業生の連携を強化し、その潜在したポテンシャル

を活用し発展させるため、女性研究者を登録した人材バンク作成を開始する。女性研究

者ネットワーク『Shiba-jyo プラチナネットワーク』を、研究支援者の配置、シンポジ

ウムや交流会などの参加の呼びかけに活用する。 

②女性研究者を対象としたメンタ―制度の開始 

研究者にきめ細やかな支援ができるよう学生・教職員健康相談室の機能を拡大・充実

する。専任カウンセラー１名を配置し、メンター制度を開始する。 

③就業時間等に関する学内ルールの見直し 

就業に関する学内ルールを女性研究者のワーク・ライフ・バランスを配慮したものと

して整備するため、学内システムを使ったアンケートを今年中に行い、その分析結果を

踏まえた議論を開始する。 

④女性のための休憩室の整備 

今年中に大宮、芝浦キャンパスに各々休憩室を設置し、女性研究者が相談しやすい環

境を整備する。また乳幼児のお子さんを連れてきた時の休憩所として活用し、安心して

研究活動ができるよう支援する。 
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（２）出産・育児・介護を抱える女性研究者への具体的な支援 

①女性研究者への情報発信、ニーズの把握 

専用のホームページを開設し、広く情報発信を行うことで取組に対する理解を深めて

もらう。また、女性研究者に対するヒアリングを年度末までに行い、どのような支援を

必要としているかを把握する。 

②支援研究者の配置 

ライフイベント中の女性研究者に対して、平常時の研究業績を維持し安心して研究に

臨めるような支援として、そのニーズに応じた支援研究者の配置を行う。 

③支援結果の評価・検証 

年度末に予定している大学外部評価委員会で評価委員による活動の評価・検証を実施

する。その結果を踏まえて支援内容、支援方法の改善を図る。 

 

（３）理工系分野を志向する女性研究者の育成と増員のための活動 

①目標を設定した女性研究者の積極的な採用・登用 

男女共同参画推進室において、男女共同参画に関する理念や基本方針を定め、数値目

標の入った中長期計画の立案を進める。その中で、各部局の女性教員増の目標、退職教

員補充時の新規採用者の 30％女性などの目標を明らかにするための検討を行う。 

②多様なキャリアパス、ロールモデルの提示 

交流会やホームページ、パンフレットなどを通じて、学位取得後の多様なキャリアパ

スの提示や、本学内外の女性研究者のロールモデルを提示していく。 

③男女共同参画推進に関したシンポジウム、交流会・懇談会の開催 

本事業に関連したシンポジウム、女性研究者を中心とした交流会・懇談会を学内で

各々1回程度開催する。 

④父母懇談会による働きかけ 

在学生向け父母懇談会を１０回程度行い、女子研究者の重要性をアピールし、本学の

理工系女子学生の大学院進学を促していく。 

  

 

 

５．補助事業期間 

・補助事業の完了（予定）日    平成２８年３月３１日 

 

 

Ⅱ．補助事業の実施体制 

  

  

事 業 項 目 実 施 場 所 担 当 責 任 者 

（１）女性研究者が活躍で

き、女性研究者の増員につ

なげる環境整備 
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学長 村上 雅人 

 

教育ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進ｾﾝﾀｰ長(副

学長) 

米田 隆志 

（２）出産・育児・介護を

抱える女性研究者への具体

的な支援 

 

 

同上 同上 

（３）理工系分野を志向す

る女性研究者の育成と増員

のための活動 

 

同上 同上 
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Ⅱ 女性研究者研究活動支援事業（一般型）の達成状況 

 



 

 

 

 

 

Ⅱ 女性研究者研究活動支援事業（一般型）の達成状況 

 



 

 

１．事業の取組状況 

１．１ 実施体制・実施内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男女共同参画推進室
男女共同参画の理念、基本計画の策定

学長室

環境整備

・ 女性研究者ﾈｯﾜｰｸの構築 
・メンタ―制度の確立 
・就業時間等の学内ルール見直し 

理事会

女性教員 
女子学生 

女性研究者育成・支援グループ
専任コーディネーター（特任教授）、女性職員

女性研究者支援

・情報発信、ニーズの把握
・支援研究者の配置
・支援結果の評価・検証

女性研究者の育成と増員
・女性研究者の積極的な採用
・キャリアパス、ロールモデルの提示
・シンポジウム、交流会の開催
・父母懇談会での働きかけ

女性卒業者

SIT人材バンク
㈱エスアイテック

ロールモデルとなる女性研究者

全国の父母懇談会

学生・教職員

健康相談室

教育ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

推進ｾﾝﾀｰ 
SIT総合研究所

連携

連携

情報
共有

学長／理事長

 

 

１．２ 事業取組内容 

１．２．１ 事業推進体制 

事務局長直轄の男女共同参画推進室を設置し、基本計画、各部局の数値目標の入った中長期計画

を策定する。また、各部局から選出された教職員をメンバーとする男女共同参画推進委員会を置き、

全学的に男女共同参画に関する取組を推進した。その下に、女性研究者育成・支援室を設置し、専

任のコーディネーター、女性職員を配置する。 

 

１）男女共同参画推進室の体制構成と運営 

平成２４年度に２回にわたって実施した女子教職員懇談会で出された意見（ニーズ）から本学が

抱える女性研究者の課題がみえてきた。平成２５年度、学長は創立９０周年に向けた教学改革「チ

ャレンジSIT-90」作戦の重点項目の一つに男女共同参画推進を位置づけ、平成２５年５月１日に「男

女共同参画推進委員会」を設置した。 

平成２５年８月３０日文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」に採択されたことによって、男女共同参画推進の取組みが始動した。理事会は平成２

５年１０月１日に「男女共同参画推進室」を設置し、学長補佐の國井秀子教授を室長に任命した。

また、男女共同参画推進委員会を発展的に解消し、平成２５年１１月１６日に男女共同参画推進室

員が任命されて取組が本格化した。男女共同参画推進室のもとに「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」を実施する学長・理事長、直接には事務局長所管の組織として、女性研究者育成・支援グ

ループが発足した。 

平成２６年４月１日に、「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」をはじめ、男女共同参画推

進に全学で取組む体制を強化するため、密に連携して機能する７つのワーキング・グループ（以下、

ＷＧ）体制を編成した。「女性研究者育成・支援グループ」は、推進室内では、７ＷＧの１つ、女

性研究者育成・支援ＷＧとして活動機能することとなった。 

 平成２６年１０月３０日には、お茶の水女子大学、（独法）物質・材料研究機構と３機関によ

る女性研究者研究活動支援事業（連携型）」が採択され、男女共同参画推進室に、これに取組むた

めの「女性研究者活動・連携グループ」を増設した（図 1）。 

 

図 1 男女共同参画推進室の組織体制と機能 
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２）拠点整備 

 各キャンパスに女性研究者育成・支援グループの拠点(図2：大宮キャンパス)が設けられている。 

 

 
図 2 大宮キャンパス 女性研究者育成・支援グループ室 

 

３）人員体制 

 平成２５年５月１日～平成２５年１１月１５日までは、学長補佐を中心に教員８名、職員３名に

よる男女共同参画推進委員会によって取組が進められた。平成２５年１１月１６日からは男女共同

参画推進委員会を基に、男女共同参画推進室が設置され、学長補佐を中心に教員１２名、職員５名

計１７名が男女共同参画推進室員に発令された。併せて、事務スタッフ１名と教育イノベーション

推進センター事務課が男女共同参画推進室の事務を支援することとなった。また、男女共同参画推

進室のもとに、「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の実施を担う「女性研究者育成・支援グ

ループ」が置かれ、男女共同参画推進室員２名と事務スタッフ１名がその構成員となった。 

平成２６年４月１日の７ＷＧ体制編成化に対応し、男女共同参画推進室員が男女共同参画推進室

長をはじめ教員１５名、職員１４名計２９名に増員された。活動の拡充に対応して職員を増員し、

平成２７年４月１日には３１名の人員体制となった（表１）。女性研究者育成・支援グループは、

６月１８日に、教育イノベーション推進センター長、男女共同参画推進室長を加え、組織が整備さ

れた（表２）。 

 

４）男女共同参画推進室会議 

 オブザーバーの参加のもと、男女共同参画推進室員が一堂に会し、女性研究者研究活動支援事業

および各グループ／ＷＧの活動状況と情報を共有し、課題の解決と目標・成果の達成に向けて協議

するために、男女共同参画推進室会議を開催している（表３）。 

 

５）女性研究者育成・支援グループ打合せの実施 

 女性研究者研究活動支援事業の企画・立案、実施・運営に即した具体的協議を行うために、女性

研究者育成・支援グループ打合せを行っている。平成２５年度に１７回、２６年度に２７回、２７

年度は３０回の打ち合わせを行った。  

 

 

表 1 男女共同参画推進室員 (教員 15 名、職員 16 名 計 31 名） 

                               平成 27 年 12 月 1 日現在 

國井 秀子 学長補佐、男女共同参画推進室長 

伊藤 和寿 学長補佐 

大倉 典子 学長補佐 

上岡 英史  学長補佐 

谷田川ルミ 学長補佐 

伊藤 洋子 工学部教授 

橋田 規子 デザイン工学部教授 

松浦 佐江子 システム理工学部教授 

岡田 佳子 工学部准教授 

ホートン 広瀬 恵美子 工学部准教授 

野田 夏子 デザイン工学部准教授 

山西 陽子 工学部准教授 

山本 創太 工学部准教授 

内藤 和美 男女共同参画推進室教授 

中野 美由紀 男女共同参画推進室教授 

吉川 倫子 豊洲学事部・大宮学事部部長 

村川 勇介 大宮学事部次長 

山下 智子 総務部次長 

岩永 真二 芝浦学事・学生課長 

小口 裕司 入試課長 

白石 美知子 大学企画課長   

鈴木 洋 教育イノベーション推進センター事務課長 

土屋 公平 企画広報課長 

遠藤 洋子 大学院・MOT 事務課担当課長 

長嶋 美代子      教育イノベーション推進センター事務課課長補佐 

加藤 美南       芝浦キャリアサポート課課長補佐 

古屋 雄高       大宮学生課課長補佐 

茂木 亜貴子 豊洲学生課課長補佐 

木村 美穂 研究企画課 

仙波 亮典   SGU 推進課  

茂木 あずさ 地域連携・生涯学習企画推進課 

オブザーバー 

村上 雅人  学長 

米田 隆志 副学長、教育イノベーション推進センター長 

守田 優 副学長 

早乙女 徹 専務理事 

事務支援 

教育イノベーション推進センター事務課 

堀江 涼子  男女共同参画推進室事務スタッフ 

児玉 覚生 男女共同参画推進室事務スタッフ 

小林 忍 大学企画課事務スタッフ 

 

表 2  女性研究者育成・支援グループ 

平成 27 年 12 月 1 日現在 

米田 隆志 教育イノベーション推進センター長 

國井 秀子 男女共同参画推進室長 
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２）拠点整備 

 各キャンパスに女性研究者育成・支援グループの拠点(図2：大宮キャンパス)が設けられている。 

 

 
図 2 大宮キャンパス 女性研究者育成・支援グループ室 

 

３）人員体制 

 平成２５年５月１日～平成２５年１１月１５日までは、学長補佐を中心に教員８名、職員３名に
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平成２７年４月１日には３１名の人員体制となった（表１）。女性研究者育成・支援グループは、

６月１８日に、教育イノベーション推進センター長、男女共同参画推進室長を加え、組織が整備さ

れた（表２）。 
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表 3 男女共同参画推進室会議 開催一覧（平成 25～27 年度） 

 

年月日 曜日 男女共同参画推進室会議 

平成 25 年 12 月 11 日 水 第 13001 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 2月 17 日 水 第 13002 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 4月 9日 水 第 1401 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 4月 16 日 水 第 1402 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 5月 28 日 水 第 1403 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 6月 18 日 水 第 1404 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 7月 9日 水 第 1405 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 9月 10 日 水 第 1406 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 10 月 1 日 水 第 1407 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 10 月 22 日 水 第 1408 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 11 月 12 日 水 第 1409 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 12 月 10 日 水 第 1410 回 男女共同参画推進室会議 

平成 26 年 12 月 24 日 水 第 1411 回 男女共同参画推進室会議 

平成 27 年 2月 25 日 水 第 1412 回 男女共同参画推進室会議 

平成 27 年 4月 22 日 水 第 1501 回 男女共同参画推進室会議 

平成 27 年 5月 27 日 水 第 1502 回 男女共同参画推進室会議 

平成 27 年 7月 8日 水 第 1503 回 男女共同参画推進室会議 

平成 27 年 9月 9日 水 第 1504 回 男女共同参画推進室会議 

平成 27 年 11 月 18 日 水 第 1505 回 男女共同参画推進室会議 

平成 28 年 1月 20 日 水 第 1506 回 男女共同参画推進室会議 

平成 28 年 3月 9日 水 第 1507 回 男女共同参画推進室会議 

 

１．２．２ 女性研究者が活躍でき、女性研究者の増員につなげる環境整備 

１）女性研究者ネットワークの構築 

①Shiba-jo プラチナネットワーク 

平成２６年６月２日に、女性の教員・職員・卒業生・学生がつながることで、少数者である女性

を可視化し、互いの躍進を支援しあうことを目的に、芝浦工業大学の女性の卒業生・教職員・学生

のネットワーク「Shiba-jo プラチナネットワーク」が設立された。平成２８年１月現在、会員は

１０４名となった（表４）。卒業生メンバーが最も多く、その大半が、自分が何かを得たいという

より、女子在学生の役に立ちたいという動機による入会である。 

 

表4 Shiba-joプラチナネットワーク会員の内訳 

                                平成28年1月現在 

種別 卒業生教員 卒業生職員 卒業生 学部生 大学院生 教員 職員 計

人数 2 3 44 23 4 16 12 104

 

設立以来、女性研究者の研究活動支援と、女子在学生へのロールモデル提示、キャリア形成支援

を旨として、次の活動を行ってきた。 

 

 

・「Shiba-jo プラチナネットワ

ーク」リーフレットの作成・配布 

Shiba-joプラチナネットワー

クを拡大していくために 、

「Shiba-joプラチナネットワー

ク」リーフレットを作成し、全

教職員、全女子在学生、全女性卒業生をはじ

め、折々に配布してきた（図３）。 

・「女子学生就職セミナー」等への協力を通じた女子在学生へのロールモデル提示 

平成２６年度（２月２５日）、平成２７年度（２月１５日）の男女共同参画推進室主催「女子学

生就職セミナー」に、Shiba-jo プラチナネットワーク卒業生メンバーがパネリストとして参加協

力した。パネリスト３名中、平成２６年度は 1 名、平成２７年度は２名を Shiba-jo プラチナネッ

トメンバーが務めた（図４）。 

図４ 平成２７年度女子学生就職セミナー 

・女性研究者の研究支援員としての任用を念頭に置いた女性卒業生の㈱エスアイ・テック人材登録 

ライフイベント中の女性研究者の両立および研究水準維持を支援するため、そして支援する側にと

ってもキャリア形成上の契機となるよう、㈱エスアイ・テック人材登録を通じた女性卒業生の男女

共同参画研究支援員への任用をめざしてきた。平成２７年度に、芝浦工業大学での就業を希望する

女性卒業生 1 名の登録があり、研究支援員ではないが、派遣事務職員として採用することができた。 

・ホームカミング・デーに併せた活動 

Shiba-jo プラチナネットワークの設立を機に、毎年招待

対象を卒業年次で限定して開催されるホームカミング・デ

ーに、女性卒業生全員が招待されるようになった。第２０

回（平成２６年１１月）」、第２１回（平成２７年１１月２

１日）ホームカミング・デーに併せて、Shiba-jo プラチナ

ネットワークコーナーを設け、展示・紹介、参加よびかけ、

交流を行った（図５）。平成２７年度の Shiba-jo プラチナ

ネットワークコーナーでは、ネットワークメンバーである

本学女性研究者と女性卒業生が、ネットワーク拡大と今後

の活動・発展のあり方について意見交換を行った（図５）。

図５ 平成 27 年度 Shiba-jo 

プラチナネットワークコーナー

での女性研究者と卒業生の交流 

図３ Shiba-jo プラチナネットワーク リーフレット 
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②女性研究者の交流・連携 

・女性教員の集い 

教員の１割にすぎない女性教員どうしの交流・繋がりを深めるとともに、専門を異にする研究者

の対話から新たな研究が創出されることを期して、平成２６年３月に研究交流会「女性教員の集い」

を開始した。平成２５～平成２７年度を通じて１０回開催し、その中から女性教員の共同研究も生

まれた（表５）。 

 

表５ 女性教員の集い 

 平成 25 年度 

開催日 研究報告者 報告題名 

3 月 25 日 松浦佐江子教授 ソフトウェア工学教育支援研究 

 平成 26 年度 

開催日 研究報告者 報告題名 

5 月 8日 大倉典子教授 

菅谷みどり准教授 

情報システム工学研究室（大倉研究室）の研究紹介 

理系女子×女性教員 PBL Fab Girl Project の提案 

6 月 18 日 谷田川ルミ准教授 現代女子学生のライフコース展望-大学生調査の結果から 

7 月 9日 橋田規子教授 

野田夏子准教授 

女性コミュニティを活用した産学連携活動 

ソフトウェアプロダクトライン開発のためのスケーラブルなモデ

リング手法 

9 月 16 日 川口恵子教授 

岡田佳子准教授 

 

ウォント盛香織 

准教授 

英語学術論文中の人称代名詞の分析 

ソーシャルスキル教育:人間関係の力、コミュニケーションの力を

育てる教育とは？ 

理工系大学における多文化共生の課題と可能性  

10 月 22 日 伊藤洋子教授 

芹澤 愛助教 

建築史―理系の史学― 

3D プリンターを用いたものづくり 

11 月 12 日 越阪部奈緒美教授 

山崎敦子教授 

本田まり准教授 

ポリフェノールと生活習慣病 

A Brief History of My Research and More 

生命の始まりおよび終わりにおける法と倫理 

12 月 16 日 平田貞代准教授 

加藤恭子准教授 

大成優子准教授 

エスノグラフィを応用する技術経営 

経営学教員が工学部大学で貢献できることは何か 

都市における身体性 

2 月 13 日 久保田あや准教授 

ホートン広瀬 

恵美子准教授 

ブラックホールを観測する 

SCOT（Student Consulting on Teaching)-教育改善支援とその教

育効果 

 平成 27 年度 

開催日 内容 参加者 

5 月 7日 新任女性教員懇談会 新任女性教員３名、他女性教員５名 

 

・ランチ交流会 

Shiba-jo プラチナネットワークメンバーである女性教員の呼びかけにより、平成２７年４月から芝浦

キャンパスで女性教員のランチ交流会が開始された。同１２月からは豊洲キャンパスで、月 1回の、女

性教員だけでなく女子大学院生・学部生をも参加するランチ交流会が開始された。 

 

 

２）女性研究者を対象としたメンター制度の実施 

①芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラムの実施 

女性研究者が、研究・教育経験において先輩の研究者と対話し助言を受け、あるいはロール・モ

デルを得ることを通じて、女性が少ない環境下、研究者・大学人としてより高い成長を遂げていく

ことを支援することを目的に、「芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラム」を実

施している。「芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラム」は、メンティにとって、

次のようなメリットがあり得る。・職務、キャリア形成や生活に関し、上司でも直接の指導者でも

ない相談相手を得る、・より高い水準の研究成果創出に役立つ知識やスキルを獲得する、・ライフイ

ベントと仕事の両立をはかる、・学内でより重要な役割を果たしていくことの契機となる、・メンタ

ーを通じてネットワークが広がる。一方、メンターにとっても、・FD 活動となる、・自身の獲得して

きたものやノウハウを若手人材の育成に役立てる機会ともなる等の意義があり得る。平成２７年度

になって利用が本格化し、各メンティ/メンター組は、自ら決めた目標、活動内容、間隔で１～２

か月に１回の面談を重ねている。平成２５～２７年度中の利用状況は、表６の通りである。（表６）。 

 

表６ 芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラムの利用状況（平成 25～27 年度） 

 

 利用申請者数 メンター登録者数 活動組数 

平成 25 年度 1 1 1 

平成 26 年度 1 1 1 

平成 27 年度 

（平成 27 年 12 現在） 

5 6 6（2 名のメンターと活動してい

るメンティ 1名を含む） 

②芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラム利用者へのヒアリングの実施 

 平成２７年度に、本プログラム利用者より、プログラムを利用しての感想や、プログラムが芝浦

工業大学の女性研究者により広く有効に活用されていくようになるための意見や提案を聴取した。

次のような感想・意見が述べられた。 

〈感想〉 

・メンターに、ワーク・ライフ・バランスの逼迫、教員研究上の葛藤ををありのまま伝えている。

それが理解され、自分にはない広く長期的視点にたった助言をもらうことにたいへん感謝してい

る。メンター自身の体験を聞くことは何にも代え難い。 

・メンターとの面談対話から大きな影響を受けているを実感している。メンタープログラム利用の

効果を言葉で明示することは難しいが、メンターとの面談開始以来、日常の言動や認識を見直す

機会が増えた。 

・これまでと異なる視点での研究に取組む契機となった。 

・ずっと男性が大半の職場に在り、女性どうしの関わりは殆どなかった。メンターの薦めにより、

学内外の他の女性たちとの連絡や協力を意図的に増やすようになり、それが楽しみになった。偏

りがあることにあらためて気づかされた。 

・将来的には、私もメンターとして誰かをサポートできるようになりたい。 

・メンターの負担を考えると心苦しいが、できるだけ長期間の継続を希望している。 
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②女性研究者の交流・連携 

・女性教員の集い 

教員の１割にすぎない女性教員どうしの交流・繋がりを深めるとともに、専門を異にする研究者

の対話から新たな研究が創出されることを期して、平成２６年３月に研究交流会「女性教員の集い」

を開始した。平成２５～平成２７年度を通じて１０回開催し、その中から女性教員の共同研究も生

まれた（表５）。 

 

表５ 女性教員の集い 

 平成 25 年度 

開催日 研究報告者 報告題名 

3 月 25 日 松浦佐江子教授 ソフトウェア工学教育支援研究 

 平成 26 年度 

開催日 研究報告者 報告題名 

5 月 8日 大倉典子教授 

菅谷みどり准教授 

情報システム工学研究室（大倉研究室）の研究紹介 

理系女子×女性教員 PBL Fab Girl Project の提案 

6 月 18 日 谷田川ルミ准教授 現代女子学生のライフコース展望-大学生調査の結果から 

7 月 9日 橋田規子教授 

野田夏子准教授 

女性コミュニティを活用した産学連携活動 

ソフトウェアプロダクトライン開発のためのスケーラブルなモデ

リング手法 

9 月 16 日 川口恵子教授 

岡田佳子准教授 

 

ウォント盛香織 

准教授 

英語学術論文中の人称代名詞の分析 

ソーシャルスキル教育:人間関係の力、コミュニケーションの力を

育てる教育とは？ 

理工系大学における多文化共生の課題と可能性  

10 月 22 日 伊藤洋子教授 

芹澤 愛助教 

建築史―理系の史学― 

3D プリンターを用いたものづくり 

11 月 12 日 越阪部奈緒美教授 

山崎敦子教授 

本田まり准教授 

ポリフェノールと生活習慣病 

A Brief History of My Research and More 

生命の始まりおよび終わりにおける法と倫理 

12 月 16 日 平田貞代准教授 

加藤恭子准教授 

大成優子准教授 

エスノグラフィを応用する技術経営 

経営学教員が工学部大学で貢献できることは何か 

都市における身体性 

2 月 13 日 久保田あや准教授 

ホートン広瀬 

恵美子准教授 

ブラックホールを観測する 

SCOT（Student Consulting on Teaching)-教育改善支援とその教

育効果 

 平成 27 年度 

開催日 内容 参加者 

5 月 7日 新任女性教員懇談会 新任女性教員３名、他女性教員５名 

 

・ランチ交流会 

Shiba-jo プラチナネットワークメンバーである女性教員の呼びかけにより、平成２７年４月から芝浦

キャンパスで女性教員のランチ交流会が開始された。同１２月からは豊洲キャンパスで、月 1回の、女

性教員だけでなく女子大学院生・学部生をも参加するランチ交流会が開始された。 

 

 

２）女性研究者を対象としたメンター制度の実施 

①芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラムの実施 

女性研究者が、研究・教育経験において先輩の研究者と対話し助言を受け、あるいはロール・モ

デルを得ることを通じて、女性が少ない環境下、研究者・大学人としてより高い成長を遂げていく

ことを支援することを目的に、「芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラム」を実

施している。「芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラム」は、メンティにとって、

次のようなメリットがあり得る。・職務、キャリア形成や生活に関し、上司でも直接の指導者でも

ない相談相手を得る、・より高い水準の研究成果創出に役立つ知識やスキルを獲得する、・ライフイ

ベントと仕事の両立をはかる、・学内でより重要な役割を果たしていくことの契機となる、・メンタ

ーを通じてネットワークが広がる。一方、メンターにとっても、・FD 活動となる、・自身の獲得して

きたものやノウハウを若手人材の育成に役立てる機会ともなる等の意義があり得る。平成２７年度

になって利用が本格化し、各メンティ/メンター組は、自ら決めた目標、活動内容、間隔で１～２

か月に１回の面談を重ねている。平成２５～２７年度中の利用状況は、表６の通りである。（表６）。 

 

表６ 芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラムの利用状況（平成 25～27 年度） 

 

 利用申請者数 メンター登録者数 活動組数 

平成 25 年度 1 1 1 

平成 26 年度 1 1 1 

平成 27 年度 

（平成 27 年 12 現在） 

5 6 6（2 名のメンターと活動してい

るメンティ 1名を含む） 

②芝浦工業大学女性研究者メンター＆アドバイスプログラム利用者へのヒアリングの実施 

 平成２７年度に、本プログラム利用者より、プログラムを利用しての感想や、プログラムが芝浦

工業大学の女性研究者により広く有効に活用されていくようになるための意見や提案を聴取した。

次のような感想・意見が述べられた。 

〈感想〉 

・メンターに、ワーク・ライフ・バランスの逼迫、教員研究上の葛藤ををありのまま伝えている。

それが理解され、自分にはない広く長期的視点にたった助言をもらうことにたいへん感謝してい

る。メンター自身の体験を聞くことは何にも代え難い。 

・メンターとの面談対話から大きな影響を受けているを実感している。メンタープログラム利用の

効果を言葉で明示することは難しいが、メンターとの面談開始以来、日常の言動や認識を見直す

機会が増えた。 

・これまでと異なる視点での研究に取組む契機となった。 

・ずっと男性が大半の職場に在り、女性どうしの関わりは殆どなかった。メンターの薦めにより、

学内外の他の女性たちとの連絡や協力を意図的に増やすようになり、それが楽しみになった。偏

りがあることにあらためて気づかされた。 

・将来的には、私もメンターとして誰かをサポートできるようになりたい。 

・メンターの負担を考えると心苦しいが、できるだけ長期間の継続を希望している。 
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〈意見・提案〉 

・たとえば書類作成等、プログラムを利用者、利用希望者の負担ができるだけ少ないとよい 

・メンティとしてはメンターの負担や気づかずにかけているかもしれない迷惑が気がかりである。

メンターからメンティや活動に対する相談や改善要求が寄せられた場合はメンティに知らせて

ほしい。 

 

３）就業時間等に関する学内ルールの見直し・整備 

①規程の整備 

 平成２６年度には、産前産後、育児休業、介護休業中の教員に係る就労環境を整え、研究体制を

維持するために採用する任期付き教員について必要な事項を定める「育児・介護中の教員に関する

任期付き教員任用規程」が決定され、平成２７年４月１日より施行された。平成２７年度には、育

児・介護により教育研究のための時間が制約される専任教員の研究時間を確保し、育児や介護と研

究の両立、研究水準の維持を図るための教育研究支援員の配置について定める「芝浦工業大学 教

育研究支援員配置規程」が決定された。 

②産前産後休暇、育児・介護休業等期間中の研究費配分の扱いの改正 

これまで産前産後休暇、育児・介護休業等期間中の教員については研究費を配分しないこととな

っていた。「休業期間中は、教育研究費予算（教員割）を当該学科に１／２配分する」よう、財務

方針が変更され、平成２７年度補正予算より適用された。 

 

４）女子学生・教職員休憩室の整備 

①休憩室の整備 

平成２５年度、大宮キャンパス(図 6)と豊洲キャンパス（図７）に「女子学生・教職員休憩室」

を整備し、体調変化時やリフレッシュが必要なとき、また、休日出勤時に乳幼児を連れてこられた

とき等の利用に供した。男女共同参画推進室ウェブサイトの「女性研究者支援」サブサイトへの掲

載、学内掲示、男女共同参画推進

リーフレット等への掲載等を通

じて利用を呼びかけた。大宮キャ

ンパスの「女子学生・教職員休憩

室」には、理工系女性研究者や女

性のキャリア形成に関する図書、

資料を配している。平成２７年１

０月より、大宮キャンパス・豊洲

キャンパスの「女子学生・教職員

休憩室」に「お祈りコーナー」(図 8)を整備した。 

 

②利用実績       

大宮キャンパスの「女子学生・教職員休憩室」では、「お祈りコーナー」を含め、１日平均約２

０名の女性教職員・女子学生が利用している。 

女性教員の利用実績として、豊洲キャンパス、大宮キャンパスいずれも、校務による休日出勤

時に、同伴の乳児とご家族に利用頂いた（平成２６年度１件、平成２７年度２件）。 

右から図 6 大宮キャンパス・図 7 豊洲キャンパス 

図 8 お祈りコーナー

 

 

５）女性研究者への研究費獲得、研究力強化の支援 

①研究費獲得支援 

平成２７年度より、研究推進室による科学研究費補助金申請支援と連携し、女性研究者の申請

に対する相談助言を開始した。平成２７年度は４名の女性研究者に支援を行った。 

科学研究費助成事業採択件数に占める女性研究者の割合は、女性研究者研究活動支援事業開始

前平成２４年度の６．３％から、平成２７年度には１５．２％へと２．５倍に、金額では４．１％

から１６．４％へと４倍に上昇した（表 7）。 

 

表 7 女性研究者の科学研究費助成事業採択状況の推移 

 

②科学英語プレゼンテーションセミナー                         

平成２７年度に、女性研究者の研究力強化のための取組の一環として、国際学会での発表や資料

作成への活用を念頭に「科学英語プレゼンテーショセミナー」を実施した。作業を伴うセミナー

に教職員 15 名（うち女性 10 名）、大学院生・学部生 18 名（うち女子 6 名）計 33 名が熱心に取り

組んだ。 

標 題 科学英語プレゼンテーションセミナー 

日 時 2016 年 2 月 18 日（木）10:00～16:00 

会 場 豊洲キャンパス 教室棟 4階 406 教室 

テーマ YOUR FIRST PRESENTATION IN ENGLISH 

講 師 川合ゆみ子氏（公益財団法人日本工業英語協会）                  

内 容 1.Useful hints for a presentatiob in English                                  

2.Good English for:slides,scripts,and speech 

3.How to make your presentation:structure,typical sentences powerful slides tips 

for practice and delivery 

参加者アンケートの結果 

 ２５名より回答が得られた（回収率７５．８%）。セミナーに対し、回答者の４４%（１１名）が

「非常によかった」、５２%（１３名）が「よかった」と回答し、非常に好評であった。 

自由記述回答には 
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〈意見・提案〉 

・たとえば書類作成等、プログラムを利用者、利用希望者の負担ができるだけ少ないとよい 

・メンティとしてはメンターの負担や気づかずにかけているかもしれない迷惑が気がかりである。

メンターからメンティや活動に対する相談や改善要求が寄せられた場合はメンティに知らせて

ほしい。 

 

３）就業時間等に関する学内ルールの見直し・整備 

①規程の整備 

 平成２６年度には、産前産後、育児休業、介護休業中の教員に係る就労環境を整え、研究体制を

維持するために採用する任期付き教員について必要な事項を定める「育児・介護中の教員に関する

任期付き教員任用規程」が決定され、平成２７年４月１日より施行された。平成２７年度には、育

児・介護により教育研究のための時間が制約される専任教員の研究時間を確保し、育児や介護と研

究の両立、研究水準の維持を図るための教育研究支援員の配置について定める「芝浦工業大学 教

育研究支援員配置規程」が決定された。 

②産前産後休暇、育児・介護休業等期間中の研究費配分の扱いの改正 

これまで産前産後休暇、育児・介護休業等期間中の教員については研究費を配分しないこととな

っていた。「休業期間中は、教育研究費予算（教員割）を当該学科に１／２配分する」よう、財務

方針が変更され、平成２７年度補正予算より適用された。 

 

４）女子学生・教職員休憩室の整備 

①休憩室の整備 

平成２５年度、大宮キャンパス(図 6)と豊洲キャンパス（図７）に「女子学生・教職員休憩室」

を整備し、体調変化時やリフレッシュが必要なとき、また、休日出勤時に乳幼児を連れてこられた

とき等の利用に供した。男女共同参画推進室ウェブサイトの「女性研究者支援」サブサイトへの掲

載、学内掲示、男女共同参画推進

リーフレット等への掲載等を通

じて利用を呼びかけた。大宮キャ
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表 7 女性研究者の科学研究費助成事業採択状況の推移 

 

②科学英語プレゼンテーションセミナー                         
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標 題 科学英語プレゼンテーションセミナー 

日 時 2016 年 2 月 18 日（木）10:00～16:00 

会 場 豊洲キャンパス 教室棟 4階 406 教室 

テーマ YOUR FIRST PRESENTATION IN ENGLISH 

講 師 川合ゆみ子氏（公益財団法人日本工業英語協会）                  

内 容 1.Useful hints for a presentatiob in English                                  

2.Good English for:slides,scripts,and speech 

3.How to make your presentation:structure,typical sentences powerful slides tips 

for practice and delivery 

参加者アンケートの結果 

 ２５名より回答が得られた（回収率７５．８%）。セミナーに対し、回答者の４４%（１１名）が

「非常によかった」、５２%（１３名）が「よかった」と回答し、非常に好評であった。 

自由記述回答には 
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「たいへん実践的なセミナーで興味深かった」 

「内容が濃く、参加型だったので飽きなかった」 

「具体例が多く、わかりやすい解説だった 

「６時間の長丁場だったが精練された内容だった」 

「少し詰め込みすぎの感があったが充実していた」 

「これまであまり意識していなかった主語の使い方などを再認識し参考になたった」 

など肯定的な感想のほか、 

「あらかじめ参加者がスライドを作成していき、その場でどのように改善できるかを考えるのも

おもしろいと思う」 

といった提案も記された。 

 

１．２．３ 出産・育児・介護を抱える女性研究者への具体的な支援 

１）女性研究者への情報発信、ニーズの把握                       

・ウェブサイトや印刷物による、ライフイベント中の女性研究者への情報提供 

男女共同参画推進室ウェブサイト「女性研究者支援」ページに「女性研究者への研究支援員配

置制度」、および「ライフイベント中の制度」を掲載し、周知と利用の呼びかけを行った。また、

「男女共同参画推進室リーフレット」や「芝浦工業大学男女共同参画推進室ニュースレター」に、

男女共同参画研究支援員配置の活動を紹介した。 

・図書館「男女共同参画（ダイバーシティ）」専門書架 

平成２５年度に、大学図書館との連携協力のもと、図書館にワーク・ライフ・バランスや女性

のキャリア形成に関する図書を集めた「男女共同参画（ダイバーシティ）」専門書架が開設された。

同書架の蔵書を毎年約１，０００冊ずつ購入・充実させ、女性研究者への情報提供を充実させて

きた。平成２７年末現在、同書架の蔵書数は９，９４３冊となっている。 

 

２）男女共同参画研究支援員の配置 

妊娠出産・育児・介看護等のライフベントにより研究のための時間が制約される女性研究者の研

究時間を確保し、育児や看介護と研究の両立、研究の水準の維持をはかるために、希望する該当女

性研究者に男女共同参画研究支援員として大学院生を配置している（表 8）。 

 

表 8 男女共同参画推進研修支援員の配置実績 

 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

配置を受けた女性研

究者数（％） 

3 名（11.5%） 6 名（19.3%） 6 名（16.2%）* 

配置した男女共同参

画研究支援員数 

5 名 

（男 2名、女 3名） 

11 名 

（男 6名、女 5名） 

14 名 

（男 12 名、女 2名）

*ライフイベント中の女性研究者の配偶者である男性研究者 1名を含む 

 

男女共同参画推進研究支援員にとっても、支援業務を通じてロールモデルに接し、自身の将来の

ワーク・ライフ・バランスや男女共同参画推進をより具体的に考えられるようになることを期し、

 

 

２６年度より、１～２か月に１回、男女共同参画研究支援員研修を実施している（図 9、図 10、図

11）。 

 

     図 9 男女共同参画研究支援員活動風景 
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【目的】 

男女共同参画研究支援員の活動における経験と研修が相俟って、研究支援員各自のキャリアやワーク・

ライフ・バランスに関する考え、社会観、価値観などがより明確になること、今後に対する高い水準の

モチベーションを形成する一助となることを目的とする。 

【目標】 

1. 日本社会で「女性研究者への研究支援員配置」が必要とされる背景を理解する。 

2. 1.を通じて、自分たちが生きてきた/生きていく日本社会が男女共同参画社会へと向かう上での課題を

認識する 

3. めざされる男女共同参画社会の像が結ぶ（どういう社会を作りたいのか） 

4. 男女共同参画社会に向かっていく中で、大人になり、仕事をし、生活し、社会の作り手・担い手にな

っていく自身のキャリアやワーク・ライフ・バランスのあり方についてより具体的に考えられるよう

になる 

【実 施】 

1～2 か月に 1回、40 分（12:15～55） 

男女共同参画研究支援員の自主運営を、男女共同参画推進室教員が補佐する 

大宮キャンパス/豊洲キャンパス/芝浦キャンパスを TV 会議システムで結んで実施する 

【内 容】 

事前研修と初回（平成 26年 7月）の学長講和のビデオ視聴をを必須として毎月独立のテーマで実施する

毎回話題提供資料を用意し、それを踏まえて意見交換を行う。 

 

平成26年度 

回 開催日 内  容 

1 各契約前 事前研修 

2 7月17日 学長のお話「芝浦工大の将来展望と男女共同参画」 

3 8月20日 男女共同参画の国際比較―日本の位置 

4 9月25日 社会の多様性とその許容―男女共同参画社会がもたらす変革 

5 10月23日 男女共同参画社会に向かう国際社会の取組みとポジティブ・アクションとは 

6 11月27日 ワーク・ライフ・バランス１ 

7 1月22日 ワーク・ライフ・バランス２－「パパの育休体験記」を用いて 

8 2月27日 芝浦工業大学男女共同参画研究支援員研修2014年度しめくくり 

平成27年度 

回 開催日 内  容 

1 各契約時 事前研修 

2 6月30日 制度運用の一部変更の説明と研修のあり方の投げかけ 

3 8月24日 研修のあり方の協議、新規契約 

4 10月14日 ジェンダーギャップ指数 

5 12月9日 ポジティブ・アクション 

6 1月 日 男女共同参画研究支援員研修2015年度しめくくり 

図10 度男女共同参画研究支援員研修プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 男女共同参画研究支援員研修 話題提供資料（平成 27 年度第 5回研修） 
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３）支援結果の検証・評価  

① 女性研究者の支援成果 

① -1 研究業績数の推移 

 研究業績の産生は、さまざまな要因の影響を受け、単に研究支援要員の配置の結果と見ることは

できないが、基礎資料として、平成２５～２７年度の間に、男女共同参画研究支援員の配置を受け

た、２７年度新規配置開始の２名を除く６名の女性研究者の、平成２４～２６年度の、著書、論文、

国際学会発表、口頭発表、科学研究費獲得、受賞の実績を確認した。６名中５名は、ライフイベン

トにかかわらず研究業績産生の停滞が見られず、一定水準が維持されている。うち３名は配置開始

後新規の科学研究費を獲得し、１名は国より受賞している。 

① -2 事例紹介 

２０１５年１２月に開催した「芝浦工業大学 2015 年度男女共同参画推進国際シンポジウム 世

界の舞台で活躍する女性研究者の育成強化に向けて」において、「事例紹介『芝浦工業大学男女共

同参画推進成果報告 事例紹介〔女性研究者研究活動支援事業〕における支援の成果』」として、

男女共同参画研究支援員の配置を受けた３名の女性研究者（平成２５年度～２７年度２名、平成２

６～２７年度１名）が、以下概要の通り、研究活動や、ライフイベントとの両立への研究支援員配

置の影響等を報告した（２９～３６頁）。 

 

②男女共同参画研究支援員にとっての成果      

男女共同参画研究支援員を平成２５年度に終了した１名、２６年度に終了した１０名中８名 

より、平成２７年度の男女共同研究支援員１４名全員より男女共同参画研究支援員としての活動の

事後報告の提出を受けた。その記述から、男女共同参画研究支援員として支援業務に従事した経験

を通じて大学院生が何を獲得したのかを把握した。以下のような認識が獲得されている（表８）。 

 

・将来どうなりたいか、どう働きたいかを具体的な問題として真剣に考えるきっかけになった（М

１女子） 

・支援を通して、出産、育児や介護を抱えても、うまくワーク・ライフ・バランスを組み立て、時

間を工面して活動することは可能であると分かった。同時に、周りのサポートや育休・時短勤務

等を当然のこととして受け入れる環境をつくることが必要であると感じた（Ｍ１女子） 

・女性の働き方、子育てなど各ライフステージにおいて生じる問題を自分のこととして考えるよう

になった（М１女子） 

・それまで、女性だからしょうがないと決め込んでいたが、実際に仕事と結婚、子育てを両立され

る先生を支援する中で、どちらも諦める必要はないのだと考えが一新された。自分も結婚、出産

を理由にこれまで一生懸命学んできたことを諦めたくないという想いが強くなった（М１女子） 

・就職活動において、女性社員がどのように働いているか、結婚出産といった節目を迎えた後も仕

事復帰が可能であるかを意識するようになった（М１女子） 

・これまで男女共同参画に関心をもつこともなかったが、支援を通じて女性が育児をしながら働く

リアルを知った（М１男子） 

・制約される時間をカバーできたという実感がある（М１男子） 

・共働きの両親が祖母の入院や介護でてんやわんやをしている姿をみて来、ライフイベント時に支

援を受けられる制度が必要だと実感する（М１男子）。 

 

 

・研究支援員研修の進行を担当する機会があり、説明ができるよう事前に自分で調べたり、男女共

同参画推進室の教員と事前ディスカッションをして準備をしたのが貴重な経験だった（М１男子） 

・将来のイメージが湧いた（М２女子）、 

・女性がきわめて少ない分野で勉強してきた。女性研究者と身近に交流する初めての機会だった（М

２女子）。 

・異分野の研究を支援して視野が広がった（М２女子）。 

・就職活動の際、企業のワークライフバランス面を意識するようになった（М２男子） 

 

【事例１】「FabGirl プロジェクトを基にした新たな研究テーマの創出」 

 出産・育児と介看護が重なった女性研究者である。男女共同参画研究支援員の配置が、両立と、

科研費の新規獲得を含む研究水準の維持に役立ったのみならず、それを超えた展開と成果が生み出

された。女性研究者と男女共同参画研究支援員の対話・交流の中から、女性研究者の共同研究であ

りかつ女子学生のエンパワメントプログラムである、女子学生による電子工作ワークショップの企

画・実施・評価の取組が発意された。女性研究者が学内の他の女性研究者に研究参加を、男女共同

参画研究支援員は女子学生に取組への参加を呼びかけ、研究支援業務と併行して、両者の協働活動

が進むこととなった。男女共同参画研究支援員を務めた女子大学院生はプログラムを主導する過程

で優れたリーダーシップを発揮するとともに、自身の研究関心からプログラムの実施結果を分析し、

研究成果として発表した（図 12）。 
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図 12(1/3) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 1） 

 

 

図 12(2/3)  男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 1） 
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図 12(2/3)  男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 1） 
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図 12(3/3)  男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 1） 

 

 

 

 

【事例２】「研究支援により変化した働き方と意識について」 

 2 児の育児と介護が重なり負荷の高い状態にある女性研究者である。研究支援員を積極的活用す

ることによってワーク・ライフ・バランスが改善し、研究活動が回復・加速するとともに、研究者

としての活動が広がった。研究成果産出が促進され、新たな科研費を獲得し、新たな研究課題や産

学連携プロジェクトに着手している（図 13）。 

 
図 13(1/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 2） 
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図 13(1/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 2） 

35



 

 

 
図 13(2/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 2） 

 

 

【事例３】「女性研究者としてのワーク・ライフ・バランス確保へのサポートを得て」 

 妊娠中から産前・産後休暇、育児休業中（補助金による配置は２か月まで）、復職後を通じて、

男女共同参画研究支援員配置を活用している女性研究者である。この間研究水準がまったく落ちず

に維持された。とくに復職と同時の支援員配置開始により、通常の研究活動に順調に復することが

できた（図 14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14(1/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 3） 
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図 13(2/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 2） 
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図 14(1/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 3） 
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図 14(2/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 3） 

 

 

 

 

② 男女共同参画研究支援員にとっての成果 

男女共同参画研究支援員を平成２５年度に終了した１名、２６年度に終了した１０名中８名 

より、平成２７年度の男女共同研究支援員１２名全員より男女共同参画研究支援員としての活動の

事後報告の提出を受けた。その記述から、男女共同参画研究支援員として支援業務に従事した経験

から、大学院生が何を獲得したのかを把握した。以下のような認識が獲得されている（表９）。 

・将来どうなりたいか、どう働きたいかを具体的な問題として真剣に考えるきっかけになった（М

１女子） 

・支援を通して、出産、育児や介護を抱えても、うまくワーク・ライフ・バランスを組み立て、時

間を工面して活動することは可能であると分かった。同時に、周りのサポートや育休・時短勤務

等を当然のこととして受け入れる環境をつくることが必要であると感じた（M1 女子） 

・女性の働き方、子育てなど各ライフステージにおいて生じる問題を自分のこととして考えるよう

になった（М１女子） 

・それまで、女性だからしょうがないと決め込んでいたが、実際に仕事と結婚、子育てを両立され

る先生を支援する中で、どちらも諦める必要はないのだと考えが一新された。自分も結婚、出産

を理由にこれまで一生懸命学んできたことを諦めたくない

という想いが強くなった（М１女子） 

・就職活動において、女性社員がどのように働いているか、

結婚出産といった節目を迎えた後も仕事復帰が可能である

かを意識するようになった（М１女子） 

・これまで男女共同参画に関心をもつこともなかったが、支

援を通じて女性が育児をしながら働くリアルを知った（М

１男子） 

・制約される時間をカバーできたという実感がある（М１男

子） 

・共働きの両親が祖母の入院や介護でてんやわんやをしてい

る姿をみて来、ライフイベント時に支援を受けられる制度

が必要だと実感する（М１男子）。 

・研究支援員研修の進行を担当する機会があり、説明ができ

るよう事前に自分で調べたり、男女共同参画推進室の教員

と事前ディスカッションをして準備をしたのが貴重な経験

だった（М１男子） 

・将来のイメージが湧いた（М２女子）、 

・女性がきわめて少ない分野で勉強してきた。女性研究者

と身近に交流する初めての機会だった（М２女子）。 

・異分野の研究を支援して視野が広がった（М２女子）。 

・就職活動の際、企業のワークライフバランス面を意識するようになった（М２男子） 

また、平成２６年度に男女共同参画研究支援員を務めた男子大学院生が、埼玉県男女共同参画推

進センターが地域との協働事業として開催している「大学生による男女共同参画研究発表会 アカ

デミズムへの扉を開く」に参加し、「理工系男子学生のジェンダーアイデンティティに関する分析」

と題して研究発表を行った（図 15）。  

図 15 埼玉県男女共同参画推進センター「大学生による男

女共同参画研究発表会アカデミズムへの扉を開く」

出所 埼玉県男女共同参画推進センターhttp://www.pref.

saitama.lg.jp/withyou/event/list/index.htm 
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図 14(2/2) 男女共同参画研究支援員配置を受けた女性研究者の成果報告（事例 3） 
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と題して研究発表を行った（図 15）。  

図 15 埼玉県男女共同参画推進センター「大学生による男

女共同参画研究発表会アカデミズムへの扉を開く」

出所 埼玉県男女共同参画推進センターhttp://www.pref.

saitama.lg.jp/withyou/event/list/index.htm 
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Ａさん・電気電子情報工学専攻・修士 2 年生 

 

Ｂさん・建設工学専攻・修士 2年生 

補助事業に従事した研究 近代和風建築の調査研究（山梨県・埼玉県）、近世の大工技術研究 

業務内容 実測調査後の図面清書、写真整理、歴史資料・関連文献の整理、報告書原稿の図表・写真の割付 

事

後

報

告 

一つには、業務中の報告書作成の過程で、山梨県の近代の産業のあり方について調査することが出来、近代の時代感覚を掴み

たいという目標は達成されたように思う。また文書の作成そのものが、私が志した編集者・記者としての業務につながってい

たため、大変意義深いものとなった。惜しむらくは、報告書のブックデザインに携われなかったことで、ここに食い込めるだ

けの実力と時間がなかったといえる。もう一つは、支援研究員になったことで男女共同参画社会そのものへの興味が広がった、

ということが大きな収穫であった。これまで男女共同参画といえば、女性の社会進出支援、とりわけ企業ポストへの女性登用

や、議員の女性参入を指すものと思っていたが、これは必ずしもそうではなかった。現代は男女ともに自らが望む生き方を問

われ、その選択肢に性差がない状況を目指している。男性もいろんな生き方をして良いのだし、生き方を問われているのであ

る。 

 

Ｃさん・システム理工学専攻・修士 2年 

補助事業に従事した研究 大学初年度対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ

分析、ＣＧＭ開発 

業務内容 データベース作成補助 

事

後

報

告 

子育てをしながら研究を維持することは、想像以上に時間が制約され、産休中にもかかわらず学会誌投稿の必要があるなど、

長い休みがとりにくくたいへんだということがわかりました。職場における研究支援環境の有無による、ライフイベント中の

研究者のキャリア構築への影響はとても大きいと感じました。出産の前後は健康であることに注意しなければならず、周囲の

支えが大切であると感じます。そういった点で今回先生の研究支援員をさせていただき、どれだけ力になれたかはわかりませ

んが、少しでも先生を支えることができてよかったです。いつか自分も就職し、出産する機会が訪れるかもしれません。その

とき、こういうキャリア継続支援の制度があればぜひ利用したいと思いますし、こういう制度はもっと発展するとよいと思い

ます 

 

 

 

 

 

 

補助事業に従事した研究 工学系女子学生のエンパワメントプログラムの開発 

業務内容 データ作成、データ分析補助、成果発表の補助 

事

後

報 

告 

子どもがいらっしゃる菅谷先生のもとで研修支援員の活動をする中で、子育てと仕事の両立についてその大変さや乗り切るた

めのアドバイスなど貴重なお話を聞かせていただき、自分の将来をイメージするときの大きな助けとなりました。FabGirl の

活動を通じて、女子だけのものづくりの楽しさを経験し、自分の研究にも活かすことができてよかったです。チームで活動す

るための力や成果発表のための力がついたと思います。 

表 9 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）1／７ 
 

 

 

Ｄさん・システム理工学専攻・修士１年 

補助事業に従事した研究 言語コミュニケーション、言語コミュニケーション教育に関した認知研究・脳機能測定研究、大学

初年時対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ分

析、ＣＧＭ開発 

業務内容 測定の補助、測定値の記録と入力、資料整理・産休・育休中の資料文献の収集・整理 

事

後

報

告 

私は、男女共同参画支援員を通じて、女性の働き方、子育てなどの各ライフステージにおいて生じる問題を自分のこととして

考えられるようになりました。男女共同参画研究支援員の業務を行うまでは、ニュースや新聞の記事で女性の活躍の場が広が

っているという内容をよく目にするようになった反面、結婚や子育てを機に働き続けることが困難となる人が多いという内容

も目にしていましたが、どこか他人事で自分には関係ないような気がしていました。また、仕事を諦めてしまうことに対して

も、女性だからしょうがないと決め込んでいました。しかし、実際には自分の身近で仕事と結婚、子育てを両立される先生を

支援する中で、どちらも諦める必要はないのではないかと考えを一新するきっかけになったのではないかと考えています。そ

のために、定期的に実施された勉強会においても、毎回学ぶことが自分にとっては新鮮な考え方ばかりでした。特に私の中で

印象に残っている勉強会は、他の国では女性も男性と同様にキャリアを積むことが当たり前で、社会としてこれを受け入れる

ためのシステムが進んでいることを知った回でした。日本の状況が世界の価値観に追いついていないということを具体的にジ

ェンダーギャップ指数などで知り、とても驚いたのを覚えています。もう一つの印象に残っている回は日本での育児休暇は女

性が取るものだと考えていて、やはりここでも価値観の遅れを認識し、やはり、日本ではまだ男性も育児に専念するというよ

うな考え方を持つ人は少数なのだと感じました。この考え方を変えるためにも、大学内で男女共同参画研究支援員ではない学

生も、自分自身も女性を支援することや、子育てに参加する必要があることを認識できる機会がより増えることが期待されま

す。現在、私は就職活動を行っていますが、企業選びをする中で女性の社員がどのように働いているのか、また結婚・出産と

いった大きな節目を迎えた後にも仕事復帰が可能であるかということをとても意識するようになったと感じています。そのた

め、就職活動で企業の説明会に参加した際にも、今までとは違う視点で聞くことができたのではないかと考えています。一年

間の男女共同参画研究支援員の業務を通じて、自分も結婚・出産を理由に自分がこれまで一生懸命に学んできたことを諦めた

くないという想いが強くなったと感じていて、自分も支援していた先生のように仕事と育児の両立をしたいと考えています。

今後、自分に必要だと考えているのは、私が一年間通じて学んだこと、感じたことを周りの人に伝えていくことだと思います。

周りの人へこの現状や課題を伝えることで、どこかでその人が誰かを支援することや、話題に挙げていくことが私たちの中に

根強く残る価値観を少しずつでも変化させるきっかけになるのではないかと考えています。一年間という短い期間であります

が、男女共同参画研究支援員として活動し、女性としてどのような価値観を持ちながら、今後の人生を送っていくかを考える

上でとても貴重な機会になったと感じています。援、とりわけ企業ポストへの女性登用や、議員の女性参入を指すものと思っ

ていたが、これは必ずしもそうではなかった。現代は男女ともに自らが望む生き方を問われ、その選択肢に性差がない状況を

目指している。男性もいろんな生き方をして良いのだし、生き方を問われているのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９ 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）２／７ 
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Ａさん・電気電子情報工学専攻・修士 2 年生 

 

Ｂさん・建設工学専攻・修士 2年生 

補助事業に従事した研究 近代和風建築の調査研究（山梨県・埼玉県）、近世の大工技術研究 

業務内容 実測調査後の図面清書、写真整理、歴史資料・関連文献の整理、報告書原稿の図表・写真の割付 

事

後

報

告 

一つには、業務中の報告書作成の過程で、山梨県の近代の産業のあり方について調査することが出来、近代の時代感覚を掴み

たいという目標は達成されたように思う。また文書の作成そのものが、私が志した編集者・記者としての業務につながってい

たため、大変意義深いものとなった。惜しむらくは、報告書のブックデザインに携われなかったことで、ここに食い込めるだ

けの実力と時間がなかったといえる。もう一つは、支援研究員になったことで男女共同参画社会そのものへの興味が広がった、

ということが大きな収穫であった。これまで男女共同参画といえば、女性の社会進出支援、とりわけ企業ポストへの女性登用

や、議員の女性参入を指すものと思っていたが、これは必ずしもそうではなかった。現代は男女ともに自らが望む生き方を問

われ、その選択肢に性差がない状況を目指している。男性もいろんな生き方をして良いのだし、生き方を問われているのであ

る。 

 

Ｃさん・システム理工学専攻・修士 2年 

補助事業に従事した研究 大学初年度対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ

分析、ＣＧＭ開発 

業務内容 データベース作成補助 

事

後

報

告 

子育てをしながら研究を維持することは、想像以上に時間が制約され、産休中にもかかわらず学会誌投稿の必要があるなど、

長い休みがとりにくくたいへんだということがわかりました。職場における研究支援環境の有無による、ライフイベント中の

研究者のキャリア構築への影響はとても大きいと感じました。出産の前後は健康であることに注意しなければならず、周囲の

支えが大切であると感じます。そういった点で今回先生の研究支援員をさせていただき、どれだけ力になれたかはわかりませ

んが、少しでも先生を支えることができてよかったです。いつか自分も就職し、出産する機会が訪れるかもしれません。その

とき、こういうキャリア継続支援の制度があればぜひ利用したいと思いますし、こういう制度はもっと発展するとよいと思い

ます 

 

 

 

 

 

 

補助事業に従事した研究 工学系女子学生のエンパワメントプログラムの開発 

業務内容 データ作成、データ分析補助、成果発表の補助 

事

後

報 

告 

子どもがいらっしゃる菅谷先生のもとで研修支援員の活動をする中で、子育てと仕事の両立についてその大変さや乗り切るた

めのアドバイスなど貴重なお話を聞かせていただき、自分の将来をイメージするときの大きな助けとなりました。FabGirl の

活動を通じて、女子だけのものづくりの楽しさを経験し、自分の研究にも活かすことができてよかったです。チームで活動す

るための力や成果発表のための力がついたと思います。 

表 9 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）1／７ 
 

 

 

Ｄさん・システム理工学専攻・修士１年 

補助事業に従事した研究 言語コミュニケーション、言語コミュニケーション教育に関した認知研究・脳機能測定研究、大学

初年時対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ分

析、ＣＧＭ開発 

業務内容 測定の補助、測定値の記録と入力、資料整理・産休・育休中の資料文献の収集・整理 

事

後

報

告 

私は、男女共同参画支援員を通じて、女性の働き方、子育てなどの各ライフステージにおいて生じる問題を自分のこととして

考えられるようになりました。男女共同参画研究支援員の業務を行うまでは、ニュースや新聞の記事で女性の活躍の場が広が

っているという内容をよく目にするようになった反面、結婚や子育てを機に働き続けることが困難となる人が多いという内容

も目にしていましたが、どこか他人事で自分には関係ないような気がしていました。また、仕事を諦めてしまうことに対して

も、女性だからしょうがないと決め込んでいました。しかし、実際には自分の身近で仕事と結婚、子育てを両立される先生を

支援する中で、どちらも諦める必要はないのではないかと考えを一新するきっかけになったのではないかと考えています。そ

のために、定期的に実施された勉強会においても、毎回学ぶことが自分にとっては新鮮な考え方ばかりでした。特に私の中で

印象に残っている勉強会は、他の国では女性も男性と同様にキャリアを積むことが当たり前で、社会としてこれを受け入れる

ためのシステムが進んでいることを知った回でした。日本の状況が世界の価値観に追いついていないということを具体的にジ

ェンダーギャップ指数などで知り、とても驚いたのを覚えています。もう一つの印象に残っている回は日本での育児休暇は女

性が取るものだと考えていて、やはりここでも価値観の遅れを認識し、やはり、日本ではまだ男性も育児に専念するというよ

うな考え方を持つ人は少数なのだと感じました。この考え方を変えるためにも、大学内で男女共同参画研究支援員ではない学

生も、自分自身も女性を支援することや、子育てに参加する必要があることを認識できる機会がより増えることが期待されま

す。現在、私は就職活動を行っていますが、企業選びをする中で女性の社員がどのように働いているのか、また結婚・出産と

いった大きな節目を迎えた後にも仕事復帰が可能であるかということをとても意識するようになったと感じています。そのた

め、就職活動で企業の説明会に参加した際にも、今までとは違う視点で聞くことができたのではないかと考えています。一年

間の男女共同参画研究支援員の業務を通じて、自分も結婚・出産を理由に自分がこれまで一生懸命に学んできたことを諦めた

くないという想いが強くなったと感じていて、自分も支援していた先生のように仕事と育児の両立をしたいと考えています。

今後、自分に必要だと考えているのは、私が一年間通じて学んだこと、感じたことを周りの人に伝えていくことだと思います。

周りの人へこの現状や課題を伝えることで、どこかでその人が誰かを支援することや、話題に挙げていくことが私たちの中に

根強く残る価値観を少しずつでも変化させるきっかけになるのではないかと考えています。一年間という短い期間であります

が、男女共同参画研究支援員として活動し、女性としてどのような価値観を持ちながら、今後の人生を送っていくかを考える

上でとても貴重な機会になったと感じています。援、とりわけ企業ポストへの女性登用や、議員の女性参入を指すものと思っ

ていたが、これは必ずしもそうではなかった。現代は男女ともに自らが望む生き方を問われ、その選択肢に性差がない状況を

目指している。男性もいろんな生き方をして良いのだし、生き方を問われているのである。 
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Ｅさん・システム理工学専攻・修士 1年生 

補助事業に従事した研究 国際結婚とその子どもたち（ハパ／ハーフ理論、多文化共生論、国際法学等の視点から） 

業務内容 資料収集・整理、論文校正、データ作成 

事

後

報

告 

私は学部時代には卒業研究でコンテンツ消費とジェンダーの関連性について興味を持ち、研究を行いました。現在は、社会学

的な視座に立ち、「おたく」尺度の構築について研究を続けておりますが、この大学での男女不均衡な現状を鑑みることや、

実際に子育てをされながら研究をなされている先生の研究活動を補佐させて頂くことは、自身の考えをより具体的にし、自身

のキャリア形成、ひいては人生の質を向上させる一つの指標となると考えています。1年間支援員としてウォント盛先生のお

手伝いをさせて頂いたことや男女共同参画研究支援員研修を通じて、現状として社会的役割の分担、行政的社会的支援は男女

不均衡な状態にありますが、それを是正する活動も徐々に行われてきており、女性側だけでなく、男性側からも旧来的な価値

観に凝り固まらずに生活・人生の質を上げる努力を行っていくべきだということがわかりました 

※2015.3.7 埼玉県男女共同参画推進センター「大学生による男女共同参画研究発表会」において 「理工系男子大学におけ

るジェンダーアイデンティティに関する分析」の発表を行う。 

 

Ｆさん・ＭＯＴ・修士 1 年 

補助事業に従事した研究 企業における女性技術者と男性との協働における問題と対策、 

中小企業におけるイノベーションの分析 

業務内容 インタビュー録音の書き起こし、現場観察の録画の編集、アンケートの集計および統計分析、デー

タ管理、資料整理 

事

後

報

告 

申請時に男女共同参画研究支援員として獲得したいこととして、私は、シニアとメディアの研究に関して、エスノグラフィを

使うため、また、社会に出てからチームやプロジェクトをまとめるための知識獲得のため、プロジェクトマネジメントやエス

ノグラフィを使った研究などをされている先生の研究活動を補佐させて頂くことで、先生の研究が進むよう、また、私自身も

自分の知識、能力向上を目指したいと考えていた。実際に先生のもとで研究活動の補佐をすることで、インタビューに関する

データ整理やとりまとめなどプロジェクトに関わることができ、プロジェクトをまとめる難しさ、社会人としての常識など多

くのことを学ぶことができた。そして、自分の研究においても必要な知識を勉強する機会となり非常に役に立ったと考えてい

る。最後に、社会に出た時に必要な知識の獲得を目指していると申請時には書いていたが、先生の補佐をすることでもちろん

知識を獲得することはできた、しかし、それ以上に社会人としての常識や行動を多く教わり、社会人としてどうあるべきかを

考えさせられるいい機会だったと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）３／７ 
 

 

 

Ｇさん・システム理工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 企業における女性技術者と男性との協働における問題と対策、 

中小企業におけるイノベーションの分析 

業務内容 インタビュー録音の書き起こし、現場観察の録画の編集、アンケートの集計および統計分析、デー

タ管理、資料整理 

事

後

報

告 

私はこれから社会人として女性と共に働くという事がどのような事なのかを学びたいと思い、支援員として活動してきまし

た。研究の過程で、女性の働き方に関するアンケートを取っている中で、男性の中には優秀な女性がいるという事を理解した

上で、それでも女性が通るライフイベント等の理由から、出世のコースから外れる場合があるという事を知りました。このよ

うな状況では、女性も自身のキャリアを考え、イキイキと活躍する事は難しいのではないかと感じました。そういった点で、

精力的に活動されている平田教授のもとでお仕事をさせていただく機会は非常に勉強になりました。研修の中で、育児休暇を

取る男性について学んだ際に、「意識をしなければ、父親として育休を取るのが難しい」という文言を見ました。男性が働く

という事は当たり前のように思われていた時代があり、まだ全ての企業でその考えを拭えていないように思えます。男性も積

極的に育児に参加する事で、女性もイキイキと働けるようになるというのが女性と共に働いて行くための一つの解であると感

じたと共に、そのような環境づくりを少しでも意識できればと感じました。 

 

Ｈさん・システム理工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 言語コミュニケーション、言語コミュニケーション教育に関した認知研究・脳機能測定研究、大学

初年時対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ分

析、ＣＧＭ開発 

業務内容 測定の補助、測定値の記録と入力、資料整理・産休・育休中の資料文献の収集・整理 

事

後

報

告 

自分の身近な処に家庭と仕事を両立して意欲的に働き、社会の一員として積極的に生活をしている人がいなかったために働く

姿があまりイメージできませんでした。しかし、支援を通して産休・育休や介護を抱えながらもうまくワークライフバランス

をしっかり組み立てれば、時間を効率よく工面して活動可能であると分かりました。それと同時に、本人の働く意志だけでな

く、周りが業務面でのサポートをすることや育休・時短勤務を当然のこととして受け入れる気持ちで環境をつくることが必要

であると感じました。また、講習会に参加して世界における男女共同参画の取組、日本の現状将来像を学び、課題点を認識す

ることができました。さらに、男性の育休取得者の体験談を読んで、こういった経験を世の中の男性女性関係なく色々な人々

に知ってもらうことが必要であると感じました。この一年を通して自分が将来どうなりたいかが、どう働きたいかという具体

的な問題として真剣に考えるきっかけ、意識改革になりました。自分の周りの人々と今後の課題を共有して、一緒に考えてい

こうと思います。 
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Ｅさん・システム理工学専攻・修士 1年生 

補助事業に従事した研究 国際結婚とその子どもたち（ハパ／ハーフ理論、多文化共生論、国際法学等の視点から） 

業務内容 資料収集・整理、論文校正、データ作成 

事

後

報

告 

私は学部時代には卒業研究でコンテンツ消費とジェンダーの関連性について興味を持ち、研究を行いました。現在は、社会学

的な視座に立ち、「おたく」尺度の構築について研究を続けておりますが、この大学での男女不均衡な現状を鑑みることや、

実際に子育てをされながら研究をなされている先生の研究活動を補佐させて頂くことは、自身の考えをより具体的にし、自身

のキャリア形成、ひいては人生の質を向上させる一つの指標となると考えています。1年間支援員としてウォント盛先生のお

手伝いをさせて頂いたことや男女共同参画研究支援員研修を通じて、現状として社会的役割の分担、行政的社会的支援は男女

不均衡な状態にありますが、それを是正する活動も徐々に行われてきており、女性側だけでなく、男性側からも旧来的な価値

観に凝り固まらずに生活・人生の質を上げる努力を行っていくべきだということがわかりました 

※2015.3.7 埼玉県男女共同参画推進センター「大学生による男女共同参画研究発表会」において 「理工系男子大学におけ

るジェンダーアイデンティティに関する分析」の発表を行う。 

 

Ｆさん・ＭＯＴ・修士 1 年 

補助事業に従事した研究 企業における女性技術者と男性との協働における問題と対策、 

中小企業におけるイノベーションの分析 

業務内容 インタビュー録音の書き起こし、現場観察の録画の編集、アンケートの集計および統計分析、デー

タ管理、資料整理 

事

後

報

告 

申請時に男女共同参画研究支援員として獲得したいこととして、私は、シニアとメディアの研究に関して、エスノグラフィを

使うため、また、社会に出てからチームやプロジェクトをまとめるための知識獲得のため、プロジェクトマネジメントやエス

ノグラフィを使った研究などをされている先生の研究活動を補佐させて頂くことで、先生の研究が進むよう、また、私自身も

自分の知識、能力向上を目指したいと考えていた。実際に先生のもとで研究活動の補佐をすることで、インタビューに関する

データ整理やとりまとめなどプロジェクトに関わることができ、プロジェクトをまとめる難しさ、社会人としての常識など多

くのことを学ぶことができた。そして、自分の研究においても必要な知識を勉強する機会となり非常に役に立ったと考えてい

る。最後に、社会に出た時に必要な知識の獲得を目指していると申請時には書いていたが、先生の補佐をすることでもちろん

知識を獲得することはできた、しかし、それ以上に社会人としての常識や行動を多く教わり、社会人としてどうあるべきかを

考えさせられるいい機会だったと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）３／７ 
 

 

 

Ｇさん・システム理工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 企業における女性技術者と男性との協働における問題と対策、 

中小企業におけるイノベーションの分析 

業務内容 インタビュー録音の書き起こし、現場観察の録画の編集、アンケートの集計および統計分析、デー

タ管理、資料整理 

事

後

報

告 

私はこれから社会人として女性と共に働くという事がどのような事なのかを学びたいと思い、支援員として活動してきまし

た。研究の過程で、女性の働き方に関するアンケートを取っている中で、男性の中には優秀な女性がいるという事を理解した

上で、それでも女性が通るライフイベント等の理由から、出世のコースから外れる場合があるという事を知りました。このよ

うな状況では、女性も自身のキャリアを考え、イキイキと活躍する事は難しいのではないかと感じました。そういった点で、

精力的に活動されている平田教授のもとでお仕事をさせていただく機会は非常に勉強になりました。研修の中で、育児休暇を

取る男性について学んだ際に、「意識をしなければ、父親として育休を取るのが難しい」という文言を見ました。男性が働く

という事は当たり前のように思われていた時代があり、まだ全ての企業でその考えを拭えていないように思えます。男性も積

極的に育児に参加する事で、女性もイキイキと働けるようになるというのが女性と共に働いて行くための一つの解であると感

じたと共に、そのような環境づくりを少しでも意識できればと感じました。 

 

Ｈさん・システム理工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 言語コミュニケーション、言語コミュニケーション教育に関した認知研究・脳機能測定研究、大学

初年時対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ分

析、ＣＧＭ開発 

業務内容 測定の補助、測定値の記録と入力、資料整理・産休・育休中の資料文献の収集・整理 

事

後

報

告 

自分の身近な処に家庭と仕事を両立して意欲的に働き、社会の一員として積極的に生活をしている人がいなかったために働く

姿があまりイメージできませんでした。しかし、支援を通して産休・育休や介護を抱えながらもうまくワークライフバランス

をしっかり組み立てれば、時間を効率よく工面して活動可能であると分かりました。それと同時に、本人の働く意志だけでな

く、周りが業務面でのサポートをすることや育休・時短勤務を当然のこととして受け入れる気持ちで環境をつくることが必要

であると感じました。また、講習会に参加して世界における男女共同参画の取組、日本の現状将来像を学び、課題点を認識す

ることができました。さらに、男性の育休取得者の体験談を読んで、こういった経験を世の中の男性女性関係なく色々な人々

に知ってもらうことが必要であると感じました。この一年を通して自分が将来どうなりたいかが、どう働きたいかという具体

的な問題として真剣に考えるきっかけ、意識改革になりました。自分の周りの人々と今後の課題を共有して、一緒に考えてい

こうと思います。 
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Ｉさん・システム理工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 言語コミュニケーション、言語コミュニケーション教育に関した認知研究・脳機能測定研究、大学

初年時対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ分

析、ＣＧＭ開発 

業務内容 測定の補助、測定値の記録と入力、資料整理・産休・育休中の資料文献の収集・整理 

事

後

報

告 

男女共同参画研究支援員として活動させていただいた１年間の経験は、現在行っている就職活動に役立たせることができてい

ると思っています。今回、山敦子先生と村上嘉代子先生の支援をすることで、学生が支援員として先生方のサポートをする制

度が本学にあることを知りました。このような女性のための支援制度は、本学のような理系大学や女性が少ない企業で働く女

性が育児や介護等をしながらでも一人のエンジニアとして活躍する環境づくりのために必要であると感じました。また、支援

員の月に１回行われる勉強会で、男性の育児休暇についても知ることができました。今までは、一般的に育児休暇は女性が取

得するものと考えられてきましたが、最近では、男性でも長期間取得する場合もあることを勉強しました。男性が育児休暇を

取得するという場合、本人の意識だけでなく、周りのサポートによって取得できるため、会社自体の支援が必要です。しかし、

最近では育児休暇を取得しているため、これを認める企業は社員のことを大切し、育児休暇を取得しやすい雰囲気があること

が考えられます。就職活動を通して、女性エンジニアの需要が高く女性のための支援制度を設けている企業が多いこと、男性

が長期育児休暇を取得している人数が少ない企業や福利厚生が充実していない企業もまた多いことがわかりました。その中で

も、私は支援員で学ぶことのできた「女性のための支援制度の必要性」と「男性の育児休暇から見える企業の雰囲気」から、

就職先の企業を選ぶようにしています。このような女性のための支援制度や男性の育児休暇の実態は、支援員として活動した

ために知ることが出来た知識だと感じます。１年間だけでも男女共同参画支援員を行う事ができて改めて良かったと感じてい

ます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９ 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）５／７  

 

 

 

Ｊさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 長期細胞培養用マイクロ流体デバイスなど、細胞を工学的に利用する方法に関する研究 

業務内容 細胞培養を伴う実験の補助 

マイクロ流体デバイスの製作を伴う実験の補助 

マイクロ・ナノ構造の測定の補助 

事

後

報

告 

先生は、育児家事の当番の日は早く帰らなければならない。そういった制約される時間をカバーできたという実感がある。 

来年度から研究だけでなく教育の支援もできる制度にかわるとのこと、先生を見ていると、研究以上に教育や事務的な仕事が

たいへんそうでそういう面も支援を受けられるようになれば助かると思う。 

 

Ｋさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 長期細胞培養用マイクロ流体デバイスなど、細胞を工学的に利用する方法に関する研究 

業務内容 細胞培養を伴う実験の補助 

マイクロ流体デバイスの製作を伴う実験の補助 

マイクロ・ナノ構造の測定の補助 

事

後

報

告 

とくに支援員研修に参加して、これまで関心をもつこともなかった男女共同参画という課題に関心をもった。 

 

Ｌさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 長期細胞培養用マイクロ流体デバイスなど、細胞を工学的に利用する方法に関する研究 

業務内容 細胞培養を伴う実験の補助 

マイクロ流体デバイスの製作を伴う実験の補助 

マイクロ・ナノ構造の測定の補助 

事

後

報

告 

男女共同参画に興味をもつきっかけになった。 

共働きの両親が祖母の入院や介護でてんやわんやをしている姿をみて来、ライフイベント時に支援を受けられる制度が必要だ

と実感する。来年度から、男女を問わず、支援員配置が受けられる制度にかわるとのこと、介護をかかえる男性研究者のニー

ズがあるのではないか。その一方、介護などでは状況や程度がいろいろなのでほんとうに必要な人が支援を受けられるような

公平性、透明性を確保するしくみが必要だと思う。 
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Ｉさん・システム理工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 言語コミュニケーション、言語コミュニケーション教育に関した認知研究・脳機能測定研究、大学

初年時対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用、外国人観光客を対象とした口コミ分

析、ＣＧＭ開発 

業務内容 測定の補助、測定値の記録と入力、資料整理・産休・育休中の資料文献の収集・整理 

事

後

報

告 

男女共同参画研究支援員として活動させていただいた１年間の経験は、現在行っている就職活動に役立たせることができてい

ると思っています。今回、山敦子先生と村上嘉代子先生の支援をすることで、学生が支援員として先生方のサポートをする制

度が本学にあることを知りました。このような女性のための支援制度は、本学のような理系大学や女性が少ない企業で働く女

性が育児や介護等をしながらでも一人のエンジニアとして活躍する環境づくりのために必要であると感じました。また、支援

員の月に１回行われる勉強会で、男性の育児休暇についても知ることができました。今までは、一般的に育児休暇は女性が取

得するものと考えられてきましたが、最近では、男性でも長期間取得する場合もあることを勉強しました。男性が育児休暇を

取得するという場合、本人の意識だけでなく、周りのサポートによって取得できるため、会社自体の支援が必要です。しかし、

最近では育児休暇を取得しているため、これを認める企業は社員のことを大切し、育児休暇を取得しやすい雰囲気があること

が考えられます。就職活動を通して、女性エンジニアの需要が高く女性のための支援制度を設けている企業が多いこと、男性

が長期育児休暇を取得している人数が少ない企業や福利厚生が充実していない企業もまた多いことがわかりました。その中で

も、私は支援員で学ぶことのできた「女性のための支援制度の必要性」と「男性の育児休暇から見える企業の雰囲気」から、

就職先の企業を選ぶようにしています。このような女性のための支援制度や男性の育児休暇の実態は、支援員として活動した

ために知ることが出来た知識だと感じます。１年間だけでも男女共同参画支援員を行う事ができて改めて良かったと感じてい

ます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表９ 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）５／７  

 

 

 

Ｊさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 長期細胞培養用マイクロ流体デバイスなど、細胞を工学的に利用する方法に関する研究 

業務内容 細胞培養を伴う実験の補助 

マイクロ流体デバイスの製作を伴う実験の補助 

マイクロ・ナノ構造の測定の補助 

事

後

報

告 

先生は、育児家事の当番の日は早く帰らなければならない。そういった制約される時間をカバーできたという実感がある。 

来年度から研究だけでなく教育の支援もできる制度にかわるとのこと、先生を見ていると、研究以上に教育や事務的な仕事が

たいへんそうでそういう面も支援を受けられるようになれば助かると思う。 

 

Ｋさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 長期細胞培養用マイクロ流体デバイスなど、細胞を工学的に利用する方法に関する研究 

業務内容 細胞培養を伴う実験の補助 

マイクロ流体デバイスの製作を伴う実験の補助 

マイクロ・ナノ構造の測定の補助 

事

後

報

告 

とくに支援員研修に参加して、これまで関心をもつこともなかった男女共同参画という課題に関心をもった。 

 

Ｌさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 長期細胞培養用マイクロ流体デバイスなど、細胞を工学的に利用する方法に関する研究 

業務内容 細胞培養を伴う実験の補助 

マイクロ流体デバイスの製作を伴う実験の補助 

マイクロ・ナノ構造の測定の補助 

事

後

報

告 

男女共同参画に興味をもつきっかけになった。 

共働きの両親が祖母の入院や介護でてんやわんやをしている姿をみて来、ライフイベント時に支援を受けられる制度が必要だ

と実感する。来年度から、男女を問わず、支援員配置が受けられる制度にかわるとのこと、介護をかかえる男性研究者のニー

ズがあるのではないか。その一方、介護などでは状況や程度がいろいろなのでほんとうに必要な人が支援を受けられるような

公平性、透明性を確保するしくみが必要だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）６／７ 
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Ｍさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 大学初年次生対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用法の確立 

外国人観光客を対象とした口コミ分析、観光動態分析、ＣＧＭの開発 

業務内容 研究データ収集補助・整理、資料収集 

事

後

報

告 

これまで男女共同参画に関心をもつこともなかったが、支援を通じて女性が育児をしながら働くリアルを知った。業務に関し

ては、先生と自分の専門がまったく異なるので、先生の専門性の部分の支援業務にやや手こずった。 

 

 

Ｎさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 生命の始まりおよび終わりにおける法の倫理(フランス語圏を中心として)、発展途上国の医療 

業務内容 郵便物等の処理、検収代行、文献のデータベース作成等 

事

後

報

告 

まったく知らない分野だったが、研究支援員研修の進行を担当する機会があり、説明ができるよう事前に自分で調べたり、男

女共同参画推進室の教員と事前ディスカッションをして準備をしたのが貴重な経験だった。 

 

Ｏさん・機械工学専攻・修士 2年 

補助事業に従事した研究 大学初年次生対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用法の確立 

外国人観光客を対象とした口コミ分析、観光動態分析、ＣＧＭの開発 

業務内容 研究データ収集補助・整理、資料収集 

事

後

報

告 

乳児を育てる女性研究者を支援して、育児と研究の両立は大変さを知った。就職活動の際、企業のワークライフバランス面を

意識するようになった。一方、就職活動の過程で、この支援員配置が女性研究者に限られているのと同様、採用に女性枠が設

けられていることへの疑問、ちがうんじゃないかとも感じてきた。 

 

Ｐさん・電気電子情報工学専攻・修士 2 年 

補助事業に従事した研究 ロボットプラットフォーム、生活支援を行う情報技術を活かしたロボット 

業務内容 データ整理等 

事

後

報

告 

女性がきわめて少ない電気工学分野で勉強してきた。女性研究者と身近に交流する初めての機会だった。 

異分野の研究を支援して視野が広がった。 

 

 

 

  

表 9 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）７／７ 
 

 

１．２．４ 理工系分野を志向する女性研究者の育成と増員のための活動 

１）目標を設定した女性研究者の積極的な採用・登用  

①「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の成果指標「女性教員比率」の数値目標達成 

本学の「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」（平成２５～２７年度）においては、事業成果

を表す総合的指標として、女性教員比率を用いることとし、これに事業終了時（平成２８年３月末）

目標値１２％を設定した。そして、これを達するために、毎年度の新規採用教員の女性比率を３０％

とすることをめざすこととした。 

平成２５～２７年度の５月１日時点女性教員比率は図 16 のように推移し、平成２７年５月１日現

在１２．１％（３７名/３０７名）と目標値が達成された。それに伴い、女性教員のいない学科数

も平成２５年度の１７学科中８学科から平成２７年度には４学科へと半減した。・新規採用教員の

女性比率は、平成２５年度３１．８％（７/２２名）、２６年度２０．０％（７/３０名）、２７年度

３０％（６/２０名）であった。 

また、この間、ライフイベントによって離職した女性教員はなかった。 

 

 候補者となる女性研究者が稀少な工学各分野を中心とする本学の教員採用においてこうした女

性教員の増員、事業目標の達成を可能にしたのは以下のような要因による。 

②女性教員比率上昇の要因 

②-1 組織上の位置づけ 

 前述のとおり、事業を担当する男女共同参画推進室を理事長及び学長直轄とし、学校法人および

大学の長のリーダーシップで取組を進める体制が採られた。 

②-2 大学の中期行動計画への位置づけ 

平成２５年度より、男女共同参画推進を、大学の中期行動計画である「創立１００周年に向けた

大学戦略プラン」推進項目「ダイバーシティ推進先進校」の実施目標とし、大学の重要な取組の１

つと位置付けて実施している。 

②-3 学長名「教員公募についての考え方―戦略的人事のお願い―」の共有 

平成２６年５月の教授会で、「ダイバーシティ推進」、「男女共同参画を意識した戦略的人事政策

への配慮」を求める学長名「教員公募についての考え方―戦略的人事のお願い―」が決定された。 

これが共有され、学科・研究科の教員公募における選考活動に反映された。 

②-4 教員公募要領への男女共同参画推進の明記 

平成２６年度より、教員公募の際、公募要領に「女性の積極的応募を歓迎する」、または「大学

として男女共同参画推進に取組んでいる」旨明記することが徹底された。 

②-5 教員公募への女性の応募状況と把握と学内調査の実施 

平成２６年度より、実施されたすべての専任および常勤特任教員の公募に対する応募者数とうち

女性数と割合を逐次把握し、一覧資料として毎回の男女共同参画推進室会議で確認・共有してきた。

女性教員の積極的採用について、本事業の成果を表す指標とし、目標値（１２％）を設定した女性

教員比率とともに、年間の新規採用教員の３０％を女性とするという目安を設けてきた。応募者の

女性割合の把握は、この目安の実現を追求していく上で重要であた。 

平成２６年度より、実施されたすべての専任および常勤特任教員の公募に対する応募者数とうち

女性数と割合を逐次把握し、一覧資料として毎回の男女共同参画推進室会議で確認・共有してきた。

女性教員の積極的採用について、本事業の成果を表す指標とし、目標値（１２％）を設定した女性
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Ｍさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 大学初年次生対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用法の確立 

外国人観光客を対象とした口コミ分析、観光動態分析、ＣＧＭの開発 

業務内容 研究データ収集補助・整理、資料収集 

事

後

報

告 

これまで男女共同参画に関心をもつこともなかったが、支援を通じて女性が育児をしながら働くリアルを知った。業務に関し

ては、先生と自分の専門がまったく異なるので、先生の専門性の部分の支援業務にやや手こずった。 

 

 

Ｎさん・機械工学専攻・修士 1年 

補助事業に従事した研究 生命の始まりおよび終わりにおける法の倫理(フランス語圏を中心として)、発展途上国の医療 

業務内容 郵便物等の処理、検収代行、文献のデータベース作成等 

事

後

報

告 

まったく知らない分野だったが、研究支援員研修の進行を担当する機会があり、説明ができるよう事前に自分で調べたり、男

女共同参画推進室の教員と事前ディスカッションをして準備をしたのが貴重な経験だった。 

 

Ｏさん・機械工学専攻・修士 2年 

補助事業に従事した研究 大学初年次生対象の英語能力測定テストの開発とその形成的利用法の確立 

外国人観光客を対象とした口コミ分析、観光動態分析、ＣＧＭの開発 

業務内容 研究データ収集補助・整理、資料収集 

事

後

報

告 

乳児を育てる女性研究者を支援して、育児と研究の両立は大変さを知った。就職活動の際、企業のワークライフバランス面を

意識するようになった。一方、就職活動の過程で、この支援員配置が女性研究者に限られているのと同様、採用に女性枠が設

けられていることへの疑問、ちがうんじゃないかとも感じてきた。 

 

Ｐさん・電気電子情報工学専攻・修士 2 年 

補助事業に従事した研究 ロボットプラットフォーム、生活支援を行う情報技術を活かしたロボット 

業務内容 データ整理等 

事

後

報

告 

女性がきわめて少ない電気工学分野で勉強してきた。女性研究者と身近に交流する初めての機会だった。 

異分野の研究を支援して視野が広がった。 

 

 

 

  

表 9 男女共同参画研究支援員 活動の振り返り（平成２５～２７年度）７／７ 
 

 

１．２．４ 理工系分野を志向する女性研究者の育成と増員のための活動 

１）目標を設定した女性研究者の積極的な採用・登用  

①「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の成果指標「女性教員比率」の数値目標達成 

本学の「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」（平成２５～２７年度）においては、事業成果

を表す総合的指標として、女性教員比率を用いることとし、これに事業終了時（平成２８年３月末）

目標値１２％を設定した。そして、これを達するために、毎年度の新規採用教員の女性比率を３０％

とすることをめざすこととした。 

平成２５～２７年度の５月１日時点女性教員比率は図 16 のように推移し、平成２７年５月１日現

在１２．１％（３７名/３０７名）と目標値が達成された。それに伴い、女性教員のいない学科数

も平成２５年度の１７学科中８学科から平成２７年度には４学科へと半減した。・新規採用教員の

女性比率は、平成２５年度３１．８％（７/２２名）、２６年度２０．０％（７/３０名）、２７年度

３０％（６/２０名）であった。 

また、この間、ライフイベントによって離職した女性教員はなかった。 

 

 候補者となる女性研究者が稀少な工学各分野を中心とする本学の教員採用においてこうした女

性教員の増員、事業目標の達成を可能にしたのは以下のような要因による。 

②女性教員比率上昇の要因 

②-1 組織上の位置づけ 

 前述のとおり、事業を担当する男女共同参画推進室を理事長及び学長直轄とし、学校法人および

大学の長のリーダーシップで取組を進める体制が採られた。 

②-2 大学の中期行動計画への位置づけ 

平成２５年度より、男女共同参画推進を、大学の中期行動計画である「創立１００周年に向けた

大学戦略プラン」推進項目「ダイバーシティ推進先進校」の実施目標とし、大学の重要な取組の１

つと位置付けて実施している。 

②-3 学長名「教員公募についての考え方―戦略的人事のお願い―」の共有 

平成２６年５月の教授会で、「ダイバーシティ推進」、「男女共同参画を意識した戦略的人事政策

への配慮」を求める学長名「教員公募についての考え方―戦略的人事のお願い―」が決定された。 

これが共有され、学科・研究科の教員公募における選考活動に反映された。 

②-4 教員公募要領への男女共同参画推進の明記 

平成２６年度より、教員公募の際、公募要領に「女性の積極的応募を歓迎する」、または「大学

として男女共同参画推進に取組んでいる」旨明記することが徹底された。 

②-5 教員公募への女性の応募状況と把握と学内調査の実施 

平成２６年度より、実施されたすべての専任および常勤特任教員の公募に対する応募者数とうち

女性数と割合を逐次把握し、一覧資料として毎回の男女共同参画推進室会議で確認・共有してきた。

女性教員の積極的採用について、本事業の成果を表す指標とし、目標値（１２％）を設定した女性

教員比率とともに、年間の新規採用教員の３０％を女性とするという目安を設けてきた。応募者の

女性割合の把握は、この目安の実現を追求していく上で重要であた。 

平成２６年度より、実施されたすべての専任および常勤特任教員の公募に対する応募者数とうち

女性数と割合を逐次把握し、一覧資料として毎回の男女共同参画推進室会議で確認・共有してきた。

女性教員の積極的採用について、本事業の成果を表す指標とし、目標値（１２％）を設定した女性
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教員比率とともに、年間の新規採用教員の 30%を女性とするという目安を設けてきた。応募者の女

性割合の把握は、この目安の実現を追求していく上で重要であた。 

平成２６年度後半に、当年度に専任教員・常勤特任教員の公募を行った学部長、学科主任を対象

に「今年度教員公募への女性の応募状況等」のヒアリング調査を行った。調査を通じて、教員の公

募・選考過程で「教員公募についての考え方―戦略的人事のお願い―」がどのように踏まえられ、

女性の応募促進や選考過程で具体的にどのような取組が為されているのか、また女性の応募と採用

を促進する上での課題を把握した。 

女性の応募促進のために行った活動には、公募要領への「芝浦工業大学は男女共同参画を推進し

ています」、「女性の応募を歓迎します」等の明記が徹底されたほか、募集対象研究分野を広く設定

することによる女性研究者の応募可能性の拡大、学会や研究室の活動を通じて交流のある女性研究

者個々への応募の働きかけ、等があった。 
選考過程でのポジティブ・アクションとしては、業績等の評価が同等の場合は女性を優先して採

用する方針の採用または検討、面接審査の対象に女性を 1 名以上残す方針の採用または検討、多面

的な選考視点の導入等の取組があった。 
 女性研究者の応募・採用・育成を促進していくための方策としては、募集対象分野の張大・柔軟 
化、女性教員を採用して良い変化のあった成功事例の紹介・共有、戦略的なポスト（テニュア・ト 
ラック特任助教、PD 研究員等）の新設とそこへの女性限定公募の実施、本学の男女共同参画推進 
の活動の強力な発信、SGU 等他プロジェクトと関連づけた女性研究者の採用・育成の加速等が挙 
げられた。 
 

②-6 教員選考結果に対する学長面接 

 平成２７年度より、学長付託型組織体制が採られ、人事選考結果に対する学長面接が行われるよ 

うになった。女性の応募者があったにもかかわらず選考されなかった場合、面接時学長より理由の 

確認が為されている。 

  
各年度 5月 1 日現在 

図 16 女性教員比率、女性教員のいない学科数の推移 

 

 

②-7 男女共同参画推進ワークショップの開催 

 女性の育成・採用・登用促進をテーマに以下４回の男女共同参画推進ワークショップを開催し、

認識の共有深化をはかった。 

〈第 1回 女性教員増員よろずお悩み相談ワークショップ〉 

女性教員のいない学科の解消・女性教員の増員について課題認識を深め、その方策を具体化する

ことを目的に、平成２６年６月６日、豊洲キャンパスで、第1回男女共同参画推進ワークショップ―女

性教員増員よろずお悩み相談ワークショップを開催した（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室平成２

６年度 活動報告書」（２８～２９頁）。 

 

〈第２回 女子学生大学院進学促進ワークショップ〉 

女子学生には、大学院進学の必要性・メリットを認識して進学のモチベーションを形成し、進学

の障がいがあるとしたらそれを取り除く途を考える機会とすること、大学としては、女性を理工学

の中核人材として育成輩出していくための施策を検討することを目的に、平成２６年１０月１６日、

豊洲キャンパスで第２回男女共同参画推進ワークショップ―女子学生大学院進学促進ワークショ

ップ―を開催した（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室平成２６年度 活動報告書」（２９頁）。 

〈第３回 女性教員上位職登用促進策を検討する：女性教員増員から女性教員を含む多様性のある

決定権者の育成まで〉    

女性研究者の増員、女性研究者のいない学科の解消の上に、女性研究者の上位職登用を促進するこ

とで少数者の立場にある女性研究者の視点、認識を決定の場に反映していくための方策を検討する

ことを目的に、平成２７年３月２６日、豊洲キャンパスで第３回男女共同参画推進ワークショップ

－女性教員上位職登用促進策を検討する：女性教員増員から女性教員を含む多様性のある決定権者

の育成まで―を開催した。学長、副学長、学部長、男女共同参画推進室長、教員で、女性の准教授

から教授への昇格促進、組織運営・組織の意思決定を担い得る女性人材の育成、役職・管理職への

女性の登用の促進をテーマにグループ討論を行った。ポイント制となった昇格基準の明確化と、昇

格のシステム化・透明化を一層進める必要性、女性教員への大学の制度構築や変革に関わる機会の

提供、メンターの重要性、そして、研究リーダー/組織運営の責任者の２本立てで女性リーダーの

意図的育成のキャリアパスをつくる必要等が語られれた。 

 

〈IEEE JC WIE 10th anniversary 女性が拓く未来のテクノロジー Women in Engineering 

2015/ 2015 年度 芝浦工業大学 男女共同参画推進室 秋のシンポジウム ラウンドテーブルトー

ク〉 

 平成２７年１０月、IEEE JC WIE 主催シンポジウム「女性が拓く未来のテクノロジー Women in 

Engineering 2015（WIE2015）」を、芝浦工業大学「2015 年度 芝浦工業大学 男女共同参画推進室 秋

のシンポジウム 」として共催した（51、106～133 頁）。学内外より８０名が参加した同シンポジウ

ムの第二部として、８グループに分かれ、ラウンドテーブルトークを行った。いずれのグループも、

ファシリテーターのもと、熱心に意見交換を行った（表 10、図 17）。 
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表 10 IEEE JC WIE 10th anniversary 女性が拓く未来のテクノロジー Women in Engineering 2015/ 

2015 年度 芝浦工業大学 男女共同参画推進室 秋のシンポジウム ラウンドテーブルトーク 

 

班 テーマ ファシリテイター 

A 女性エンジニアのキャリア形成 山西陽子（芝浦工業大学 ） 

B 企業の基礎研究所で働くこと 荒木章子（NTT コミュニケーションズ科学基礎研究所） 

C 国際社会で生き生きと、楽しんで働こう！ 岩下友美（九州大学大学院） 

D 組織をやる気にさせるコミュニケーション 石川佳寿子（(株)ピコサーム） 

E 女性のための女性による工学研究 大倉典子（芝浦工業大学 ） 

F 海外で働く、海外と働く 武部理花(インテル(株)) 

G 男性社会で働く、マイノリティとして働く 時岡 綾（日本マイクロソフト(株)） 

H 人生における「仕事」の役割とは？ 西宮康治朗（シュルンベルジェ(株)） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17 ラウンドテーブルトークでの議論 

 

  

 

 

２）多様なキャリアパス、ロールモデルの提示 

① 芝浦工業大学女性教員研究紹介『未来は、私たちの手でつくる。』の刊行   

平成２７年３月に、ロールモデルを提示し、各研究者の研究を紹介するとともに、冊子全体と 

して、研究どうし、研究分野どうしがつながり融合することで拓ける理工学研究の新たな可能性、

社会の問題を解決し、発展させる力を表現することを意図して、芝浦工業大学の女性教員の研究を

まとめ、紹介した芝浦工業大学女性教員研究紹介『未来は、私たちの手でつくる。』を刊行した。

次いで、男女共同参画推進室ウェブサイトに専用ページを開設しデジタルパンフレットを掲載した

（図 18）。平成２８年２月には平成２７年度に新たに実施したインタビュー記事と同年度新任女性

研究者の紹介記事を加えた『未来は、私たちの手でつくる。〔追補版〕』を刊行した。 

図 18 芝浦工業大学女性教員紹介「未来は

私たちの手で作る［追補版］」  

 

②「芝浦工業大学男女共同参画推進室ニュ

ースレター」の発行 

 女性研究者研究活動支援事業の活動の紹

介と、ロールモデル提示を中心に、芝浦工

業大学の女性研究者に関する学内外への発

信を行うため、以下の通り、「芝浦工業大学

男女共同参画推進室ニュースレター」を発

行した（表 11）。 

表 11 芝浦工業大学男女共同参画推進室ニュースレターの発行 

巻 号 特  集 刊行時期 

創刊号 vol.1No.1 芝浦工業大学２０１４年度男女共同参画推進シンポジウム 

―理工系女性研究者のキャリア形成と研究連携― 

27 年 2 月 

第２号 vol.1No.2 芝浦工業大学女性教員研究紹介『未来は、私たちの手でつくる。』 27 年 3 月 

第３号 vo2.1No.1 芝浦工業大学女性教員研究紹介『未来は、私たちの手でつくる。』最新版！ 28 年 2 月 

第４号 vo2.1No.2 女性研究者研究活動支援事業（一般型）をしめくくり、次につなげる 28 年 3 月 
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図 17 ラウンドテーブルトークでの議論 
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３）男女共同参画推進に関したシンポジウム、交流会・懇談会の開催 

①男女共同参画推進意識調査の実施 

 男女共同参画推進、女性比率の増加等に関する学内の意識の現状を把握し、活動立案の基礎資料

とするため、平成２５年度に全専任教員、全専任職員、全女子学生を対象とする意識調査を行った

（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室平成２５年度 活動報告書」５９～１０５頁）。 

平成２７年度には、「女性研究者研究活動支援事業（一般型）の実施によって、教職員の男女共 

同参画推進の課題認識と、女性研究者に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確

認することを目的に、「芝浦工業大学２０１５年度男女共同参画推進意識調査」として、役職者管理

職、役職者以外の常勤教員、管理職以外の職員を各対象とする 3 種の調査を実施した。 

 

 調査結果より、とくに以下のような点が注目された。 

・役職者以外の常勤教員、管理職以外の専任職員に比べ、役職者管理職の男女共同参画推進に対す

る意識が高い、 

・役職者管理職対象調査では、回答者の約 6 割が、男女共同参画推進室の開設、「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降の学内の変化として、「教職員の、男女共同参画推進の意識

が変わった」と感じている、 

・今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組として、３調査とも「育児・介護中の教

員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が最も多く選択された、 

・「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」や「数値目標を設定して女性教職員の役職

者や管理職を増やすこと」について、管理職以外の専任職員調査では肯定的回答が 2/3 を占めたの

に対し、役職者以外の常勤教員調査では、「どちらともいえない」という回答が最も多く、教員と

職員の受け止め方に違いが見られた。 

 

調査と調査結果の詳細は資料編に掲載・報告する（資料 １０６～１３３頁）。 

 

② 男女共同参画推進シンポジウムの開催 

②-1芝浦工業大学男女共同参画推進シンポジウムの主催 

理工学女性研究者の育成・採用・登用促進をはじめと

する男女共同参画推進の認識共有をはかり、取組を発信

することを目的に、毎年度、芝浦工業大学度男女共同参

画推進シンポジウムを主催してきた。平成２５年度は「～

ダイバーシティ＆インクルージョン、さらなる飛躍を求

めて～」と題して平成２６年３月に、平成２６年度は「理

工系女性研究者のキャリア形成と研究連携」をテーマに

平成２６年１２月に開催した（「芝浦工業大学 男女共同

参画推進室平成２５年度 活動報告書」（２４～５４頁）、

同「平成２６年度 活動報告書」（３２～５３頁） 

・平成２７年度は、「女性研究者研究活動支援事業（一 

般型）」のしめくくりとして、以下の通り、国際シンポ

ジウムを開催した（図１９）。 
図 19 芝浦工業大学 2015 年度男女共同参画推進国際シンポジ

ウム「世界の舞台で活躍する女性研究者の育成強化に向けて」 

 

 

標 題 芝浦工業大学 2015 年度男女共同参画推進国際シンポジウム 

    「世界の舞台で活躍する女性研究者の育成強化に向けて」 

日 時 ２０１５年１２月５日（土）１３：３０～１７：００ 

会 場 豊洲キャンパス 交流棟 6階大講義室 

主 催 芝浦工業大学 

後 援 内閣府男女共同参画局、IEEE JC WIE、電子情報通信学会、情報処理学会、 

日本データベース学会 

 

プログラム                                 

１３：３０ 開会の辞 学校法人芝浦工業大学理事長 五十嵐 久也 

１３：３５ 来賓挨拶 参議院議員 猪口 邦子氏          

内閣府男女共同参画局長 武川 恵子氏 

文部科学省科学技術・学術政策局長 川上 伸昭氏        

１４：００ 基調講演  You are the Internet of Women – Be Fearless!  

モニク モロー氏  

(CTO-Evangelist-NewFrontiers, Cisco Engineering 

Development,CTO-Architecture Team,CISCO Systems 

 (Switzerland) GmbH) 

１５：００  休憩  

１５：３０  芝浦工業大学 男女共同参画推進 成果報告  

      ・芝浦工業大学における男女共同参画   芝浦工業大学 学長 村上 雅人 

      ・「女性研究者研究活動支援事業」の成果報告  

 芝浦工業大学 男女共同参画推進室長 國井 秀子 

      ・事例紹介  「女性研究者研究支援事業」における支援の成果 

         Fab Girl プロジェクトを基にした新たな研究テーマの創出 

                      芝浦工業大学 工学部准教授 菅谷みどり 

         研究支援により変化した働き方と意識について 

            芝浦工業大学 大学院工学マネジメント研究科准教授 平田貞代 

         女性研究者としてのワークライフバランス確保へのサポートを得て 

                      芝浦工業大学 工学部准教授 村上嘉代子 

１６：４５  コメント    モニク モロー氏 (CISCO Systems (Switzerland) GmbH) 

１７：００  閉会の辞                芝浦工業大学副学長 米田 隆志           

 

目 的  

本学「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の成果を学内外に示し、その成果を 

Ms. Monique Morrow, Cisco Systems CTO の基調講演による世界水準のメッセージと重ね合わせ、理工

系スーパーグローバル大学としての、今後の男女共同参画推進、女性研究者・技術者の育成への取組方

を明らかにする。 

参加者内訳  

登壇者と関係者１７、教職員４１、学生８、一般５５ 計１２１名（事前申込１１０名） 

実施結果 
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３）男女共同参画推進に関したシンポジウム、交流会・懇談会の開催 

①男女共同参画推進意識調査の実施 

 男女共同参画推進、女性比率の増加等に関する学内の意識の現状を把握し、活動立案の基礎資料

とするため、平成２５年度に全専任教員、全専任職員、全女子学生を対象とする意識調査を行った

（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室平成２５年度 活動報告書」５９～１０５頁）。 

平成２７年度には、「女性研究者研究活動支援事業（一般型）の実施によって、教職員の男女共 

同参画推進の課題認識と、女性研究者に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確

認することを目的に、「芝浦工業大学２０１５年度男女共同参画推進意識調査」として、役職者管理

職、役職者以外の常勤教員、管理職以外の職員を各対象とする 3 種の調査を実施した。 

 

 調査結果より、とくに以下のような点が注目された。 

・役職者以外の常勤教員、管理職以外の専任職員に比べ、役職者管理職の男女共同参画推進に対す

る意識が高い、 

・役職者管理職対象調査では、回答者の約 6 割が、男女共同参画推進室の開設、「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降の学内の変化として、「教職員の、男女共同参画推進の意識

が変わった」と感じている、 

・今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組として、３調査とも「育児・介護中の教

員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が最も多く選択された、 

・「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」や「数値目標を設定して女性教職員の役職

者や管理職を増やすこと」について、管理職以外の専任職員調査では肯定的回答が 2/3 を占めたの

に対し、役職者以外の常勤教員調査では、「どちらともいえない」という回答が最も多く、教員と

職員の受け止め方に違いが見られた。 

 

調査と調査結果の詳細は資料編に掲載・報告する（資料 １０６～１３３頁）。 

 

② 男女共同参画推進シンポジウムの開催 

②-1芝浦工業大学男女共同参画推進シンポジウムの主催 

理工学女性研究者の育成・採用・登用促進をはじめと

する男女共同参画推進の認識共有をはかり、取組を発信

することを目的に、毎年度、芝浦工業大学度男女共同参

画推進シンポジウムを主催してきた。平成２５年度は「～

ダイバーシティ＆インクルージョン、さらなる飛躍を求

めて～」と題して平成２６年３月に、平成２６年度は「理

工系女性研究者のキャリア形成と研究連携」をテーマに

平成２６年１２月に開催した（「芝浦工業大学 男女共同

参画推進室平成２５年度 活動報告書」（２４～５４頁）、

同「平成２６年度 活動報告書」（３２～５３頁） 

・平成２７年度は、「女性研究者研究活動支援事業（一 

般型）」のしめくくりとして、以下の通り、国際シンポ

ジウムを開催した（図１９）。 
図 19 芝浦工業大学 2015 年度男女共同参画推進国際シンポジ

ウム「世界の舞台で活躍する女性研究者の育成強化に向けて」 



 

 

３）男女共同参画推進に関したシンポジウム、交流会・懇談会の開催 

①男女共同参画推進意識調査の実施 

 男女共同参画推進、女性比率の増加等に関する学内の意識の現状を把握し、活動立案の基礎資料

とするため、平成２５年度に全専任教員、全専任職員、全女子学生を対象とする意識調査を行った

（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室平成２５年度 活動報告書」５９～１０５頁）。 

平成２７年度には、「女性研究者研究活動支援事業（一般型）の実施によって、教職員の男女共 

同参画推進の課題認識と、女性研究者に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確

認することを目的に、「芝浦工業大学２０１５年度男女共同参画推進意識調査」として、役職者管理

職、役職者以外の常勤教員、管理職以外の職員を各対象とする 3 種の調査を実施した。 

 

 調査結果より、とくに以下のような点が注目された。 

・役職者以外の常勤教員、管理職以外の専任職員に比べ、役職者管理職の男女共同参画推進に対す

る意識が高い、 

・役職者管理職対象調査では、回答者の約 6 割が、男女共同参画推進室の開設、「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降の学内の変化として、「教職員の、男女共同参画推進の意識

が変わった」と感じている、 

・今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組として、３調査とも「育児・介護中の教

員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が最も多く選択された、 

・「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」や「数値目標を設定して女性教職員の役職

者や管理職を増やすこと」について、管理職以外の専任職員調査では肯定的回答が 2/3 を占めたの

に対し、役職者以外の常勤教員調査では、「どちらともいえない」という回答が最も多く、教員と

職員の受け止め方に違いが見られた。 

 

調査と調査結果の詳細は資料編に掲載・報告する（資料 １０６～１３３頁）。 

 

② 男女共同参画推進シンポジウムの開催 

②-1芝浦工業大学男女共同参画推進シンポジウムの主催 

理工学女性研究者の育成・採用・登用促進をはじめと

する男女共同参画推進の認識共有をはかり、取組を発信

することを目的に、毎年度、芝浦工業大学度男女共同参

画推進シンポジウムを主催してきた。平成２５年度は「～

ダイバーシティ＆インクルージョン、さらなる飛躍を求

めて～」と題して平成２６年３月に、平成２６年度は「理

工系女性研究者のキャリア形成と研究連携」をテーマに

平成２６年１２月に開催した（「芝浦工業大学 男女共同

参画推進室平成２５年度 活動報告書」（２４～５４頁）、

同「平成２６年度 活動報告書」（３２～５３頁） 

・平成２７年度は、「女性研究者研究活動支援事業（一 

般型）」のしめくくりとして、以下の通り、国際シンポ

ジウムを開催した（図１９）。 
図 19 芝浦工業大学 2015 年度男女共同参画推進国際シンポジ

ウム「世界の舞台で活躍する女性研究者の育成強化に向けて」 

 

 

標 題 芝浦工業大学 2015 年度男女共同参画推進国際シンポジウム 

    「世界の舞台で活躍する女性研究者の育成強化に向けて」 

日 時 ２０１５年１２月５日（土）１３：３０～１７：００ 

会 場 豊洲キャンパス 交流棟 6階大講義室 

主 催 芝浦工業大学 

後 援 内閣府男女共同参画局、IEEE JC WIE、電子情報通信学会、情報処理学会、 

日本データベース学会 

 

プログラム                                 

１３：３０ 開会の辞 学校法人芝浦工業大学理事長 五十嵐 久也 

１３：３５ 来賓挨拶 参議院議員 猪口 邦子氏          

内閣府男女共同参画局長 武川 恵子氏 

文部科学省科学技術・学術政策局長 川上 伸昭氏        

１４：００ 基調講演  You are the Internet of Women – Be Fearless!  

モニク モロー氏  

(CTO-Evangelist-NewFrontiers, Cisco Engineering 

Development,CTO-Architecture Team,CISCO Systems 

 (Switzerland) GmbH) 

１５：００  休憩  

１５：３０  芝浦工業大学 男女共同参画推進 成果報告  

      ・芝浦工業大学における男女共同参画   芝浦工業大学 学長 村上 雅人 

      ・「女性研究者研究活動支援事業」の成果報告  

 芝浦工業大学 男女共同参画推進室長 國井 秀子 

      ・事例紹介  「女性研究者研究支援事業」における支援の成果 

         Fab Girl プロジェクトを基にした新たな研究テーマの創出 

                      芝浦工業大学 工学部准教授 菅谷みどり 

         研究支援により変化した働き方と意識について 

            芝浦工業大学 大学院工学マネジメント研究科准教授 平田貞代 

         女性研究者としてのワークライフバランス確保へのサポートを得て 

                      芝浦工業大学 工学部准教授 村上嘉代子 

１６：４５  コメント    モニク モロー氏 (CISCO Systems (Switzerland) GmbH) 

１７：００  閉会の辞                芝浦工業大学副学長 米田 隆志           

 

目 的  

本学「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の成果を学内外に示し、その成果を 

Ms. Monique Morrow, Cisco Systems CTO の基調講演による世界水準のメッセージと重ね合わせ、理工

系スーパーグローバル大学としての、今後の男女共同参画推進、女性研究者・技術者の育成への取組方

を明らかにする。 

参加者内訳  

登壇者と関係者１７、教職員４１、学生８、一般５５ 計１２１名（事前申込１１０名） 

実施結果 
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３）男女共同参画推進に関したシンポジウム、交流会・懇談会の開催 

①男女共同参画推進意識調査の実施 

 男女共同参画推進、女性比率の増加等に関する学内の意識の現状を把握し、活動立案の基礎資料

とするため、平成２５年度に全専任教員、全専任職員、全女子学生を対象とする意識調査を行った

（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室平成２５年度 活動報告書」５９～１０５頁）。 

平成２７年度には、「女性研究者研究活動支援事業（一般型）の実施によって、教職員の男女共 

同参画推進の課題認識と、女性研究者に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確

認することを目的に、「芝浦工業大学２０１５年度男女共同参画推進意識調査」として、役職者管理

職、役職者以外の常勤教員、管理職以外の職員を各対象とする 3 種の調査を実施した。 

 

 調査結果より、とくに以下のような点が注目された。 

・役職者以外の常勤教員、管理職以外の専任職員に比べ、役職者管理職の男女共同参画推進に対す

る意識が高い、 

・役職者管理職対象調査では、回答者の約 6 割が、男女共同参画推進室の開設、「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降の学内の変化として、「教職員の、男女共同参画推進の意識

が変わった」と感じている、 

・今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組として、３調査とも「育児・介護中の教

員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が最も多く選択された、 

・「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」や「数値目標を設定して女性教職員の役職

者や管理職を増やすこと」について、管理職以外の専任職員調査では肯定的回答が 2/3 を占めたの

に対し、役職者以外の常勤教員調査では、「どちらともいえない」という回答が最も多く、教員と

職員の受け止め方に違いが見られた。 

 

調査と調査結果の詳細は資料編に掲載・報告する（資料 １０６～１３３頁）。 

 

② 男女共同参画推進シンポジウムの開催 

②-1芝浦工業大学男女共同参画推進シンポジウムの主催 

理工学女性研究者の育成・採用・登用促進をはじめと

する男女共同参画推進の認識共有をはかり、取組を発信

することを目的に、毎年度、芝浦工業大学度男女共同参

画推進シンポジウムを主催してきた。平成２５年度は「～

ダイバーシティ＆インクルージョン、さらなる飛躍を求

めて～」と題して平成２６年３月に、平成２６年度は「理

工系女性研究者のキャリア形成と研究連携」をテーマに

平成２６年１２月に開催した（「芝浦工業大学 男女共同

参画推進室平成２５年度 活動報告書」（２４～５４頁）、

同「平成２６年度 活動報告書」（３２～５３頁） 

・平成２７年度は、「女性研究者研究活動支援事業（一 

般型）」のしめくくりとして、以下の通り、国際シンポ

ジウムを開催した（図１９）。 
図 19 芝浦工業大学 2015 年度男女共同参画推進国際シンポジ

ウム「世界の舞台で活躍する女性研究者の育成強化に向けて」 



 

 

 五十嵐久也理事長の主催者挨拶でシンポジウムの幕を開けた。挨拶では、来賓、基調講演者への謝

意とシンポジウム開催の意義、そしてグローバル水準の大学として、男女共同参画を継続的に推進し

ていく意が表された。 

 来賓ご挨拶で、猪口邦子参議院議員は、女性の参画と活躍を進めなければならない理由を、社会の

持続的発展とイノベーションを可能にする”４つのＤ”―Democracy,Disarmament,Diversity, 

Digitalization―を挙げて述べられた。武川恵子内閣府男女共同参画局長は、科学技術における男女

共同参画推進を重点分野の１つとしている男女共同参画行政の立場から、川上伸昭文部科学省科学技

術・学術政策局長は、女性の参入活躍を理工学・科学技術の質の高度化に不可欠とする科学技術人材

政策の立場から、シンポジウムへの期待を述べられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次いで、モニク モローCTO による基調講

演”You are the Internet of Women – Be 

Fearless! “が行われた。CTO は、まず、多

様な立場・経験をもつメンバーで構成され

る組織こそ新しいものを生み出し得ること

を具体例に即して説明した。次いで、しく

み・判断基準等組織の諸秩序が、たとえば

日本人・健常・男性といった主流のカテゴ

リーを前提に成り立っていると、そこから外れる構成員は能力の開発発揮機会を逸しがちになり、そ

れらの人々を活かせないことになる、組織として、そうした認識され難い次元のバイアスを検証し解

消してく取組が求められる、と指摘した。そして、Supercritical Human Elevated[SHE]Economy の提

案を以て講演を締めくくられた。（資料 109～120 頁）。 

続いて「芝浦工業大学男女共同参画推進成果報告」が行われた。はじめに村上雅人学長が「芝浦工

業大学の男女共同参画」として、来賓挨拶、基調講演を受け、男女共同参画推進への大学の取組の流

れの中に、女性研究者研究活動支援事業への取組を位置づけ、そして、理工系のスーパーグローバル

大学として、男女共同参画推進のモデル校をめざす意気込みを述べられた。次いで、國井男女共同参

画推進室長が、「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の成果を報告し、今後への発展的継承を

展望した。２年間余で女性教員比率の数値目標を達し得た要因として、早期に組織職の認識共有がは

かられたこと強調された。最後に、補助事業による研究支援員配置を受けている３名の女性准教授が、

ライフイベントによって時間的に制約される研究活動の遂行と成果産生に研究支援員の配置をどのよ

うに活かしてきたかを、具体的分析的に事例報告した。 

 

 

<五十嵐久也理事長> <猪口邦子元内閣府特命担当大臣（少子化・男女共同参画担当）><武川恵子内閣府男女共同参
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成果報告全体に対し、モニク モローCTO より、コメントと「創立１００周年２０２７年に女性教員比

率２５%にするという高い数値目標の達成を共に見届けたい」とエールを頂いた。 

 米田隆志副学長が「２年余で学内の雰囲気が変わった、補助事業後終了後も手を緩めずに進めてい 

きたい」と締めくくり、会を閉じた。 

 

参加者アンケートの結果 

 回収数 ６６（回収率５５．６％）。 

基調講演講には９５．４％、学長の包括的成果報告には９２．３％、男女共同参画推進室長の「女性研

究者研究活動支援事業成果報告には９８．１％、事例報告には９８．０％の回答者が肯定的に評価され

た。自由記述回答では、積極的意見を多く頂いた（図 20）。 

 

総括 

 総体として充実したシンポジウムとなり、開催目的を果たすことができた。 
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②-2 他機関シンポジウムの共催 

平成２７年１０月、IEEE JC WIE 主催シンポジウム「女性が拓く未来のテクノロジー Women in 

Engineering 2015（WIE2015）」を、「芝浦工業大学２０１５年度 芝浦工業大学 男女共同参画推進

室 秋のシンポジウム 」として共催した（図 21）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 女性が拓く未来のテクノロジーポスター 

 

 

 

標題 女性が拓く未来のテクノロジー Women in Engineering 2015（WIE2015） 

/芝浦工業大学 2015 年度 芝浦工業大学 男女共同参画推進室 秋のシンポジウム 

日時 ２０１５年１０月１７日（土）１３：００～１７：２０ 

会場 芝浦キャンパス ８階８０１教室･８０２教室 

 

プログラム  

第 1 部                        

１３：００  開会の辞 (IEEE JC WIE 会長 石川) 

１３：０５  来賓挨拶 (内閣府男女共同参画局、IEEE JC Chair 他) 

１３：１５  IEEE JC WIE 10 年の歩みを振り返って 

        西原明法（IEEE JC WIE 顧問 東京工業大学教授） 

１３：２５  基調講演「技術から経営へ ～キャリアをつなぐもの～」 

       水本 伸子（株式会社 IHI 執行役員 グループ業務統括室長） 

１４：０５ 休憩 

１４：１５  技術講演 1「ミクロな泡の道具を創る 

   ～針なし注射器によるバイオメディカル応用 ～」 

       山西陽子（芝浦工業大学 工学部 機械工学科 准教授） 

１４：４５  技術講演 2「みんなの会話を聞き取るコンピュータを目指して 

             ～ 音声インタフェースを支える 音響信号処理技術 ～」 

       荒木章子（NTT コミュニケーション科学基礎研究所 主任研究員） 

１５：１５  技術講演 3「地上と空からのセキュリティシステム 

                   ～ NASA での未来の防衛技術の開発 ～」 

       岩下 友美（九州大学大学院システム情報科学研究院 准教授） 

１５：４５ 休憩＆ネットワーキングタイム 

第２部  

１６：０５  共催者挨拶 (芝浦工業大学 村上雅人学長) 

１６：１０  ラウンドテーブルトーク 

１７：２０  閉会の辞 (芝浦工業大学 國井秀子男女共同参画推進室長) 

 

趣旨  

多くの課題に直面する現代のニーズを捉え、社会に貢献するテクノロジーを開発するには女性の観

点が不可欠である。さまざまな分野の新進気鋭の女性技術者・研究者による技術開拓・研究開発の

紹介を通じて、女性が拓く未来のテクノロジーを世界に発信し、今後さらにどのようなテクノロジ

ーに取組むべきかを議論する。 

 

参加者 ８０名、うち芝浦工業大学教職員・学生１９名 
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参加者アンケート結果        

 回収数   ７８（回収率９７．５％） 

結 果 

 参加者のほぼ全員よりアンケートが回収された。イベントへの総評は、「非常に良い」と「良い」

が回答を 2分し、極めて好評であった。参加動機は「講

演内容への興味」が最多で、次いで「IEEE JC WIE の活

動への興味」が挙げられた。イベントを知ったきっか

けは、単独では「ウェブサイト」が最多だが、「知人」

「会社・上司」「大学・先生」を合わせると、人からの

勧めが回答の半数を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 

第 1部 講演 

１.開会  

 はじめに石川佳寿子 IEEE JC WIE 第 5 代会長（(株)ピコサーム代表取締役）

が IEEE JC WIE の使命と設立１０周年を画す本シンポジウムの意義を以て開会

挨拶をされた。 

次いで来賓武川恵子内閣府男女共同参画局長が、国として理工系分野の女性の

活躍の一層の促進に取り組んでいく旨挨拶をされた。 

次に青山友紀 IEEE JC 会長（慶應義塾大学教授）が、IEEE JC の活動の中での

WIE の存在意義と女性の視点によるイノベーションへの期待の挨拶をされ、石

川 JC WIE 会長に設立 10 周年記念の盾を贈呈された。 

 続いて、JC WIE の設立と活動を支援してきた西原明法 IEEE JC WIE 顧問（東

京工業大学教授）が、「IEEE JC WIE １０年の歩みを振り返って」として、設

立経緯、歴代会長、活動を紹介し、今後の活動にエールを送った。次は、現在、

IEEE WIE （WIE international ）の Chair を務める橋本隆子千葉商科大学教

授が挨拶をされ、日本の女性技術者/研究者の国際的発信としても、女子の理

工系へ参入促進のためにも、ロールモデルとなる日本の女性技術者/研究者の

アピールが必要であると、本シンポジウムを意味づけられた。 

 

 

 

 

 

２.基調講演  

技術から経営へ キャリアをつなぐもの 

 

水本伸子 株式会社 IHI 執行役員 グループ業務統括室長 

 

 基調講演は、①IHI の概要と女性の採用登用の課題、②技術者としての私の仕事の転機、③キャ

リアをつなぐ―経営者の要素をもった技術者/技術者の要素をもった経営者へ、④自分の居場所は

自分でつくる、という４内容で構成された。①では、IHI における女性の採用登用の課題として「管

理職任用比率は入社時の男女比率に遜色ないが、技術者が多くを占める採用の女性比率が 30%にな

っていないこと」を挙げられた。②では、入社後の配属/職位/業務

の時系列を辿り、各立場での業務経験がどのような力量開発機会と

なったかを振り返られた。③では、上位管理職そして経営者となっ

てからの経験を踏まえ次のように述べられた。昇進とは現状維持に

甘んじないことである―とくに課題形成、洞察、論理的戦略におい

て。経営者が考えるべきは進むべき道（長期ビジョン）と資源配分

である。女性の登用・活躍のパイプラインを築くには、女性の採用、

就業継続支援、積極的登用・メンター・ロールモデル・ネットワー

ク等によるキャリア形成支援、部門長層の育成意識づくり等をパッ

ケージとして展開していく必要がある。そして④で、WLB を重視し

て効率よく働く女性たちの存在そのものが企業の変革をけん引する、

女性たちよ、挑戦が拓くチャンスを捉えよ、と締めくくられた。 

 

３.技術講演 

（１）ミクロな泡の道具をつくる～針なし注射器によるバイオメディ   

カル応用～ 山西陽子・芝浦工業大学 機械工学科准教授 

 

「オンリーワンの技術」を追求して研究を重ねてきた自身

のキャリアの紹介に続き、まず、液体中で電圧をかけるこ

とで高速発射されるマイクロレベルの気泡の破壊力を利用

して細胞を切開し、試薬や遺伝子を輸送する「マイクロバ

ブルインジェクションメス」（２０１２）と、これを発展

させた、空気中でも使用可能な高精度な「針なし注射器」

（２０１４）の開発を紹介された。現在、この気泡技術を

応用して、難削材の加工、たんぱく質の結晶生成、そして

液体・プラズマ界面による機能創発に取組んでいる。 
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参加者アンケート結果        

 回収数   ７８（回収率９７．５％） 

結 果 

 参加者のほぼ全員よりアンケートが回収された。イベントへの総評は、「非常に良い」と「良い」

が回答を 2分し、極めて好評であった。参加動機は「講

演内容への興味」が最多で、次いで「IEEE JC WIE の活

動への興味」が挙げられた。イベントを知ったきっか

けは、単独では「ウェブサイト」が最多だが、「知人」

「会社・上司」「大学・先生」を合わせると、人からの

勧めが回答の半数を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結果 

第 1部 講演 

１.開会  

 はじめに石川佳寿子 IEEE JC WIE 第 5 代会長（(株)ピコサーム代表取締役）

が IEEE JC WIE の使命と設立１０周年を画す本シンポジウムの意義を以て開会

挨拶をされた。 

次いで来賓武川恵子内閣府男女共同参画局長が、国として理工系分野の女性の

活躍の一層の促進に取り組んでいく旨挨拶をされた。 

次に青山友紀 IEEE JC 会長（慶應義塾大学教授）が、IEEE JC の活動の中での

WIE の存在意義と女性の視点によるイノベーションへの期待の挨拶をされ、石

川 JC WIE 会長に設立 10 周年記念の盾を贈呈された。 

 続いて、JC WIE の設立と活動を支援してきた西原明法 IEEE JC WIE 顧問（東

京工業大学教授）が、「IEEE JC WIE １０年の歩みを振り返って」として、設

立経緯、歴代会長、活動を紹介し、今後の活動にエールを送った。次は、現在、

IEEE WIE （WIE international ）の Chair を務める橋本隆子千葉商科大学教

授が挨拶をされ、日本の女性技術者/研究者の国際的発信としても、女子の理

工系へ参入促進のためにも、ロールモデルとなる日本の女性技術者/研究者の

アピールが必要であると、本シンポジウムを意味づけられた。 

 

 

 

 

 

２.基調講演  

技術から経営へ キャリアをつなぐもの 

 

水本伸子 株式会社 IHI 執行役員 グループ業務統括室長 

 

 基調講演は、①IHI の概要と女性の採用登用の課題、②技術者としての私の仕事の転機、③キャ

リアをつなぐ―経営者の要素をもった技術者/技術者の要素をもった経営者へ、④自分の居場所は
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（１）ミクロな泡の道具をつくる～針なし注射器によるバイオメディ   

カル応用～ 山西陽子・芝浦工業大学 機械工学科准教授 

 

「オンリーワンの技術」を追求して研究を重ねてきた自身

のキャリアの紹介に続き、まず、液体中で電圧をかけるこ

とで高速発射されるマイクロレベルの気泡の破壊力を利用

して細胞を切開し、試薬や遺伝子を輸送する「マイクロバ

ブルインジェクションメス」（２０１２）と、これを発展

させた、空気中でも使用可能な高精度な「針なし注射器」

（２０１４）の開発を紹介された。現在、この気泡技術を

応用して、難削材の加工、たんぱく質の結晶生成、そして

液体・プラズマ界面による機能創発に取組んでいる。 
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（２）みんなの会話を聞き取るコンピュータを目指して～音声インターフェイスを支える音響信号

～ 荒木章子 NTT コミュニケーションズ科学基礎研究所メディア情報研究部主任研究員 

 

研究キャリアの紹介に続き、雑音・残響の中で複数の声を

遠隔マイクを用いて認識する技術の開発を紹介された。会話

シーンを自動的に 分析し、各音声を高い精度で抽出する技

術と、残響除去や音源分離の音響信号処置技術と、を組み合

わせることで、これまで難しかった、雑音や残響を含む日常

環境下で会話中の複数の人の音声を遠隔マイクで集音して

認識することを可能にした。この技術は、家電製品、会議シ

ステム、携帯電話などの機能向上への幅広い応用が期待され

る。 

 

（３）地上と空からのセキュリティシステム～NASA での未来の防衛技術の開発～   

 岩下友美 九州大学大学院システム情報科学研究院准教授 

 

 研究キャリアの紹介に続き、現在取り組まれている主に３

つの研究を紹介された。1 つ目は、より広範囲の監視システ

ムの構築に資する影生体情報を用いた歩容認証の開発（世界

初）とその応用研究、２つ目に、より頑強な人物検出を可能

にする、航空撮影画像から，物体追跡軌跡を用いて移動する

人物の検出・追跡を行う手法、３つ目は、野生動物の調査や

ペットの安全確保システムへの応用が期待される動物視点

映像を用いた動作認証に関する研究である。次いで、客員研

究員を兼任する NASA ジェット推進研究所での労働生産性が極めて高い研究生活に触れ、そこで機

会を得るために、傲慢でも謙虚でもない自分の売り込みと人脈が大事であると述べられた。 

 

第 2 部 ラウンドテーブルトーク 

４７～４８頁に報告した。 

３． 閉会 

 國井秀子芝浦工業大学男女共同参画推進室長が、本日の講演会の実りを振り返るとともに、現在、

産業界の女性技術者に対するニーズが極めて高いこと、IEEE JC WIE にも芝浦工業大学にもそれに

応えていく使命があることを述べ、会を閉じた。 

 

③男女共同参画推進室ウェブ・サイトを通じた発信 

平成２５年度より男女共同参画推進室ウェブサイトを運営し、内容の充実をはかりつつ、年間 

を通じて、女性研究者の増加、研究環境整備、ワーク・ライフ・バランス支援、イベント情報等、

芝浦工業大学の女性研究者に係る情報発信を行った。平成２６年度には、専用サブサイト「芝浦工

 

 

業大学女性教員研究紹介」を整備した。男女共同参画推進室ウェブサイトは、芝浦工業大学ウェブ・

サイトのトップページのアイコンから閲覧できるようになっている。 

④男女共同参画推進室リーフレットの作成 

男女共同参画推進室の基本的な広報資料として、男女共同参画推進室の使命や活動内容を 

紹介するリーフレットを平成２５年度より毎年度作成し、全教職員、全学生への配布をはじめ、学

内外への周知広報に活用してきた（図22）。 

 

 

図22 男女共同参画推進室リーフレット（平成２７年度版） 

 

⑤デザイン学内公募による男女共同参画推

進ロゴマークとポスターの作成 

 

女性研究者研究活動支援をはじめとする

男女共同参画推進の学内への意識啓発の一

環として、平成２６年度に男女共同参画推

進ロゴマークとポスターデザインの、平成

２７年度はポスターデザインの学内公募を

行い、いずれも最優秀賞各１点を選定した。

最優秀作品は、男女共同参画推進ロゴマー

ク、および男女共同参画推進ポスターデザ

インとして採用するとともに、学園祭「芝

浦祭」で表彰を行った。ポスターは学内各

所に掲示している（図 23 ）。 
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（２）みんなの会話を聞き取るコンピュータを目指して～音声インターフェイスを支える音響信号
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会を得るために、傲慢でも謙虚でもない自分の売り込みと人脈が大事であると述べられた。 
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３． 閉会 

 國井秀子芝浦工業大学男女共同参画推進室長が、本日の講演会の実りを振り返るとともに、現在、

産業界の女性技術者に対するニーズが極めて高いこと、IEEE JC WIE にも芝浦工業大学にもそれに

応えていく使命があることを述べ、会を閉じた。 

 

③男女共同参画推進室ウェブ・サイトを通じた発信 

平成２５年度より男女共同参画推進室ウェブサイトを運営し、内容の充実をはかりつつ、年間 

を通じて、女性研究者の増加、研究環境整備、ワーク・ライフ・バランス支援、イベント情報等、

芝浦工業大学の女性研究者に係る情報発信を行った。平成２６年度には、専用サブサイト「芝浦工
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⑤デザイン学内公募による男女共同参画推

進ロゴマークとポスターの作成 

 

女性研究者研究活動支援をはじめとする

男女共同参画推進の学内への意識啓発の一

環として、平成２６年度に男女共同参画推

進ロゴマークとポスターデザインの、平成

２７年度はポスターデザインの学内公募を

行い、いずれも最優秀賞各１点を選定した。

最優秀作品は、男女共同参画推進ロゴマー

ク、および男女共同参画推進ポスターデザ

インとして採用するとともに、学園祭「芝
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所に掲示している（図 23 ）。 
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図23  平成２７年度男女共同参

画推進ポスターデザイン 

作者：デザイン工学科４年 西山

凌 

⑥男女共同参画推進パネルの展示 

学長メッセージ、男女共同参画

推進室の紹介、女性卒業生の活躍、

Shibaj-joプラチナネットワーク

の紹介等、芝浦工業大学の男女共

同参画推進に関する展示パネルを、

平成２６年度に８種、平成２７年

度に２種作成し、各キャンパスに

常設展示するとともに、大学行事

の際に、会場展示を行っている（図

24）。 

 

 

 

 

⑦成果発表 

以下図書に、本学「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に係る活動が、事例として紹介さ

れた。 

・掲載図書 独立行政法人国立女性教員会館：実践ガイドブック 大学における男女共同参画の推

進．悠光堂、２０１５ 

・掲載内容 以下３か所にに活動事例が紹介された。 

第２章 女性研究者の採用・育成のための取り組み 

  ３女性研究者のキャリア形成のためのさまざまな取組みと工夫 

（３）その他の研究者の育成・養成を目的としたさまざまな工夫と取組み ９５頁 

第２章 女性研究者の採用・育成のための取り組み 

４女性研究者の意思決定レベル・上位職登用への工夫 １００頁 

第２章 

５次世代研究人材を育成するための取組み １０１～１０２頁  

 

４）父母懇談会における働きかけ  

毎年度８月末から９月後半にかけて、札幌から福岡まで全国１２か所で、在学生の「父母懇談会」

を開催している。同懇談会各会場に男女共同参画推進室作成の諸資料を配し、大学から在学生の父

母に、女子学生の大学院進学の重要性と、大学が女性研究者研究活動支援・男女共同参画推進に取

組んでいることを説明している。 

 

図24  平成２７年度作成男女共同参画推進パネル  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に係るその他の活動 
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図23  平成２７年度男女共同参
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作者：デザイン工学科４年 西山
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⑥男女共同参画推進パネルの展示 
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平成２６年度に８種、平成２７年
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常設展示するとともに、大学行事

の際に、会場展示を行っている（図
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Ⅲ 女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に係るその他の活動 

  



 

 

１．文部科学省科学技術人材育成費補助事業シンポジウムへの参加 

平成２５年度、２６年度は、「文部科学省科学技術人材育成費補助事業 女性研究者研究活動支

援事業シンポジウム」が開催された（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室 平成２５年度 活動報

告書」５７～５８頁、同「平成２６年度 活動報告書」５６～５７頁）。 

平成２７年度は、文部科学省科学技術人材育成費補助事業１０年の節目を画し、人材育成費補助

事業４事業「テニュアトラック普及・定着事業」、「ポストドクター・キャリア開発事業」、「ダイバ

ーシティ研究環境実現イニシアティブ（旧女性研究者研究活動支援事業）」、「科学技術人材育成の

コンソーシアムの構築事業」の合同シンポジウムとして以下のように行われた。 

 

標題：平成 27 年度文部科学省科学技術人材  

育成費補助事業シンポジウム 「『科学技術人材育成 これまでの１０年、これからの １０ 年―

人材育成について多様な立場から考える』―若手や女性がさらに輝くために、産学官でなすべきこ

とは何か―               

日時 ２０１５年１２月１４日（月）１０：３０～１７：３０ 

会場 科学技術館 

プログラム                                          

開会挨拶      川上 伸昭 文部科学省科学技術学術政策局長                  

文部科学省施策説明 柿田 恭良科学技術学術政策局人材育成課長                   

基調講演 Act Beyond Borders & Think Extreme                          

北野 宏明 ㈱ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長 

・所長            

分科会  横断テーマ：博士人材とキャリアパス、企業であるいは企業と連携して活躍する人材、

科学技術人材の流動性、科学技術・学術分野における女性の活躍促進 

分科会１：大学等関係者の視点から 分科会２：企業関係者の視点から   

分科会３： 若手研究者の視点から 

パネル・ディスカッション 

宮浦 千里 東京農工大学 副学長，大学院工学研究院 教授 

岸本 康夫 文部科学省 大臣官房審議官 （科学技術・学術政策局担当） 

相澤 益男 国立研究開発法人科学技術振興機構 顧問、 

東京工業大学名誉教授・元学長、元総合科学技術会議議員 

豊田 政男 国立研究開発法人科学技術振興機構 プログラム主管， 

大阪大学 名誉教授 

分科会代表者                          

参加報告 

文部科学省施策説明 柿田恭良科学技術学術政策局人材育成課長 

科学技術基本計画と人材育成施策の変遷、これまでの施策・成果－若手研究者、博士人材、女性

研究者、今後の取組の方向性－課題、これからの１０年の展望、と大きく 3 内容で、科学技術イノ

ベーション人材育成施策の説明が行われた。 

基調講演 Act Beyond Borders & Think Extreme  

          北野宏明 ㈱ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長・所長 

 

 

 統括した JST ERTO 北野共生システムプロジェクトからロボット技術および人工知能分野のいく

つもの企業、研究機関、研究プロジェクトや競技イベント等が生み出され、現在、それらが革新的

な技術や研究成果を生み出している経緯を紹介された。ERTO が直接の成果創出よりも、インキュベ

ーション装置となることを企図した取組であったこと、自身の使命は個人として研究や開発の成果

をあげるというより研究や技術開発やビジネスのプロモータ―ひいてはメンターとなることで、そ

の使命感はグローバルな社会課題の解決への貢献に基づくとの説明は貴重であった。 

分科会 

 博士人材とキャリアパス、科学技術人材の流動性、企業現場、企業との連携において活躍する人

材、科学技術・学術分野における女性の活躍促進等を横断的なテーマとして、分科会１では大学等

関係者の視点から、分科会２では企業関係者の視点から、分科会３では育成対象である若手研究者

の視点から問題提起と討論が行われた。参加した分科会 1 では、「北海道大学 若手人材育成」川

端和重北海道大学 理事・副学長，大学院先端生命科学研究院教授）、「人材育成システムの改革

プログラムを大学の中に生かす」（相田美砂子 広島大学 副学長，大学経営企画室長，大学院理

学研究科教授）、「テニュアトラック制の経験から人材育成のあり方への提言」（石田武和 大阪

府立大学 ナノファブリケーション研究所 所長，大学院工学研究科教授）の３題の問題提起が行わ

れました。前２題に共通する、非常に重要な示唆として、各機関が何年かの間に累次取組む各種の

人材育成系事業（女性研究者支援、博士研究者キャリアパス、テニュアトラック、URA、卓越研究

員、科学技術コンソーシアム等）への取組を個別の取組とせず、体系化し、統合する高次元の統括

機能の重要性を強く認識した。 

 パネルディスカッション 

 パネル・ディスカッションでは、とくに、以下の

ようなことが銘記された。 

【科学技術人材育成政策】 

・第５期科学技術基本計画（２０１６年度～）の柱

は、社会課題への対応とイノベーションを生み出す

人材である。後者の核は若手研究者の研究者への道

付けと技術の多様性をはぐくむ人材としての女性

である。 

・博士人材のキャリアパスを広げるには、アカデミ

ア以外の道を広げるしかなく、現に博士取得者の大

学以外への就職は増えてきた。一方、産業界をめざ

す者は前期課程修了（修士）で就職し、後期課程に

は進学しない。現に後期課程進学者は減っている。

博士課程、博士人材に関する政策の根本的見直しが

必要ではないか。 

【人材育成費補助事業の成果を大学の構造改革に

結びつける】 

・個々の人材育成費補助事業の成果を、終了後大

学の血肉にしていくには、複数の事業の成果を縦

横に関連づけ統合する高次元の統括機能が必要

出所：http://www.jst.go.jp/shincho/sympo/2015/index.html
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１．文部科学省科学技術人材育成費補助事業シンポジウムへの参加 

平成２５年度、２６年度は、「文部科学省科学技術人材育成費補助事業 女性研究者研究活動支

援事業シンポジウム」が開催された（「芝浦工業大学 男女共同参画推進室 平成２５年度 活動報

告書」５７～５８頁、同「平成２６年度 活動報告書」５６～５７頁）。 
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コンソーシアムの構築事業」の合同シンポジウムとして以下のように行われた。 
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人材育成について多様な立場から考える』―若手や女性がさらに輝くために、産学官でなすべきこ

とは何か―               

日時 ２０１５年１２月１４日（月）１０：３０～１７：３０ 

会場 科学技術館 

プログラム                                          

開会挨拶      川上 伸昭 文部科学省科学技術学術政策局長                  

文部科学省施策説明 柿田 恭良科学技術学術政策局人材育成課長                   

基調講演 Act Beyond Borders & Think Extreme                          

北野 宏明 ㈱ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長 

・所長            

分科会  横断テーマ：博士人材とキャリアパス、企業であるいは企業と連携して活躍する人材、

科学技術人材の流動性、科学技術・学術分野における女性の活躍促進 

分科会１：大学等関係者の視点から 分科会２：企業関係者の視点から   

分科会３： 若手研究者の視点から 

パネル・ディスカッション 

宮浦 千里 東京農工大学 副学長，大学院工学研究院 教授 

岸本 康夫 文部科学省 大臣官房審議官 （科学技術・学術政策局担当） 

相澤 益男 国立研究開発法人科学技術振興機構 顧問、 

東京工業大学名誉教授・元学長、元総合科学技術会議議員 

豊田 政男 国立研究開発法人科学技術振興機構 プログラム主管， 

大阪大学 名誉教授 

分科会代表者                          

参加報告 

文部科学省施策説明 柿田恭良科学技術学術政策局人材育成課長 

科学技術基本計画と人材育成施策の変遷、これまでの施策・成果－若手研究者、博士人材、女性

研究者、今後の取組の方向性－課題、これからの１０年の展望、と大きく 3 内容で、科学技術イノ

ベーション人材育成施策の説明が行われた。 

基調講演 Act Beyond Borders & Think Extreme  

          北野宏明 ㈱ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長・所長 

 

 

 統括した JST ERTO 北野共生システムプロジェクトからロボット技術および人工知能分野のいく

つもの企業、研究機関、研究プロジェクトや競技イベント等が生み出され、現在、それらが革新的

な技術や研究成果を生み出している経緯を紹介された。ERTO が直接の成果創出よりも、インキュベ

ーション装置となることを企図した取組であったこと、自身の使命は個人として研究や開発の成果

をあげるというより研究や技術開発やビジネスのプロモータ―ひいてはメンターとなることで、そ

の使命感はグローバルな社会課題の解決への貢献に基づくとの説明は貴重であった。 

分科会 

 博士人材とキャリアパス、科学技術人材の流動性、企業現場、企業との連携において活躍する人

材、科学技術・学術分野における女性の活躍促進等を横断的なテーマとして、分科会１では大学等

関係者の視点から、分科会２では企業関係者の視点から、分科会３では育成対象である若手研究者

の視点から問題提起と討論が行われた。参加した分科会 1 では、「北海道大学 若手人材育成」川

端和重北海道大学 理事・副学長，大学院先端生命科学研究院教授）、「人材育成システムの改革

プログラムを大学の中に生かす」（相田美砂子 広島大学 副学長，大学経営企画室長，大学院理

学研究科教授）、「テニュアトラック制の経験から人材育成のあり方への提言」（石田武和 大阪

府立大学 ナノファブリケーション研究所 所長，大学院工学研究科教授）の３題の問題提起が行わ

れました。前２題に共通する、非常に重要な示唆として、各機関が何年かの間に累次取組む各種の

人材育成系事業（女性研究者支援、博士研究者キャリアパス、テニュアトラック、URA、卓越研究

員、科学技術コンソーシアム等）への取組を個別の取組とせず、体系化し、統合する高次元の統括

機能の重要性を強く認識した。 

 パネルディスカッション 

 パネル・ディスカッションでは、とくに、以下の

ようなことが銘記された。 

【科学技術人材育成政策】 

・第５期科学技術基本計画（２０１６年度～）の柱

は、社会課題への対応とイノベーションを生み出す

人材である。後者の核は若手研究者の研究者への道

付けと技術の多様性をはぐくむ人材としての女性

である。 

・博士人材のキャリアパスを広げるには、アカデミ

ア以外の道を広げるしかなく、現に博士取得者の大

学以外への就職は増えてきた。一方、産業界をめざ

す者は前期課程修了（修士）で就職し、後期課程に

は進学しない。現に後期課程進学者は減っている。

博士課程、博士人材に関する政策の根本的見直しが

必要ではないか。 

【人材育成費補助事業の成果を大学の構造改革に

結びつける】 

・個々の人材育成費補助事業の成果を、終了後大

学の血肉にしていくには、複数の事業の成果を縦

横に関連づけ統合する高次元の統括機能が必要
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である。それでこそ構造改革になる。 

・事業実施期間中、教員だけでなく職員のリテラシー向上をはかることが必要である。それができ

なかった大学では、補助事業終了後、取組が消えていくことが多い。リテラシー向上・意識改革は、

単発の研修実施などよりも、事業に関わる人、関わる場面を増やすという日常的取組が重要である。 

【若手研究者のキャリアパスの拡大・確保】 

・国立大学では教員人件費が削減され、定年退職後後任を専任で募集できなくなっている。シニア

教員の流動性は低下し、若手の採用機会が減っている。機械的削減でなく、人事の流動性と若手の

採用機会を増やすような教員人件費の運用が求められる。 

・若手研究者のキャリアパスを拡大するために、新たな取り組みを創設していく必要がある。たと

えば、企業等から、大学と企業等とのクロスアポイントメント教員の雇用費・研究費を拠出しても

らい、それを原資としてそうした若手研究者（テニュアトラック、5 年で審査）を募集し、運営す

るような事業である。 

 

２．その他の活動（平成２７年度） 

平成２７年度に以下の活動を行った。平成２５年度、２６年度の活動は「芝浦工業大学 男女共

同参画推進室 平成２５年度 活動報告書」１０６～１０９頁、同「平成２６年度 活動報告書」

５９～６２頁に報告した。 

２．１学術雑誌への発表 

 國井秀子、内藤和美、中野美由紀：芝浦工業大学女子学生意識調査の結果より．工学教育．６３－ 

３、２０１５、１０４－１０７頁 

  

 

 

２．２他機関主催事業への協力、参加（表12） 

表 12 女性研究者育成・支援グループメンバー 他機関主催事業への協力、参加（２７年度） 1／３ 

 
開 催 日  4 月 12 日（日） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  理工系における女性研究者・技術者の活躍に向けて 

事 業 名   

主 催 者  芝浦工業大学 MOT 同窓会 

 

 

開 催 日  5 月 15 日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  第 17 回女性の活躍舞台づくり委員会 

主 催 者  一般社団法人日本 MOT 振興協会 

 

開 催 日  6 月 2日（火）  

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長  

参 加 内 容 講演  

題 名  社会の変化と女性の活躍推進  

事 業 名  女性の活躍加速化シンポジウム  

主 催 者  山口大学  

 

開 催 日  6 月 4日（木） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  グローバル化時代における女性のエンパワーメント 

事 業 名  MOT トップセミナー 

主 催 者  芝浦工業大学大学院工学マネジメント研究科 

 
開 催 日  7 月 28 日（火） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室 

参 加 内 容 講演 

題 名  グローバル化時代における女性のエンパワーメントとグローバルリーダーの育成 

事 業 名  研究会 

主 催 者  日本の明日を考える女子学生フォーラム 

 
開 催 日  8 月 7日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室 

参 加 内 容 参加 

題 名  女性技術者育成功労賞表彰式 

事 業 名  ダイバーシティ推進委員会 

主 催 者  一般社団法人技術同友会 

 

 

 

 

 

開 催 日  4 月 25 日（土） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  Gender Bias and Measures in the Japanese Industry with my career trajectory 

事 業 名  International Leadership Conference 

主 催 者  IEEE/WIE 
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なかった大学では、補助事業終了後、取組が消えていくことが多い。リテラシー向上・意識改革は、

単発の研修実施などよりも、事業に関わる人、関わる場面を増やすという日常的取組が重要である。 

【若手研究者のキャリアパスの拡大・確保】 

・国立大学では教員人件費が削減され、定年退職後後任を専任で募集できなくなっている。シニア

教員の流動性は低下し、若手の採用機会が減っている。機械的削減でなく、人事の流動性と若手の

採用機会を増やすような教員人件費の運用が求められる。 

・若手研究者のキャリアパスを拡大するために、新たな取り組みを創設していく必要がある。たと

えば、企業等から、大学と企業等とのクロスアポイントメント教員の雇用費・研究費を拠出しても

らい、それを原資としてそうした若手研究者（テニュアトラック、5 年で審査）を募集し、運営す

るような事業である。 

 

２．その他の活動（平成２７年度） 

平成２７年度に以下の活動を行った。平成２５年度、２６年度の活動は「芝浦工業大学 男女共

同参画推進室 平成２５年度 活動報告書」１０６～１０９頁、同「平成２６年度 活動報告書」

５９～６２頁に報告した。 

２．１学術雑誌への発表 

 國井秀子、内藤和美、中野美由紀：芝浦工業大学女子学生意識調査の結果より．工学教育．６３－ 

３、２０１５、１０４－１０７頁 

  

 

 

２．２他機関主催事業への協力、参加（表12） 

表 12 女性研究者育成・支援グループメンバー 他機関主催事業への協力、参加（２７年度） 1／３ 

 
開 催 日  4 月 12 日（日） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  理工系における女性研究者・技術者の活躍に向けて 

事 業 名   

主 催 者  芝浦工業大学 MOT 同窓会 

 

 

開 催 日  5 月 15 日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  第 17 回女性の活躍舞台づくり委員会 

主 催 者  一般社団法人日本 MOT 振興協会 

 

開 催 日  6 月 2日（火）  

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長  

参 加 内 容 講演  

題 名  社会の変化と女性の活躍推進  

事 業 名  女性の活躍加速化シンポジウム  

主 催 者  山口大学  

 

開 催 日  6 月 4日（木） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  グローバル化時代における女性のエンパワーメント 

事 業 名  MOT トップセミナー 

主 催 者  芝浦工業大学大学院工学マネジメント研究科 

 
開 催 日  7 月 28 日（火） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室 

参 加 内 容 講演 

題 名  グローバル化時代における女性のエンパワーメントとグローバルリーダーの育成 

事 業 名  研究会 

主 催 者  日本の明日を考える女子学生フォーラム 

 
開 催 日  8 月 7日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室 

参 加 内 容 参加 

題 名  女性技術者育成功労賞表彰式 

事 業 名  ダイバーシティ推進委員会 

主 催 者  一般社団法人技術同友会 

 

 

 

 

 

開 催 日  4 月 25 日（土） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  Gender Bias and Measures in the Japanese Industry with my career trajectory 

事 業 名  International Leadership Conference 

主 催 者  IEEE/WIE 
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表 12 女性研究者育成・支援グループメンバー 他機関主催事業への協力、参加（２７年度） ２／３ 

 
開 催 日  8 月 26 日（水） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  Gender Summit 2015 

主 催 者  GenderSummit6 

 

開 催 日  9 月 5日（土） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  ダイバーシティとポジティブアクション 

事 業 名  実践エグゼクティブスクール 2015 

主 催 者  一般社団法人日本 MOT 振興協会 

 

開 催 日  9 月 25 日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  ジェンダーと政治分科会 

主 催 者  日本学術会議 

 

開 催 日  9 月 28 日（月） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  女性活躍推進の実践-大学と企業 

事 業 名  研究会 

主 催 者  JAICOWS(女性科学研究者の環境改善に関する懇談会) 

 

開 催 日  11 月 19 日（木） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  第 2回評議会 

主 催 者  国連ウィメン日本協会 

 

 

 

 

開 催 日  12 月 14 日（月） 

参 加 者  内藤和美教授 

参 加 内 容 参加 

題 名  「科学技術人材育成 これまでの 10 年、これからの 10 年―人材育成について多様な立場から考える」

―若手や女性がさらに輝くために、産学官でなすべきことは何か― 

事 業 名  平成 27 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業シンポジウム  

主 催 者  文部科学省 

開 催 日  1 月 9日（土） 

参 加 者  村上雅人学長 

参 加 内 容 パネリスト 

題   名  女性リーダーが職場を変える 女性が活躍できる環境とは？ 

事 業 名  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」平

成 27 年度シンポジウム 

主 催 者  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」 

お茶の水女子大学／芝浦工業大学／物質・材料研究機構 

 

 

表 12 女性研究者育成・支援グループメンバー 他機関主催事業への協力、参加（２７年度） ３／３ 

 

開 催 日  1 月 9日（土） 

参 加 者  米田隆志副学長・教育イノベーション推進センター、國井秀子男女共同参画推進室長、内藤和美教授 

参 加 内 容 参加 

題   名  女性リーダーが職場を変える 女性が活躍できる環境とは？ 

事 業 名  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」平

成 27 年度シンポジウム 

主 催 者  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」 

お茶の水女子大学／芝浦工業大学／物質・材料研究機構 

  

開 催 日  1 月 22 日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  イノベーションと変革のリーダーシップ 

事 業 名  平成 27 年度教職員等中央研修 第 4回副校長・教頭等研修 

主 催 者  独立行政法人教員研修センター 

 

開 催 日  1 月 27 日（水） 

参 加 者  村上雅人学長 

参 加 内 容 パネリスト 

題 名  意識を変える！風土が変わる！新たな時代の女性活躍 

事 業 名  平成 27 年度東京都女性活躍推進大賞贈呈式 

主 催 者  東京都 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日  1 月 27 日（水） 

参 加 者  内藤和美教授 

参 加 内 容 参加 

題   名  意識を変える！風土が変わる！新たな時代の女性活躍 

事 業 名  平成 27 年度東京都女性活躍推進大賞贈呈式 

主 催 者  東京都 

開 催 日  2 月 24 日（水） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題   名  イノベーションと女性活躍推進 

事 業 名  コンプライアンスセミナー 

主 催 者  中部電力株式会社 
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表 12 女性研究者育成・支援グループメンバー 他機関主催事業への協力、参加（２７年度） ２／３ 

 
開 催 日  8 月 26 日（水） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  Gender Summit 2015 

主 催 者  GenderSummit6 

 

開 催 日  9 月 5日（土） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  ダイバーシティとポジティブアクション 

事 業 名  実践エグゼクティブスクール 2015 

主 催 者  一般社団法人日本 MOT 振興協会 

 

開 催 日  9 月 25 日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  ジェンダーと政治分科会 

主 催 者  日本学術会議 

 

開 催 日  9 月 28 日（月） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  女性活躍推進の実践-大学と企業 

事 業 名  研究会 

主 催 者  JAICOWS(女性科学研究者の環境改善に関する懇談会) 

 

開 催 日  11 月 19 日（木） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 参加 

題 名   

事 業 名  第 2回評議会 

主 催 者  国連ウィメン日本協会 

 

 

 

 

開 催 日  12 月 14 日（月） 

参 加 者  内藤和美教授 

参 加 内 容 参加 

題 名  「科学技術人材育成 これまでの 10 年、これからの 10 年―人材育成について多様な立場から考える」

―若手や女性がさらに輝くために、産学官でなすべきことは何か― 

事 業 名  平成 27 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業シンポジウム  

主 催 者  文部科学省 

開 催 日  1 月 9日（土） 

参 加 者  村上雅人学長 

参 加 内 容 パネリスト 

題   名  女性リーダーが職場を変える 女性が活躍できる環境とは？ 

事 業 名  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」平

成 27 年度シンポジウム 

主 催 者  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」 

お茶の水女子大学／芝浦工業大学／物質・材料研究機構 

 

 

表 12 女性研究者育成・支援グループメンバー 他機関主催事業への協力、参加（２７年度） ３／３ 

 

開 催 日  1 月 9日（土） 

参 加 者  米田隆志副学長・教育イノベーション推進センター、國井秀子男女共同参画推進室長、内藤和美教授 

参 加 内 容 参加 

題   名  女性リーダーが職場を変える 女性が活躍できる環境とは？ 

事 業 名  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」平

成 27 年度シンポジウム 

主 催 者  平成 26～28 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」 

お茶の水女子大学／芝浦工業大学／物質・材料研究機構 

  

開 催 日  1 月 22 日（金） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題 名  イノベーションと変革のリーダーシップ 

事 業 名  平成 27 年度教職員等中央研修 第 4回副校長・教頭等研修 

主 催 者  独立行政法人教員研修センター 

 

開 催 日  1 月 27 日（水） 

参 加 者  村上雅人学長 

参 加 内 容 パネリスト 

題 名  意識を変える！風土が変わる！新たな時代の女性活躍 

事 業 名  平成 27 年度東京都女性活躍推進大賞贈呈式 

主 催 者  東京都 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 日  1 月 27 日（水） 

参 加 者  内藤和美教授 

参 加 内 容 参加 

題   名  意識を変える！風土が変わる！新たな時代の女性活躍 

事 業 名  平成 27 年度東京都女性活躍推進大賞贈呈式 

主 催 者  東京都 

開 催 日  2 月 24 日（水） 

参 加 者  國井秀子男女共同参画推進室長 

参 加 内 容 講演 

題   名  イノベーションと女性活躍推進 

事 業 名  コンプライアンスセミナー 

主 催 者  中部電力株式会社 
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Ⅳ 大学予算による活動（文部科学省人材育成費補助金によらない活動） 

  



 

 

 

 

Ⅳ 大学予算による活動（文部科学省人材育成費補助金によらない活動） 

  



 

 

１．学生の活動の支援 

１．１ 女子学生意識調査・男子学生意識調査の実施 

 男女共同参画意識をもち、卒業後も多様性を尊重し、多様性を生かして活躍できる技術者・研究

者を育成輩出する理工系大学となるための取組みの基礎資料を得るため、平成２５年度に学部・大

学院の全女子在学生を対象に「芝浦工業大学女子学生意識調査」を、平成２６年度に学部・大学院

の全男子在学生を対象に「芝浦工業大学男子学生意識調査」を実施した。調査とその結果を、「芝

浦工業大学 男女共同参画推進室 平成２５年度 活動報告書」９７～１０５頁、同「平成２６年

度 活動報告書」７８～８９頁）に報告した。 

 

１． ２ 学生による女性卒業生ロールモデルインタビューの実施 

女性が少ない本学で、女子学生にロールモデルとしっかり出会う機会を、また、男子学生には職

場や家庭、そして社会を共につくっていく女性の経験を深く知る機会を提供するために、平成２７

年度より、「学生による女性卒業生ロールモデルインタビュー」を開始した。平成２７年度は、定

例実施化のためのモデルケースをつくることを期し、ラジオ番組の作成放送を行っている学生サー

クル「ＦＭ放送技術研究会（ＦМ芝屋）」にインタビューの実施を、卒業生である工学部通信工学

科宮田純子助教にインタビュー対象を依頼した。平成２７年１０月に実施されたインタビューの結

果は、学生によって次のようにまとめられた 

******************** 

 

男女共同参画推進事業新企画!! 

女性の工学生の未来予想図を描く架け橋 

男女共同参画推進事業×ＦＭ芝屋 presents 

 

女子学生ロールモデルインタビュー 

 

実際に芝浦工業大学を卒業し、社会で活躍している女性の先輩に対して、我々学生が就職活動や

仕事、将来、ライフコースについて不安に思っていることを伺う機会を作り、女子学生特有の仕事

を含めた人生全体のキャリアイメージを描く参考となる情報を広く共有できるように発信するこ

の企画。今回は、情報通信工学の分野ではとても珍しいこの方、芝浦工業大学通信工学科情報通信

網研究室の宮田純子助教にロールモデルインタビューを行った。舞浜方面の夢の国色に染まる研究

室の主は、いったいどのような女性なのか、普段の授業では出来ない質問をさせていただいた。 

 

インタビューのお相手 

―宮田純子（みやた・すみこ）― 

山形出身で芝浦工業大学電子工学科出身。 

2015 年に芝浦工業大学工学部通信工学科の助教に着任 

トラヒック理論などネットワークの通信網の研究に携っている。 

 

 

 

 

 

インタビュアー 

―河村あかね（かわむら・あかね）― 

システム理工学部 生命科学科 ３年 

FM 芝屋 アナウンサー（当時） 

撮影・編集スタッフ 

工藤郁人 工学部 通信工学科 ３年／FM 芝屋 代表（当時） 

藤江亮太 工学部 通信工学科 ３年／FM 芝屋 ディレクター（当時） 

 

―――本日は女子学生ロールモデルインタビュー第一回目ということで、工学部通信工学科の宮田

助教にお越し頂きました。本日はよろしくお願いします。 

宮田純子先生（以下宮田） よろしくお願いいたします。 

 

仕事について 

―――なぜ研究者になろうと思ったのか？ 

宮田 （学生時代は）もともとは研究者ではなくて、システムエンジニアにすごく興味がありまし

た。最初は就職するつもりで、三年生の時にはインターンシップも行きましたし、企業説明

会にも行ったりしてたのですが、たまたま三年生の時に受けた授業、先生の内容がすごく興

味深かったのです。その先生の研究室に遊びに行っているうちに、三年生の時から少し研究

をするきっかけ（課題）を先生からいただいて、その流れで研究が少し楽しいなぁっと思い

大学院に進学しました。さらに、そのまま大学院で研究しているうちに研究って楽しいなぁ

と思って研究者になろうかなという気持ちに変わっていったので(笑)、具体的には大学院の

時に研究者になりたいなと思いました。 

―――大学院は学外進学だそうですね 

宮田 学部は芝浦工業大学で、先ほどお話しした先生にいろいろ学んだのですが、その先生の研究

室は電子工学科の中でもどちらかというと情報寄りの研究室でした。その後、三年生、四年

生でやっていた研究の中で情報寄りの研究をより詳しくするためには先生から、東京工業大

学の先生の所に行くと詳しく研究できるよってお話を聞いて、東京工業大学に進学しました。 

―――学外進学で苦労したことやよかったことは？ 

宮田 芝浦工業大学にそのまま進学する場合には推薦制度だったり、様々な制度があります。しか

し、学外の場合は受けている授業も学部とは全く違ったり、教科書も違ったりするので、そ

のあたりを東京工業大学の研究室の先輩に聞きに行ったり、勉強の面も少し大変でした。あ

とは入ってからもやはり、大学によって雰囲気もまたちょっと違うので、そういう意味では

色々いい意味でも刺激を受けることもできたのですが、最初にやっぱり戸惑ったところも

多々ありました。 

―――芝浦工業大学と東京工業大学の違いは？ 

宮田 どちらも理系の単科大学なので、男女比率も大体一緒ですし、雰囲気も実はそんなに変わら

ないんじゃないかと思います(笑)ただ芝浦工業大学のほうが愛着がありますね。 

―――愛着がある芝浦に戻ってきた？ 

宮田 学部時代に過ごした大学っていうのは自分の中でも色々転機があったり、いい思い出とかも

たくさんある場所ですので、そこで教員として働くことができるっていうことは凄く嬉しい
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事だなぁって思って戻ってきました。 

―――研究者になるにあたり、結婚、出産など福利厚生はどれくらい考えましたか？ 

宮田 実は大学院の博士課程の時に結婚はすでにしていました。ただ大学院の博士課程に進学する

時点ではまだ結婚のことは考えてなかったので、『もしかしたら将来結婚できないかもしれ

ないな』っていう不安もありました。その時は若かったってこともあるんですけど(笑)、そ

の時の研究をもっともっと続けたいという気持ちのほうが強くて、どんどん突き進んでいっ

たように感じます。 

―――先のことを考えずに研究をしていた？ 

宮田 そうですね(笑)。その時は研究のことを中心に考えていたように感じます。 

―――工学系分野の女性の少なさの中でやりやすかったこと、やりにくかったことは？ 

宮田 いい意味も悪い意味も含めてなんですけど、例えば学会に行くと、ほとんど女性の研究者は

少ないので、そうすると私は覚えていなくても向こうの研究者の方が覚えていてくださるっ

てことが多いのです(笑)。ちょっとでもお話しすると『ああ、覚えなきゃ』って思ってもな

かなか覚えきれないっていうことはありますね。でも逆に覚えてもらえる良いチャンスを貰

っているので、そういう意味ではいいかなと思います。 

―――仕事や研究をやめようと思ったことはありますか？ 

宮田 まだ芝浦工業大学に来たばっかりなので仕事はやめたいと思ったことはないですし、研究に

関しても、研究ってやはりコツコツと毎日しないとなかなか進まないところもありますが、

コツコツやっていけば着実に成果が出るのが研究ですので、今までも『絶対にやめたい！』

って思うことは無かったですね。そういう意味では女性向きかなと思います。コツコツでき

るので！ 

―――講義をしていてうれしいと感じる事は？ 

宮田 私の講義の時には、学生さんの生の声を毎回聞きたいなと思っていて、毎回アンケート用紙

コメント用紙というのを書いてもらって回収しているんです。それを次の授業で授業が半分

終わったころで発表しているのですが、いろんな学生さんの生の声で『授業が分かりやすか

った』とか『ここの部分すごく興味持った！』っていうのを書いてくれるとすごくうれしい

なと思います。 

―――研究者でよかったことは？ 

宮田 研究ってこれから無いものを作ったりだとか、新しいものを作る最先端の場所、職業だと思

うんですね。そういう意味では常にこれまでに無いものをどういう風に作っていこうかとか、

どういう世界になっていくのかっていうのを常に考えることができるのですごくいいなと

感じます。あとは研究をしていると学会で海外に発表しに行くことも多々あるので、海外の

研究者との交流であったり外国人の考え方っていうのを生で実感したりできる機会もたく

さんあるので研究者で良かったと思います。 

 

学生時代について 

―――理系に進学した理由は？ 

宮田 私には理系工学部の兄が 1人いて、その姿を一番身近に見ていたので、理系というが分野が

自分の中で身近に感じられましたし、数学、理科が高校時代に好きだったので理系に進みま

した。 

 

 

―――その中でも芝浦工業大学に入学したのはなぜですか？ 

宮田 芝浦工業大学は地方受験があったので、地方出身の人でも受験しやすいですし、東京に出て

みたいということありましたし、いろんな学科があり就職も良いと聞いていたので芝浦工業

大学がいいかなと思い入学しました。 

―――学生時代で一番楽しかったことは？ 

宮田 サークル、勉強、研究…色々しましたけど、大学時代はいろんな人に出会えたり、経験出来

たり、考えることが出来る一番良い時期だと思うのですね。その大学学部時代の中で自分が

たくさん考えたことは後の人生に良い影響を及ぼすと感じていますので、そういう意味でも

良い経験が出来たのが良い思い出ですね。 

―――当時、一番苦労したことは？ 

宮田 大学四年間は長いように感じますが、日々のことを淡々とこなしていると意外と時間がたつ

のが早いですよね。にもかかわらず、大学卒業する時には就職など将来のこともしっかり考

えないといけないすごく重要な時期だと思うんですよね。その時期に備えて進路進学も含め

就職活動をどうするかとか、研究室をどうするかなどいろんな選択に常に迫れているのが大

学生じゃないかなと思います。そういう時に自分でどういう風に行動していくのか日々考え

ていくのが楽しくもありますが、いろいろ大変だったなと振り返ってみると思います。 

―――学生時代、女子学生が少なくて苦労しましたか？ 

宮田 当時の電子工学科は 140 人くらいのうち女子学生が私を含めて 2 人しかいませんでした

(笑) 。もう一人の女子学生は私と気が合う女の子だったので、それは凄くよかったのです

が、二人しかいないと話をするにしても何をするにしても『二人しかいないからね～』とい

うようになってしまうことが多くて(笑)そこは少し大変でした。 

―――芝浦工業大学は強い女性が多い中、学生時代はどんな学生でしたか？ 

宮田 私ともう一人の学科の女の子はそんなにガツガツしている方では無かったので、どちらかと

いうといつものんびり過ごしていたように感じます(笑) 

―――芝浦工業大学の女子学生の“ここが強い”と思うことは 

宮田 どの学科も女子学生が少なく、その環境で日々頑張っているので、ここぞという時にすごく

頑張れる子が多いと思います。あと、講義の時でも前の席で受講している女子学生が多いの

で、コツコツ勉強ができる子が多いと思います。 

―――学生時代の友人とは今でも連絡取り合う？ 

宮田 同じ研究室だった学生さんとは今でも連絡取りますし、同じ学科の女の子とも、他学科の女

子学生の友人とも連絡は取り合っています。 

―――学生時代の友人は男子学生と女子学生どっちが多い？ 

宮田 研究室の友達は男子学生が多いですが、女子学生は他学科の友達が多かったのでどちらも作

れたと思います。 

 

ふだんの生活について 

―――得意料理はありますか？ 

宮田 特に得意っていうものはないですね(笑)日々、食べられるものを作っています。普通の料理

です！ 

―――和食ですか？洋食ですか？ 
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いうといつものんびり過ごしていたように感じます(笑) 

―――芝浦工業大学の女子学生の“ここが強い”と思うことは 

宮田 どの学科も女子学生が少なく、その環境で日々頑張っているので、ここぞという時にすごく

頑張れる子が多いと思います。あと、講義の時でも前の席で受講している女子学生が多いの

で、コツコツ勉強ができる子が多いと思います。 

―――学生時代の友人とは今でも連絡取り合う？ 

宮田 同じ研究室だった学生さんとは今でも連絡取りますし、同じ学科の女の子とも、他学科の女

子学生の友人とも連絡は取り合っています。 

―――学生時代の友人は男子学生と女子学生どっちが多い？ 

宮田 研究室の友達は男子学生が多いですが、女子学生は他学科の友達が多かったのでどちらも作

れたと思います。 

 

ふだんの生活について 

―――得意料理はありますか？ 

宮田 特に得意っていうものはないですね(笑)日々、食べられるものを作っています。普通の料理

です！ 

―――和食ですか？洋食ですか？ 
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宮田 和食が多いですね。 

―――休みの日は何をしていますか？ 

宮田 天気がいい日は、今、住んでいるところの周りにカフェがいくつかあるので、カフェ巡りを

したりだとか、私はディズニーが好きなので、ディズニーランドに遊びに行ったりだとか、

映画館に映画を見に行ったりしています。 

―――理系にいると男性寄りの行動、言葉遣いになりがちですよね。宮田先生はそんなことはない

ように思いますが、どうしてそれが維持できたのでしょうか？ 

宮田 自分の好きな服を着たり、好きなものをつけたり、そういうことが日々のストレス発散にな

っているのだと思います。 

―――美容のために気を付けていることは 

宮田 睡眠時間を確保できるように早く寝て早く起きることを実践しています。美容につながるか

は分かりませんが。 

―――どのような感じの学生だと嬉しいですか？ 

宮田 授業での中で行っているアンケートでいろいろ質問してくれる学生さんはいいなと思いま

す。あと、説明をしているときに私の顔を見てうなずいていると、授業の内容を理解してい

るのだなと思ってうれしくなりますね。 

―――ヒールのある靴で授業するのは辛いですか？ 

宮田 いつも履いているので辛いと思ったことはないですね。それよりも黒板を一番下まで下げて

も上のほうが高いなと思うので、そういう意味ではヒールを履いていると上のほうから板書

ができるのでいいと思います。 

―――お酒はお好きですか？ 

宮田 お酒は実はすごく弱いです。でも、お酒の席で皆さんとお話しすることは好きなので、 

飲み会や懇親会でいろいろお酒の場で話すのは好きですね。 

―――趣味は？ 

宮田 可愛いものを集めることが好きで、身近にかわいいもの置くというのにすごく幸せを感じま

す。研究室にもぬいぐるみを置いて癒しの場所を作っています。 

―――好きなブランドはありますか？ 

宮田 このブランドがいいと思うものはないですね。かわいらしいものを出しているのであれば何

でもいいですね。 

 

人生の転機について 

―――人生の分岐点はいつですが、その時何を重視しましたか？ 

宮田 一つにはなかなか決められないですが、大きい分岐点だと大学院に進学するかどうか、博士

課程に進むかどうか、就職はどうするか、教員になるか企業の研究者になるかどうか、その

辺りが人生の分岐点でした。その時に重視したことは、さまざま分野の方、年代の方に『自

分の時はこうだった』などのいろいろお話を聞いて、自分の中で分岐点に対してどうすべき

か、何を重要視すべきなのかということを一つ一つ納得した上で決めたということが大事だ

ったと思います。 

―――アドバイスを得る機会はどのようにして作りましたか？ 

宮田 就職活動の時にあったリクルーターの方に紹介してもらったり、知り合いの繋がりで紹介し

 

 

てもらったり、周りに『私は今、分岐点で悩んでいます！』というと、すぐ近くにはいない

かもしれませんが、その知り合いとかでいいアドバイスを貰えることもあるので、自分から

発信していって出会いの場を作るのが良いと思います。 

―――大学院進学はした方が良いですか？ 

宮田 やはり自分が進学してみて思うことは、大学院に進学すると詳しく勉強も研究もできます。

そして、学生生活が 2年間長くなってしまいますが、その分成長できることは、学部四年間

に比べてかなり大きいと思います。学業は積み重ねですので、学部時代に積み重ねてきた専

門的な知識をどのように使うかを専門的に出来るので、自分の成長に繋がるので大学院進学

してよかったなと思います。 

―――人生は予定通りですか？ 

宮田 予定通りではないかもしれないですね(笑)私は学部で卒業して、企業に勤めて、そのまま結

婚して、子どもができたら退職して…そういう風なものを想像していたので、今は全く違う

人生になっているんですね。でも、それは分岐点の所で自分の中で納得した上で決めたもの

ですので、特に『こんな人生では無かった…』っていう風に思うことは無いですね。満足し

ている結果だと思います。 

―――今は幸せですか？ 

宮田 そうですね！(笑)今は自分の母校である芝浦工業大学に戻ってこられましたし、自分が納得

する形で研究者という道も歩めてきたのですごくいい人生を歩めていると思います。 

―――今以上の幸せは？ 

宮田 芝浦工大にきてどんどん月日が経っていく中で、芝浦工業大学の学生さんをより成長させて

いくことが出来る教員になることが今以上の幸せなことですね。 

―――これからの将来設計を教えてください 

宮田 私は教員としてはまだまだ新米ですので、どんな学生からも信頼されるような教員になって

いきたいですね。あと、女性の教員も研究者もまだまだ少ないので、そういう道もあるんだ

よっていうことを示すことが出来るような人になりたいなと思います。 

―――最近、理系女子が注目されていますが、それについてどう思いますか 

宮田 理系に進む女子そのものが少ないということがすごくもったいない事だと思います。女子は

コツコツ毎日勉強できる力があったりだとか、ここぞという時に頑張れたりだとか、良い面

もすごくあって、理系として向いている部分も多く持っていると思います。ですので、様々

な場を通して『私でも進めるのかな』と思える子が少しでも増えるようサポートしていきた

いですね。 

―――芝浦工業大学の男子学生、女子学生に一言お願いします！ 

宮田 大学時代は、様々なことにチャレンジできる貴重な時期だと思いますので、是非様々なこと

にチャレンジして頑張ってください！ 

―――ありがとうございました。 

宮田 ありがとうございました。 

 

********* 
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宮田 和食が多いですね。 

―――休みの日は何をしていますか？ 

宮田 天気がいい日は、今、住んでいるところの周りにカフェがいくつかあるので、カフェ巡りを

したりだとか、私はディズニーが好きなので、ディズニーランドに遊びに行ったりだとか、

映画館に映画を見に行ったりしています。 

―――理系にいると男性寄りの行動、言葉遣いになりがちですよね。宮田先生はそんなことはない

ように思いますが、どうしてそれが維持できたのでしょうか？ 

宮田 自分の好きな服を着たり、好きなものをつけたり、そういうことが日々のストレス発散にな

っているのだと思います。 

―――美容のために気を付けていることは 

宮田 睡眠時間を確保できるように早く寝て早く起きることを実践しています。美容につながるか

は分かりませんが。 

―――どのような感じの学生だと嬉しいですか？ 

宮田 授業での中で行っているアンケートでいろいろ質問してくれる学生さんはいいなと思いま

す。あと、説明をしているときに私の顔を見てうなずいていると、授業の内容を理解してい

るのだなと思ってうれしくなりますね。 

―――ヒールのある靴で授業するのは辛いですか？ 

宮田 いつも履いているので辛いと思ったことはないですね。それよりも黒板を一番下まで下げて

も上のほうが高いなと思うので、そういう意味ではヒールを履いていると上のほうから板書

ができるのでいいと思います。 

―――お酒はお好きですか？ 

宮田 お酒は実はすごく弱いです。でも、お酒の席で皆さんとお話しすることは好きなので、 

飲み会や懇親会でいろいろお酒の場で話すのは好きですね。 

―――趣味は？ 

宮田 可愛いものを集めることが好きで、身近にかわいいもの置くというのにすごく幸せを感じま

す。研究室にもぬいぐるみを置いて癒しの場所を作っています。 

―――好きなブランドはありますか？ 

宮田 このブランドがいいと思うものはないですね。かわいらしいものを出しているのであれば何

でもいいですね。 

 

人生の転機について 

―――人生の分岐点はいつですが、その時何を重視しましたか？ 

宮田 一つにはなかなか決められないですが、大きい分岐点だと大学院に進学するかどうか、博士

課程に進むかどうか、就職はどうするか、教員になるか企業の研究者になるかどうか、その

辺りが人生の分岐点でした。その時に重視したことは、さまざま分野の方、年代の方に『自

分の時はこうだった』などのいろいろお話を聞いて、自分の中で分岐点に対してどうすべき

か、何を重要視すべきなのかということを一つ一つ納得した上で決めたということが大事だ

ったと思います。 

―――アドバイスを得る機会はどのようにして作りましたか？ 

宮田 就職活動の時にあったリクルーターの方に紹介してもらったり、知り合いの繋がりで紹介し

 

 

てもらったり、周りに『私は今、分岐点で悩んでいます！』というと、すぐ近くにはいない

かもしれませんが、その知り合いとかでいいアドバイスを貰えることもあるので、自分から

発信していって出会いの場を作るのが良いと思います。 

―――大学院進学はした方が良いですか？ 

宮田 やはり自分が進学してみて思うことは、大学院に進学すると詳しく勉強も研究もできます。

そして、学生生活が 2年間長くなってしまいますが、その分成長できることは、学部四年間

に比べてかなり大きいと思います。学業は積み重ねですので、学部時代に積み重ねてきた専

門的な知識をどのように使うかを専門的に出来るので、自分の成長に繋がるので大学院進学

してよかったなと思います。 

―――人生は予定通りですか？ 

宮田 予定通りではないかもしれないですね(笑)私は学部で卒業して、企業に勤めて、そのまま結

婚して、子どもができたら退職して…そういう風なものを想像していたので、今は全く違う

人生になっているんですね。でも、それは分岐点の所で自分の中で納得した上で決めたもの

ですので、特に『こんな人生では無かった…』っていう風に思うことは無いですね。満足し

ている結果だと思います。 

―――今は幸せですか？ 

宮田 そうですね！(笑)今は自分の母校である芝浦工業大学に戻ってこられましたし、自分が納得

する形で研究者という道も歩めてきたのですごくいい人生を歩めていると思います。 

―――今以上の幸せは？ 

宮田 芝浦工大にきてどんどん月日が経っていく中で、芝浦工業大学の学生さんをより成長させて

いくことが出来る教員になることが今以上の幸せなことですね。 

―――これからの将来設計を教えてください 

宮田 私は教員としてはまだまだ新米ですので、どんな学生からも信頼されるような教員になって

いきたいですね。あと、女性の教員も研究者もまだまだ少ないので、そういう道もあるんだ

よっていうことを示すことが出来るような人になりたいなと思います。 

―――最近、理系女子が注目されていますが、それについてどう思いますか 

宮田 理系に進む女子そのものが少ないということがすごくもったいない事だと思います。女子は

コツコツ毎日勉強できる力があったりだとか、ここぞという時に頑張れたりだとか、良い面

もすごくあって、理系として向いている部分も多く持っていると思います。ですので、様々

な場を通して『私でも進めるのかな』と思える子が少しでも増えるようサポートしていきた

いですね。 

―――芝浦工業大学の男子学生、女子学生に一言お願いします！ 

宮田 大学時代は、様々なことにチャレンジできる貴重な時期だと思いますので、是非様々なこと

にチャレンジして頑張ってください！ 

―――ありがとうございました。 

宮田 ありがとうございました。 
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インタビューを終えて 

システム理工学部 生命科学科 ３年 河村あかね 

 

今回、女子学生ロールモデルインタビューをさせていただき光栄でした。私自身、理系に進んだ

ことで就職(進学)・結婚といった不安を理系の先輩に伺う機会がなく、今回思い切った質問に答え

てくださったのでとても参考になりました。従来の大人が大人へ行う質問ではなく、女子学生とし

て等身大の質問を FM 放送技術研究会所属の女子学生全員で考えました。将来に不安を感じている

女子学生だけでなく、男子学生にも興味を持ってもらえるような内容になったと思っております。

快く質問を受けてくださった宮田先生、協力してくださったすべての方へ、この場を借りて御礼申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
インタビューを受ける宮田純子助教とインタビュアー河村あかねさん 

 

 

１． ３ 女子学生就職セミナー 

これから就職活動を始める女子学生（学部１～３年、修士１年生）を主対象に、職場の一線で活

躍する女性卒業生の話を聞き、キャリア形成・就職先選択などについて考える契機とするため、平

成２６年度より、「女子学生就職セミナー」を開始した（平成２６年度：２７年２月２５日、２７

年度：２８年）。３名の女性卒業生によるパネル・ディスカッションと質問交流会から成る２６年

度のセミナーは以下の通り実施された。 

 

標 題：平成２７年度女子学生就職セミナー 

日 時：平成２７年２月２５日（水） １６：３０～１８：００ 

場 所：豊洲キャンパス教室棟４０３教室 

内 容：第一部 ＯＧパネルディスカッション（４５分程度） 

第二部 座談会 ワールドカフェ形式（４５分程度） 

パネリスト：日産自動車・技術開発部門リーダー（１９９３年通信工学科卒） 

NTT データ・ソリューション営業主任（２０１１年情報工学科・院卒） 

芝浦工業大学 産学官連携推進課 木村さん（２００２年材料工学専攻卒） 

参加者：２４名（学部 3 年生：２３名 修士 1 年：１名） 

学科内訳：機械機能工学科 １、応用化学科５、通信工学科２、電子工学科 ２、 

情報工学科 ２、生命科学科４、機械制御システム学科 ３、数理科学科２、  

数理科学科 ２、電気電子情報工学専攻 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要： 

質問交流会では８名の学生が１人の OG を囲む形でスムーズに座談会を行うことができ、人数的

にはちょうど良い規模で実施できた。女性ならではの企業選びの視点や、入社前後のギャップなど、

先輩たちから生の声をきいて、参加した学生にとっても良い刺激のあるセミナーになったのではな

いかと思われる。参加者満足度も概ね良好。パネラーの方々からも「通常の採用活動ではなかなか

会えない理系女子学生に自社のことを知ってもらう機会にもなり、有意義だった」といった声が聞

かれた。 

 

 

84



 

 

インタビューを終えて 

システム理工学部 生命科学科 ３年 河村あかね 

 

今回、女子学生ロールモデルインタビューをさせていただき光栄でした。私自身、理系に進んだ

ことで就職(進学)・結婚といった不安を理系の先輩に伺う機会がなく、今回思い切った質問に答え

てくださったのでとても参考になりました。従来の大人が大人へ行う質問ではなく、女子学生とし

て等身大の質問を FM 放送技術研究会所属の女子学生全員で考えました。将来に不安を感じている

女子学生だけでなく、男子学生にも興味を持ってもらえるような内容になったと思っております。

快く質問を受けてくださった宮田先生、協力してくださったすべての方へ、この場を借りて御礼申

し上げます。 
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１． ３ 女子学生就職セミナー 

これから就職活動を始める女子学生（学部１～３年、修士１年生）を主対象に、職場の一線で活

躍する女性卒業生の話を聞き、キャリア形成・就職先選択などについて考える契機とするため、平

成２６年度より、「女子学生就職セミナー」を開始した（平成２６年度：２７年２月２５日、２７

年度：２８年）。３名の女性卒業生によるパネル・ディスカッションと質問交流会から成る２６年

度のセミナーは以下の通り実施された。 

 

標 題：平成２７年度女子学生就職セミナー 

日 時：平成２７年２月２５日（水） １６：３０～１８：００ 

場 所：豊洲キャンパス教室棟４０３教室 

内 容：第一部 ＯＧパネルディスカッション（４５分程度） 

第二部 座談会 ワールドカフェ形式（４５分程度） 

パネリスト：日産自動車・技術開発部門リーダー（１９９３年通信工学科卒） 

NTT データ・ソリューション営業主任（２０１１年情報工学科・院卒） 

芝浦工業大学 産学官連携推進課 木村さん（２００２年材料工学専攻卒） 

参加者：２４名（学部 3 年生：２３名 修士 1 年：１名） 

学科内訳：機械機能工学科 １、応用化学科５、通信工学科２、電子工学科 ２、 

情報工学科 ２、生命科学科４、機械制御システム学科 ３、数理科学科２、  

数理科学科 ２、電気電子情報工学専攻 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要： 

質問交流会では８名の学生が１人の OG を囲む形でスムーズに座談会を行うことができ、人数的

にはちょうど良い規模で実施できた。女性ならではの企業選びの視点や、入社前後のギャップなど、

先輩たちから生の声をきいて、参加した学生にとっても良い刺激のあるセミナーになったのではな

いかと思われる。参加者満足度も概ね良好。パネラーの方々からも「通常の採用活動ではなかなか

会えない理系女子学生に自社のことを知ってもらう機会にもなり、有意義だった」といった声が聞

かれた。 
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参加者アンケート結果： 

問１．第 1部（ＯＧパネルディスカッション）について参考になりましたか？ 

大変参考になった 42%, 参考になった 41%, どちらともいえない 17% 

 

＊なぜそう感じましたか 

<大変参考になった> 

女性ならではのキャリアプランや就職活動の観点が知れたため。 

全く違う経緯の方々の女性の方のお話が聞けてよかった。またＯＧということで親近感もわいた。 

他の合同説明会では聞けない疑問点を実際に聞くことができたので。 

女性のエンジニアとしての働き方を知ることができた。 

女性視点からの意見などはなかなか聞けないので 

実際に働いている女性の話をきいて、今後のはたらき方のプランを作るきっかけになりました。 

普段、企業情報で知り得ない、生の声が聞けたと感じました。 

来て頂いた３名の方がそれぞれ違った分野・価値観の方だったので、就活をする上で色々な意見が 

あるのだと分かり、ためになった。 

仕事の選び方、就職活動で気をつけた点、女性が働く上でのメリット・デメリットなどを具体的に 

聞くことができた。 

<参考になった> 

女性ならではの育児休暇などの話が聞けたため。 

同じ質問に対する各業界の回答を聞くことができてよかった。 

実際に産休を取ったことがあるＯＧの方の話を聞けてよかったです。 

「生理休暇」など女性ならではの制度もあると知れたため。 

ワーク・ライフ・バランスなど心配だったことをきけたから。 

体のことや、家庭のことなど、聞きにくいことを自分から話してくださったので助かったため。 

いろんな経験をお持ちの方がいらっしゃいましたが、研究系の方のお話も聞いてみたかったです。 

就活などについてたくさんお話を聞くことができたので。 

女性のワークスタイルを具体的に聞けて良かったです。 

女性ならではのお話を説明会やセミナーではお聞きしないことを知れたのでとても良かったです。 

実際に働いている女性のリアルな話を聞けたので、会社の雰囲気や制度などかなり身近に感じられま

した。 

<どちらとも言えない> 

制度が整っている会社の人のお話はほかでも聞いたことがあるので、どちらともいえなかった。 

就活状況が自分と違うので、うまく意見に自己投影できなかった。 

生命系のＯＧさんの話が聞きたい（まだ卒業生が少ないのは分かりますが…）。 

最初からはいなくて、きちんときけなかったからです。 

 

 

 

 

 

 

 

問２．第２部（OG との座談会）について参考になりましたか。  

大変参考になった 54%, 参考になった 42%, どちらともいえない 4% 

 

＊なぜそう感じましたか 

<大変参考になった> 

企業の説明会に参加した時には聞きにくいお話も聞けたのでよかった。ＯＧであったので質問がしや

すかった。 

社内制度や生産後について生の声を聞くことができたから。 

パネルディスカッションで気になった点について突き詰められたので。 

ＯＧの方それぞれにより細かなことを聞くことができた。 

聞きたいことがダイレクトに聞けたので。 

少人数で同姓だったので、普段はききにくいことも聞けたので良かったです。 

企業・会社内の話だけでなく、ライフワークについて等聞けたこと。 

色々な視点からの質問があり参考になった。 

体のことや、家庭のことなど、聞きにくいことを自分から話してくださったので助かったため。 

就職してからの生活を考えて、就活をした方が良いと強く思いました。 

女性の立場から働くときの難しさややりがいを知れました。子育てとの両立の仕方なども聞けて良か

ったです。 

疑問や不安に思うことがたくさんあったのですが、質問することで、解消された疑問もあってよかっ

たです。 

女性にしか聞けない話もあって本当に参考になりました。 

今されている仕事や社内での様子など、直接聞くことができた。 

<参考になった> 

知っていることが多かったが、新しく知ることができたので。 

パネルディスカッションではきけなかった個人的な質問ができたため。 

パネルディスカッションではきけない質問ができたため。 

聞きたかったこと、また周りの人の質問も参考になったから。 

女性なりの心配事（妊娠・出産など）についてたくさんきけて良かった。 

大体自分が思っていたような回答だったので、「だよなー」程度の感想でした。 

質問が自由に出来たから。 

理系大学で学び、働いている女性にしか分からないようなお話をたくさん聞けたので。 

直接、お話を聞けてとても参考になりました。 

<どちらとも言えない> 

何をきけばいいかわからなかったからです。 

 

問 4．今後も女子学生就職セミナーのような企画があれば参加したいと思いますか。 

テーマによっては参加したい 75%, 参加したい 25% 
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理系大学で学び、働いている女性にしか分からないようなお話をたくさん聞けたので。 

直接、お話を聞けてとても参考になりました。 

<どちらとも言えない> 

何をきけばいいかわからなかったからです。 
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テーマによっては参加したい 75%, 参加したい 25% 
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１．４ 留学生と在学生との交流会・座談会の開催 

世界で活躍する技術者育成の活動として、本学女子学生と女子留学生との異文化交流の場を設け、

交流を通して、様々な国での女性技術者の現状・課題・将来などの理解を深めること、また、男子

学生の男女共同参画への理解を深めることを目的に、平成２７年度より、「男女共同参画について

考える 留学生との交流会・座談会」を開始した。平成２７年度の交流会・座談会は次の通り行わ

れた。 

 

標 題：平成２７年度 男女共同参画について考える 留学生との交流会・座談会 

日 時：平成２７年９月１２日（土） １２：３０～２０：００ 

場 所：豊洲キャンパス交流棟２階ラウンジ 

内 容：１２：００ 昼食（ハラル料理） 

１３：００～１５：００ 座談会”Female Engineer” 

１６：００～１７：００ すいか割り、浴衣の着付け 

    １７：００～２０：００ 豊洲水彩まつり参加 

企画・運営：学生団体 International Communication Project(ICP)、「女子サークル」 

共 催：男女共同参画推進室 

参加者：座談会 在学生９名（男子４名、女子５名） 

        留学生７名（ブラジル５名、マレーシア２名） 

    交流会 ３０名 

概 要： 

 座談会”Female Engineer”に間に合ったの留学生は全員男

性であった。２グループに分かれて日本、ブラジル、マレーシ

アそれぞれの国の、エンジニアリングと女性、女性エンジニア

について意見を交わした。ブラジルからの留学生より「このよ

うな議論を交わす機会は今までなかった。男性の自分たちが社

会における女性のキャリアの現状を振り返り、考え、問題を意

識することなしには社会は変わっていかないとあらためて考

えることができた」といった声が聞かれ、男子学生にとってよ

い認識機会となった。 

座談会後の交流会には、留学生６名（ブラジル 4名、マレー

シア 2名）が加わり、すいか割りを楽しんだ。さらに女子留学

生を加えて、図書館で浴衣について説明を受け、浴衣を着つけ

てもらい、約３０名で豊洲採水まつりへと繰り出した。 

男性を巻き込む、あるいはむしろ男性主体で男女共同参画を

語る意義を感じさせられた。一方、本イベントに限っては、女

子は在学生も留学生もほとんどが浴衣着付けからのみの参加

で、座談会への関心は薄いようであった。イベントの意義を保

ちながら広くの学生の関心を集める企画が求められる（図２５、

２６） 

 

図２５ 平成２７年度 男女共同参

画について考える 留学生との交流

会・座談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２６ 平成２７年度 男女共同参画について考える 留学生との交流会・懇談会
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１．４ 留学生と在学生との交流会・座談会の開催 

世界で活躍する技術者育成の活動として、本学女子学生と女子留学生との異文化交流の場を設け、
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識することなしには社会は変わっていかないとあらためて考

えることができた」といった声が聞かれ、男子学生にとってよ

い認識機会となった。 
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シア 2名）が加わり、すいか割りを楽しんだ。さらに女子留学

生を加えて、図書館で浴衣について説明を受け、浴衣を着つけ

てもらい、約３０名で豊洲採水まつりへと繰り出した。 

男性を巻き込む、あるいはむしろ男性主体で男女共同参画を

語る意義を感じさせられた。一方、本イベントに限っては、女
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２６） 

 

図２５ 平成２７年度 男女共同参

画について考える 留学生との交流

会・座談会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図２６ 平成２７年度 男女共同参画について考える 留学生との交流会・懇談会
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１．５ 資生堂・芝浦工業大学キャリアトークイベントの開催 

 平成２７年度に、工学部共通学群化学科目堀 顕子准教授が「第８回資生堂女性研究者サイエンス

グラント」を受賞した。これを契機に、株式会社資生堂および、日本ゼオン株式会社の協力のもと、

以下の通りキャリアトークイベントを開催した。 

 

標題 資生堂・芝浦工業大学キャリアトークイベント『だから理系は面白い』 

～資生堂女性研究者サイエンスグラント～ 

日時 平成２７年９月１９日（土）１３：００～１６：００ 

会場 大宮キャンパス 大学５号館２階イ･コ・バ 

プログラム                                

 

 

  

 

 

趣旨  

大学や研究機関、企業で研究・開発に従事している女性研究者に、研究という仕事の面白さや研究

生活、キャリアの転機とそれへの対し方、学生へのメッセージ等をリアルに語ってもらい、学生が、

自身の学修や進路選択、将来の見通し等をより具体的・意欲的に考える機会とする。 

 

参加者 

 登壇者 教職員 学生 一般 計 

人数（名）   9 12 27 8 56 

％ 16.1 21.4 48.2 14.3 100.0 

 

芝浦工業大学生参加者の内訳 

 機械 

工学科 

材料 

工学科 

応用 

化学科 

生命 

科学科 

デザイン 

工学科 

大学院 小計 

人数（名） １ １ 7 13 １ 3 27 

％ 3.7 3.7 25.9 48.1 3.7 14.8 100.0 

 

実施結果概要                                              

 はじめに、村上雅人学長が開会挨拶をされた。芝浦工業大学が男女共同参画推進に力を入れて取

り組組んでいること、女性人材が育ち・活躍できることは、多様な人材を大事に伸ばし、活かして

発展していける大学の目印であることを強調された。 

 

第１部：資生堂女性研究者サイエンスグラント講演会 

 ３名の女性研究者が研究内容と研究生活について講演された。 

まず、第８回サイエンスグラント受賞者である工学部堀 顕子准教授が、「分子の集団を操作する結

晶工学の魅力：思い通りにならないから自然科学は面白い」と題して、受賞研究「動的結晶場を用

いた分子認識材料の開発（色と形状を変えながら有害分子を捉える結晶の開発）」と、研究活動の

魅力について講演された。受賞研究について、分子間の相互作用を設計することによって、結晶が

自ら形を変えてさまざまな小分子を捉えるダイナミックな材料になること、金属イオンとフッ素を

導入することで、効率良く分子を取り込む環境保全に役立つ新機能を秘めた新しい分子性結晶が合

成できることを紹介された。実験を繰り返す中で予想もつかなかったような発見に出会う化学の研

究の面白さ、ひいては自然の理の中で、多くの研究活動・研究成果を重ね合わせて問題を解決し、

社会に貢献する理系研究の魅力を語れられた。 

次いで、同じく第 8回サイエンスグラント受賞者である日本女子大学理学部佐藤香枝准教授が「切

手サイズの血管デバイスから広がる大きな夢」と題して、受賞研究「マイクロデバイスによる血液

細胞産生システムの構築（血液細胞が生み出される機構を解明する血管マイクロ装置の構築）」と研

究者としての道のりについて講演された。動物実験を行わずに、生体環境を再現した細胞培養から

革新的な血管研究装置であるマイクロデバイスを作成する技術は、未解明であった難治性疾患の病

態ひいては生命の仕組みを明らかにする可能性をもつ技術であることを紹介された。 

最後に、株式会社資生堂リサーチセンター池田智子主任研究員が「だから理系はおもしろい－理

系に進んだきっかけから商品開発のおもしろさまで－」と題して、ご自身の進路選択から商品開発
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１．５ 資生堂・芝浦工業大学キャリアトークイベントの開催 

 平成２７年度に、工学部共通学群化学科目堀 顕子准教授が「第８回資生堂女性研究者サイエンス
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標題 資生堂・芝浦工業大学キャリアトークイベント『だから理系は面白い』 

～資生堂女性研究者サイエンスグラント～ 

日時 平成２７年９月１９日（土）１３：００～１６：００ 

会場 大宮キャンパス 大学５号館２階イ･コ・バ 

プログラム                                

 

 

  

 

 

趣旨  
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参加者 

 登壇者 教職員 学生 一般 計 
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％ 16.1 21.4 48.2 14.3 100.0 

 

芝浦工業大学生参加者の内訳 

 機械 

工学科 

材料 

工学科 

応用 

化学科 

生命 

科学科 

デザイン 

工学科 

大学院 小計 
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実施結果概要                                              
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第１部：資生堂女性研究者サイエンスグラント講演会 
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手サイズの血管デバイスから広がる大きな夢」と題して、受賞研究「マイクロデバイスによる血液

細胞産生システムの構築（血液細胞が生み出される機構を解明する血管マイクロ装置の構築）」と研

究者としての道のりについて講演された。動物実験を行わずに、生体環境を再現した細胞培養から

革新的な血管研究装置であるマイクロデバイスを作成する技術は、未解明であった難治性疾患の病

態ひいては生命の仕組みを明らかにする可能性をもつ技術であることを紹介された。 

最後に、株式会社資生堂リサーチセンター池田智子主任研究員が「だから理系はおもしろい－理

系に進んだきっかけから商品開発のおもしろさまで－」と題して、ご自身の進路選択から商品開発
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の日々、育児との両立を含む研究者としての道のり、そして、第２６回国際化粧品技術者会連盟大

会口頭発表応用部門最優秀賞受賞研究「２相分離機構を用いたカップに付かない口紅の開発」（２０

１０）を紹介された。「つや」と「うるおい」があり、かつ「食事をしたとき等にカップに付着しな

い」という両立し難かった機能を併せ持たせるため、塗ったあとに色材を含む液晶を形成する唇側

の相と、表面側の透明な油分の相に分離させる技術を開発された過程、当該技術のその後の口紅開

発への貢献について語られた。 

 

第 2 部 パネル･ディスカッション「理工系技術者・研究者として伸びていくために」 

 第 1 部の講演者である佐藤香枝准教授と池田智子主任研究員、工学部有本泰子准教授、工学部村

上嘉代子准教授、そして卒業生である日本ゼオン株式会社エラストマー研究所秋泉 碧研究員の５

名をパネリストに、堀顕子准教授がモデレーターとなってパネル・ディスカッション「理工系技術

者・研究者として伸びていくために」がもたれた。 

はじめに、有本泰子准教授、村上嘉代子准教授、秋泉 碧研究員がキャリアと現在の研究内容につい

て自己紹介をされた。 

次いで、モデレーターの問いかけにパネリストが答えるかたちでディスカッションが行われた。 

 1 つ目の問い「学生時代に身につける力は？」には、自分で考え判断する力、（汎用性のある）勉

強の仕方、興味・関心を持つ力、計画、行動から結果まで自己責任で遂行する力（一人旅など）、

および打たれ強さなどが挙げられた。 

 ２つ目の問い「進路決定のきっかけは？」には、理系科目が好きで得意だったこと、研究という

活動の面白さ、身近な商品開発をしたいという思い、高校 1年の化学の授業でのフラーレンＣ６０

の美しさとの出会いが化学を通じて社会に貢献したいという思いに転じていったこと、英米文学科

で身に着けた英語力で就職した職場で「英語だけでは生きていけない」と痛感したこと、こうなり

たいというビジョンを持ち続ける中でチャンスを得たこと、などが語られた。 

 ３つ目の問い「うまくいかない時・苦しい時に、モチベーションを保つには？」には、自分は何

をしたかったのかという原点に戻る、見方を変える、仲間/チームの力を借りる、うまくいかない/

苦しい中にもある認められる経験や励まされる経験をバネにする、「しんどい時間はずっと続かな

い」と考える、自分が一杯一杯にならない（完璧主義で自滅しないように）、失敗を恐れない、そ

して「そもそもモチベーションを保たねばと思ったことがない」等の応答が為された。 

 ４つ目の問い「オンとオフの切り替え方やバランスは？」については、各社各機関の仕事と育児

との両立を支援する制度や活動、周囲の環境が話の中心となった。 

 

講評と閉会あいさつ 

 最後に村上雅人学長より「講演者、パネリストが、学生たちに、好きな研究に生き生きと取り組

む研究者・技術者の姿を示してくれたことを称賛したい」との講評を頂いた。 

 伊藤和寿男女共同参画推進室学生 WG 責任者（学長補佐、システム理工学部教授）から「今日の登

壇者のように、常に志の原点を忘れず、そして自分自身の楽しみとともに、社会を変える担い手と

しての楽しみをもってほしい」という学生へのメッセージを以て会を閉じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

村上学長開会あいさつ 参加者と登壇者の交流 

受賞者掘准教授講演 受賞者佐藤准教授講演 

資生堂池田主任研究員講演質疑 パネルディスカッション 

講演者（前列）とパネリスト（後列）
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たいというビジョンを持ち続ける中でチャンスを得たこと、などが語られた。 

 ３つ目の問い「うまくいかない時・苦しい時に、モチベーションを保つには？」には、自分は何
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村上学長開会あいさつ 参加者と登壇者の交流 

受賞者掘准教授講演 受賞者佐藤准教授講演 

資生堂池田主任研究員講演質疑 パネルディスカッション 

講演者（前列）とパネリスト（後列）
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参加者アンケートの結果 

  

1.あなたに当てはまる所属を教えてください。 

所属 工学部 
システム

理工学部 

デザイン工

学部 

本学大学

院 
他大学 その他 計 

 

人数 9 12 1 4 5 2 33 

2.学年を教えて下さい。 

学年 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 大学院 社会人 その他 計 

人数 4 6 4 5 4 3 6 33

3.このイベントをどのようにして知りましたか？（複数回答可） 

種別 ポスター ちらし メール 
知人の紹

介 

先生の紹

介 
大学の HP 

男女共同

参画推進

室 HP 

その他

人数 3 2 14 2 11 1 1 3

4.第 1 部講演会はあなたの興味を促したり、進路選択に役立ちそうですか？ 

段階 そう思う 
ややそう

思う 

あまりそう

思わない 
思わない 小計 

   

人数 26 6 0 0 32

 

【記述回答】 

◆学部生 

資生堂の方の育児との両立についてのお話を聞けてよかった     

研究者や院生の方の具体的なな生活のようすがわかった   

池田智子さんのようにきらきらと輝けるような仕事がしたいと思いました。しかし、先を見通し

て結果を定期的に出していかないと女性が会社で生き残ることはできないのかと疑問を感じまし

た 

自分のやりたいことを見つけ、それを職業にしたいと強く思いました   

働き方のイメージがつきやすかったです   

子育てしながら働くことのイメージがわきました       

◆大学院生 

興味好奇心がひろがる。しかし、学部生には話が難しいかもしれないです   

会社選びをする上で１つ２つの業界にこだわっていたが、他も見ようと思った   

  

 

 

◆その他 

学生時代にぜひ聞いておくべきお話でした         

先生方がどのように生きていらしたか知ることができ、共感できるところが多かった 

どのような研究をされているのかがわかり、面白い部分もあり楽しかったです   

ご講演はすべてよかったと思います   

研究者といっても、大学・企業・研究所などがあり、それぞれの相違点や共通点などもわかり、

とてもよかったと思う 

本学のイベント開催の参考になる素晴らしい機会でした       

 

5.第 2 部パネルディスカッションはあなたの興味を促したり、進路選択に役立ちそうですか？ 

段階 そう思う ややそう思う あまりそう思わない 思わない 小計 
  

人数 25 6 1 0 32 

【記述回答】 

◆学部生 

自分が大学生のうちからやらなくてはいけないことなど、すごく参考になった 

今までぼやっとしていた目標を固めていくよい機会になりました 

人生の岐路に立った時、どんなことを考え、どうモチベーションを保つかを考えるようになりたい

と思います 

化学系はイメージがつきにくかったけど、少しわかった気がした 

全体的にテンポが悪かったように感じた       

◆大学院生 

勉強になった             

◆その他 

なまの人生のお話は学生の興味を引いたと思います     

いろいろな先生方の話が聞け、楽しかったです 

学生さんの参考になったのではないかと思います 

理系だけでなく、バックグラウンドが文系、また、文系から理系に転向された先生のお話や大学/企

業研究者の話と、多様性がありよいと思った 
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システム

理工学部 

デザイン工

学部 

本学大学

院 
他大学 その他 計 

 

人数 9 12 1 4 5 2 33 

2.学年を教えて下さい。 
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段階 そう思う 
ややそう

思う 
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思わない 小計 
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【記述回答】 
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池田智子さんのようにきらきらと輝けるような仕事がしたいと思いました。しかし、先を見通し

て結果を定期的に出していかないと女性が会社で生き残ることはできないのかと疑問を感じまし

た 

自分のやりたいことを見つけ、それを職業にしたいと強く思いました   

働き方のイメージがつきやすかったです   

子育てしながら働くことのイメージがわきました       

◆大学院生 

興味好奇心がひろがる。しかし、学部生には話が難しいかもしれないです   

会社選びをする上で１つ２つの業界にこだわっていたが、他も見ようと思った   

  

 

 

◆その他 

学生時代にぜひ聞いておくべきお話でした         

先生方がどのように生きていらしたか知ることができ、共感できるところが多かった 

どのような研究をされているのかがわかり、面白い部分もあり楽しかったです   

ご講演はすべてよかったと思います   

研究者といっても、大学・企業・研究所などがあり、それぞれの相違点や共通点などもわかり、
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5.第 2 部パネルディスカッションはあなたの興味を促したり、進路選択に役立ちそうですか？ 
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【記述回答】 

◆学部生 
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今までぼやっとしていた目標を固めていくよい機会になりました 

人生の岐路に立った時、どんなことを考え、どうモチベーションを保つかを考えるようになりたい

と思います 

化学系はイメージがつきにくかったけど、少しわかった気がした 

全体的にテンポが悪かったように感じた       

◆大学院生 

勉強になった             

◆その他 

なまの人生のお話は学生の興味を引いたと思います     

いろいろな先生方の話が聞け、楽しかったです 

学生さんの参考になったのではないかと思います 

理系だけでなく、バックグラウンドが文系、また、文系から理系に転向された先生のお話や大学/企

業研究者の話と、多様性がありよいと思った 
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6.今後のイベントであなたが聞きたい話を教えて下さい。（複数回答可） 

種別 大学研究者の話 企業研究者の話 企業技術者の話 卒業生の話 文系職の話 

人数 8 23 12 17 2

自由記述 

◆学部生 

まだ結果のわかる決められた実験しかしたことがないので、自分で考えて成功したり失敗したり

した際に今回のお話しを思い出して頑張っていこうと思いました。このような機会を設けて頂き、

ありがとうございました。 

女性の働く社会の現状を知るいい機会となった。今後もこのような企画を開いてほしいと思った。

その際は、教員や教授の方々よりも、卒業生や企業で活躍している女性の方々を積極的に呼んで

ほしい。普段関わりの少ない方々からの話を聞きたいたいため。 

◆大学院生 

研究職は分母が少ないので、そういった方の話が聞けると勉強になる 

◆その他 

就職支援でなく、純粋になぜ研究者なのかを知らせるイベントが少ない。このようなものを増や

したいと思います 

１部２部ともたいへんよかったですが、開催日の設定、周知の方法、宣伝、案内の仕方などは一

度全体的に見直された方がよいと思います。ためになる内容でしたので、もったいないと思いま

す 

啓発機会として、大型のシンポジウムもさることながら、こうした丁寧に手をかけた小規模のワ

ークショップを重ねていくことがむしろ有効であると思う（お金より知恵と労力） 

研究者という職業と研究に興味があったからです 

 

 

  

 

 

１． ６ 大宮祭・芝浦祭における展示 

 平成２６年度より、学園祭「大宮祭」、「芝浦祭」の会場で、男女共同参画推進展示を行ってきた。

平成２７年度の展示は次のように行った。平成２６年度の展示は、「芝浦工業大学 男女共同参画推

進室 平成２５年度 活動報告書」６３頁に報告した。 

 

◇平成２７年度大宮祭 男女共同参画推進展示 

日時 平成２７年５月３１日（日）９：００～１８：００ 

場所 大宮キャンパス２号館１階通路学生課側面 

 男女共同参画推進パネル６枚

を展示し、机上に、男女共同参

画推進リーフレット、Shiba-jo

プラチナネットワークリーフレ

ット、『芝浦工業大学女性教員研

究紹介』、男女共同参画推進室ニ

ュースレター創刊号/第 2 号の 5

種の印刷物を配置した。会場に は、

男女共同参画推進室員が交替で 常

駐し、パネルと資料の紹介・説明、高校生はじめ女性の来場者への『芝浦工業大学女性教員研究紹

介』配布等を行った。『芝浦工業大学女性教員研究紹介』の配布数は、約１００冊であった。言葉

を交わした来場者は、受験を考えている高校生とその保護者が最も多く、次いで、本学 1学年女子

学生であった。そのほか、女子の就職・進学状況のパネルの写真を撮っていかれた保護者、研究紹

介冊子に紹介されている女性教員の顕著な研究成果にコメントされた卒業生等があった（図 27）。 

 

◇第４３回芝浦祭 男女共同参画推進展示 

日時 平成２７年１１月６日（土）１０：００～７日（日）１７：００ 

場所 豊洲キャンパス教室棟５１１教室入試相談コーナー内 

同芝浦祭オープニングプログラムの中で発表・表彰された、平成２７年度男女共同参画推進ポス

ター最優秀作品と男女共同参画推進パネル５枚、１２月に開催する男女共同参画推進国際シンポジ

ウムのポスターを展示した。また、机上に

は、男女共同参画推進リーフレット、『芝

浦工業大学女性教員研究紹介』、男女共同

参画推進室ニュースレター(１号、２号)、

国際シンポジウムフライヤー、女性研究者

研究活動支援事業（連携型）パンフレット

の 5種の印刷物を配置した。芝浦祭には約

１１，５００名の来場者があり、入試相談

コーナー来訪者に、本学の男女共同参画推

進の取組をお知らせすることができた（図

28）。 

 

図 27 平成２７年度大宮祭での男女共同参画推進展示 

図 28 第４３回芝浦祭での男女共同参画推進展示 
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１．７ 女子新入生への情報提供強化 

 女子学生への情報提供を強化するため、平成２７年度より、新年度ガイダンス期間中、

健康診断時を活用して、女子新入生に、女子学生・教職員休憩室の利用、および Shiba-jo

プラチナネットワーク参加の案内を開始した。 

 

１．８ 女子学生ロボットプログラミングＰＢＬの実施支援 

男女共同参画推進室員であるデザイン工学部デザイン工学科野

田夏子准教授が、大学の２０１５年度FD活動助成を受け、同じく

室員のシステム理工学部電子制御システム学科松浦佐江子教授の

助言のもと、女子学生対象のロボットプログラミングPBLを実施

している。主に女子学生にものづくりを学べる場を提供し、そこ

で作ったものや成果を学生自身がオープンキャンパスや出張授業

で後輩に伝えていくなど「学生が育ちかつ学生が後輩を育てる」

ことを重視した取組である。PBLは、事前講習会と春休みのワーク

ショップから成り、12月19日に、芝浦キャンパスで株式会社アフ

レル春木 賢仁氏による事前講習会「LEGO MINDSTORM EV3で面白ペ

ットを創ろう！」が実施された（図２９）  

 

プログラム EV3で何ができる？ 

 ペットをつくってみよう 

 自分なりのオリジナリティーを追加しよう 

 各チームの発表 

 講評とこれから 

 

参加者は１１名、内訳は男子３名・女子８名、１年６名・２年１名・３年４名であった。 

授業で扱わない教材を、敢えて女子チームと男子チームに分けるという授業時にはない形で学ぶ

機会とした新鮮さも手伝ってか、

参加者は楽しみながらかつ真剣

に取り組んだ。実施後のアンケ

ートでは、回答者全員が「ロボ

ットの興味が持てた」と回答し、

「自分たちで組み立てたロボッ

トがきちんと反応して動作した

ことに達成感を感じた」「楽しか

った、また参加したい」といっ

た好意的な意見が寄せられた。

（図30） 

 

 

 
図 30 ロボットプログラミング講習会風

図 29 ロボットプログラミング講習会

 

 

２．入試･広報の活動 

２．１ オープンキャンパスにおける活動 

平成２６年度「オープンキャンパス２０１４」における活動は「芝浦工業大学 男女共同参画推進

室 平成２５年度 活動報告書」７０～７１頁に報告した。 

 平成２７年度「オープンキャンパス２０１５」（大宮キャンパス：８月２日、豊洲キャンパスお

よび芝浦キャンパス：８月２１・２２日）では、毎年学生サークル「女子サークル」が開設してい

る休憩・相談ブース（女子ブース）の活動と併行して、「女子学生支援コーナー会場内受験生相談

コーナー内に「女子学生支援コーナー」を開設した。同コーナーには、男女共同参画推進室員であ

る女性教員と女子の協力学生が待機し、来訪された中高生や保護者の相談に応じた。女子が少ない

学生生活、女子の就職状況、自分が勉強したいこと・めざす職業と学科選択等に関する相談があっ

た（表13）。 

 

 

 月 日 会  場 男女共同参画推進室員 協力学生 相談者数

8 月 2日 

大宮キャンパス 

斎藤記念館 

1F ホール 

午前

伊藤洋子教授 

  

  

山崎千紘 4 名 

  

  

  

竹内詩乃 

亀山綾乃 

午後 野田夏子准教授 中村美樹 

8 月 21 日 豊洲キャンパス 

交流棟６Ｆ 

ホワイエ 

午前 野田夏子准教授 池田 歩 6 名 

  午後 谷田川ルミ准教授 伊藤麻央 

8 月 22 日 
午前 松浦佐江子教授 小柳友美 7 名 

  午後 橋田規子教授 小柳友美 

 

２． ２ 芝浦工業大学柏中学高等学校「理系女子講演会（交流会）」の開催 

平成２６年度より、女子生徒の理工系分野への進学者を増加させる目的で、併設校である芝浦工

業大学柏中学高等学校の女子生徒を対象に「理系女子講演会（交流会）」を開催している。理工系

分野の説明（入試課）、授業・研究紹介（本学女子在学生３名）、パネル・ディスカッション、フリ

ートークというプログラムに、平成２６年度は（７月５日（土））６２名、２７年度（６月２７日

（土））は４９名の女子中学生・高校生が参加した。学生の授業・研究紹介では、各自がスライド

を用いて授業の紹介や、自分がその分野を選んだ理由、成果物なども交えて発表し、中高生にわか

りやすく理工学分野を紹介し。多くの生徒が真剣にメモをとっていた。パネル・ディスカッション

では、女子生徒からの質問に学生が答え、続くフリートークでは女子生徒と先輩が親しく活発に交

流した。 

 

２．３ 学生による女性卒業生ロールモデルインタビュー記事のウェブ・サイト掲載 

 「学生による女性卒業生ロールモデルインタビュー」の活動とその成果を広く発信するため、平

成２７年度に男女共同参画推進室ウェブ・サイトに専用ページ「学生による女性卒業生ロールモデ

ルインタビュー」を設け、インタビュー記事（１．２ ７８～８４頁）の掲載を開始した。 

女性の工学生の未来予想図を描く架け橋!！（工学部通信工学科 宮田純子助教） 

http://plus.shibaura-it.ac.jp/diversity/post/1159 

表 13 女子学生支援コーナーの活動 
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 月 日 会  場 男女共同参画推進室員 協力学生 相談者数
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大宮キャンパス 

斎藤記念館 

1F ホール 

午前

伊藤洋子教授 

  

  

山崎千紘 4 名 

  

  

  

竹内詩乃 

亀山綾乃 
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交流棟６Ｆ 
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  午後 橋田規子教授 小柳友美 

 

２． ２ 芝浦工業大学柏中学高等学校「理系女子講演会（交流会）」の開催 

平成２６年度より、女子生徒の理工系分野への進学者を増加させる目的で、併設校である芝浦工

業大学柏中学高等学校の女子生徒を対象に「理系女子講演会（交流会）」を開催している。理工系
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を用いて授業の紹介や、自分がその分野を選んだ理由、成果物なども交えて発表し、中高生にわか
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流した。 

 

２．３ 学生による女性卒業生ロールモデルインタビュー記事のウェブ・サイト掲載 

 「学生による女性卒業生ロールモデルインタビュー」の活動とその成果を広く発信するため、平

成２７年度に男女共同参画推進室ウェブ・サイトに専用ページ「学生による女性卒業生ロールモデ

ルインタビュー」を設け、インタビュー記事（１．２ ７８～８４頁）の掲載を開始した。 

女性の工学生の未来予想図を描く架け橋!！（工学部通信工学科 宮田純子助教） 

http://plus.shibaura-it.ac.jp/diversity/post/1159 

表 13 女子学生支援コーナーの活動 
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３． 地域連携の活動 

 地域連携の活動として、平成２７年度に、大学開放ＤＡＹ！に併せ、以下「地域住民のための 

豊洲子育て懇談会」を開催した。大学開放ＤＡＹ !とは、本学が豊洲地区で、地域貢献活動の一 

端を担うため、企業等と協力しつつ、本学の持つ資源を地域に紹介・開放する大学行事で、毎回 

約２，０００名の参加者がある（図31）。 

平成２６年度の活動は「芝浦工業大学 男女共同参画推進室 平成２５年度 活動報告書」７０～

７１頁に報告した。 

 

３．１ 大学開放ＤＡＹ！「地域住民のための豊洲子育て懇談会」 

標題： 地域住民のための懇談会～家庭と職場の両立を考える～ 

日時：２０１５年６月７日（日）１３：３０～１５：００ 

会場： 豊洲キャンパス 教室棟 教室 

対象： 地域住民 定員４０名 

内容：１３：３０ 話題提供者の自己紹介とお話 

              小宮山由起江（清水建設株式会社） 

         木原 民（リコーＩＴソリューションズ株式会社） 

         宮坂大也（株式会社リコー） 

         木村美穂（芝浦工業大学） 

   １４：１０ 参加者との懇談会 

   １４：５０ まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

  

図31 地域住民のための豊洲子育て懇談会

 

 

実施結果 

<参加者アンケート結果> 

地域住民のための豊洲子育て懇談会～家庭と職場の両立を考える～つながりの輪を広げよう！  

回答数１３枚 

                            
 

１．回答者の年代               ２．性別 

    

 

３．参加動機               

  

 

４．地域住民のための豊洲子育て懇談会についての満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２０代, 4
名, 31%

３０代, 1
名, 8%

４０代, 3
名, 23%

５０代, 
3名, 
23%

６０代, 2
名, 15%

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代
男性, 1
名, 8%

女性, 12
名, 92%

男性 女性

つながりの輪

を広げたい, 6
名, 38%

子育ての悩み

を共有したい, 
1名, 6%

話題提供者の

内容に興味が

ある, 8名, 
50%

その他, 1名, 
6%

つながりの輪を広げたい

子育ての悩みを共有したい

話題提供者の内容に興味がある

その他

満足, 9名, 
69%

やや満足, 
3名, 23%

やや不満

足, 1名, 
8%

満足 やや満足 やや不満足 不満足
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満足 

・いろいろ共感できるお話が聞けてよかった。 

・会社の制度を知ることができた。 

・実体験に基づいた非常に濃い内容の話あいだった 

・まさにつながりの輪が広がるきっかけとなったと思う 

・自分の考えとは違う意見を聞けてよかった（学生） 

・仕事と育児の両立について、たくさんの意見が聞けて満足だった（学生） 

やや満足 

・プロジェクターを用意した方がよかったのでは？いろいろな立場のお話が聞けたことは良かっ 

 た 

・真剣な話あいが素晴らしかった 

やや不満足 

・“豊洲”の部分があまり感じられなかった。年間１万人規模でファミリー層の人口が増えている 

特殊な地域なのでそういうところでの子育ての状況をシェアしたかった。 

５．芝浦工業大学男女共同参画推進室への期待 

・豊洲には小さなお子さんがいる家族が多く、教育業という利をいかし、地域・子どもの見守り 

ができる組織にしなればよい 

・各社の事例を知りたい 

・女性が活躍できる社会に出て行く学生を育ててほしい 

・育児中の人を支える雰囲気作り 

・ライフ・WORKバランスの充実 

・地域連携の可能性を深めたい 

・男女共同参画を考えていく上で将来的に良いことだと思う。（学生） 

・就活をこれからするにあたってとても役に立った。学生向けにもやってほしい（学生） 

・男子学生をもっと取り込む。今後社会人になる人の意識を変えていきたい（学生） 

６．意見・感想 

・大きな会社は制度がととのっているが、中小企業などにつとめている方々のお話もきけるとい 

いと思った。 

・もう少し広報した方がよかったと思う 

・ワーママツイッターFBなどのSNSや近隣保育園への宣伝をしていただけたらもう少し人が増え、 

コミュニケーションがとれたのでいいと思う 

・大学と地域の交流を続けてほしい 

・リコーがすごい、就活中の人にすすめてみたい。 

・これからもこのような企画があるといいが皆さま時間の問題があるので、例えば保育所での出 

張会などがあるといいと考える 

・人数を集める工夫が必要（２） 

 

<企画運営を担当した男女共同参画推進室学外連携WGメンバーの振り返り> 

・現在、様々な制度が整ってきた中で、制度を運営する人、活用する人の意識の問題が大きいと感

じた。日本の社会では特に根強い性別役割分業の意識があるのは事実だろうから、若い学生の皆

 

 

さんにはグローバル化の時代に、いろいろな境界を越えたライフスタイルを考えてほしいと思っ

た。境界を意識しなくなるには、垣根を越えて世の中を知ることが必要だと思う。見えないもの

は理解し難いので。今回のような企画を大学の中でも広められれば良いと思う（松浦） 

・この企画にとって一番のニーズは大学開放ＤＡＹ！に来る暇もない忙しく働くお母さんであるか

もしれない．保育所などで行うなど，開催場所を変えて行うことも地域密着と言う意味では重要

なポイントになるかもしれない．若い学生世代が社会の男女共同参画を知る上では大変貴重な機

会であると思う（山西） 

・はじめての試みだったこともあり、試行錯誤の中で行ったイベントであり、集客に苦戦した。一

方、少ない人数で懇談会を行えたことで、参加者の中から質問が出たことや学生から質問が出た

ことにより議論が深まり、家庭と職場の両立について意見交換ができ、意義のあるイベントにな

ったと思う。今後については、アンケート結果の中にもあるように、就活中の学生にとっても意

義のある内容なので授業の中で行うことや、保育園等の連携の中で実施してもいいのではないか

と考えている（茂木） 

・子育て中の保護者の方には、興味を持っていただけるテーマだったと思われるが、集客に苦戦し

たのは“子供が楽しむのに忙しい日”である開放ＤＡＹ！だったからかと思う（現に、マジック

ショーは大勢来て頂いた）。また、豊洲感がなかったというアンケートの回答に関して、例えば

豊洲の学童保育の先生にも参加して頂き、豊洲の保護者の方々との関わりから見る、都心での子

育て環境についてのお話などがあれば、地域を意識できる会になったかもしれない。今後は、参

加対象を学生にシフトし、男女共同参画、ワークライフバランス、家族というコミュニティへの

意識等、遠からぬ将来の意識醸成を目的に、授業等に組み込むことができればと考える（木村） 

・本学の学生の出身学校などのデータから、特に女子学生は地域性が強い傾向にある。本学をずっ

と親しんでもらえるような地域連携企画を継続することは重要ではないかと思う。保育園に宣伝

にいったときも、園児のご両親だけでなく、保育士もよいですかというご意見も頂いたので、学

外連携として共同企画などを検討するのもよいと思う。そのような場に学生さん（男子学生も含

めて）に参加してもらい、イキイキと働いているママやパパの言葉に直接触れてもらうことも重

要かと感じた。良い企画でも宣伝の時間が短いと集客が厳しいと感じるので、次回の企画では、

宣伝および集客の時間をそれなりに確保できるような形で進められれば、さらにいっそうよい企

画になるかと思う。また、当日の開放ＤＡＹ！の参加者をみていると、小さなお子さん連れのた

めの休憩場所を準備できたのはよかった。お子さんをみながら、真剣に聞いてくださっている方

もおられ、まさに、育児中の方への催し物としてよい会場になったかと思う（中野）（図32） 

     

図 32 話題提供と懇談 
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豊洲の学童保育の先生にも参加して頂き、豊洲の保護者の方々との関わりから見る、都心での子

育て環境についてのお話などがあれば、地域を意識できる会になったかもしれない。今後は、参

加対象を学生にシフトし、男女共同参画、ワークライフバランス、家族というコミュニティへの

意識等、遠からぬ将来の意識醸成を目的に、授業等に組み込むことができればと考える（木村） 

・本学の学生の出身学校などのデータから、特に女子学生は地域性が強い傾向にある。本学をずっ

と親しんでもらえるような地域連携企画を継続することは重要ではないかと思う。保育園に宣伝

にいったときも、園児のご両親だけでなく、保育士もよいですかというご意見も頂いたので、学

外連携として共同企画などを検討するのもよいと思う。そのような場に学生さん（男子学生も含

めて）に参加してもらい、イキイキと働いているママやパパの言葉に直接触れてもらうことも重

要かと感じた。良い企画でも宣伝の時間が短いと集客が厳しいと感じるので、次回の企画では、

宣伝および集客の時間をそれなりに確保できるような形で進められれば、さらにいっそうよい企

画になるかと思う。また、当日の開放ＤＡＹ！の参加者をみていると、小さなお子さん連れのた

めの休憩場所を準備できたのはよかった。お子さんをみながら、真剣に聞いてくださっている方

もおられ、まさに、育児中の方への催し物としてよい会場になったかと思う（中野）（図32） 

     

図 32 話題提供と懇談 
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４．その他 

４．１ 学生の通称使用に関する要項の策定 

 女子学生等がより学びやすい環境整備の一環として、平成２７年４月１日付で以下２つの要項を

制定施行した。 

 

・芝浦工業大学における学生の通称名使用の取扱い等に関する要項 

・博士学位記を『通称名』又は『通称名併記』で作成することを希望する場合の取扱に関する 

要項 

 

４． ２平成２７年度東京都「女性活躍推進大賞」（教育部門）の受賞 

 学校法人芝浦工業大学は、平成２７年１２月２２日、東京都より専任女性教員の積極的な採用と

女性教員のネットワーク形成における活動が認められ、平成２７年度「女性活躍推進大賞」（教育

部門）を受賞した。同賞は、女性の活躍推進に力を入れている団体を顕彰することを目的として創

設され、２回目となる平成２７年度は、４団体、1個人が選定された。理事長、学長のリーダーシ

ップのもと積極的に取組み、私立の工業大学として唯一「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

に採択されていること、その成果指標とした常勤教員の女性比率の目標値１２％を平成２７年５月

に達成したことなどが評価された。平成２８年１月２７日に、贈呈式が行われ、村上雅人学長がパ

ネルディスカッションで本学の取組を紹介し、他受賞団体と意見交換を行った（図３３・図３４・

図３５） 

 

 
図 33 東京都知事と大賞受賞者 図 34 受賞賞状 

 

 

 
 

 

 

図 35 平成２７年度 東京都女性活躍推進対象（教育部門）の受賞 
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Ⅴ 女性研究者研究活動支援事業（連携型）の活動（平成２６～２８年度） 

お茶の水女子大学、芝浦工業大学、物質・材料研究機構は、平成２６年度文部科学省科学技術人

材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（連携型）」に「『工学系女性研究者比率向上の好

循環モデル』の構築をめざして」を共同申請し、採択された。国立の女子大学として女性研究者を

多数養成・輩出してきたお茶の水女子大学、私立大学として工学系人材を養成・輩出してきた芝浦

工業大学、世界トップレベルの研究機関である物質・材料研究機構の３機関が協働・連携し、国内

での「工学系の女性研究者比率の向上」という困難な課題に挑み、学部学生から上位職研究者まで

を包含した「工学系女性研究者比率向上の好循環モデル」を構築し、教育・研究機関や企業・自治

体への波及と普及を目指している。本事業の実施状況と成果については別途報告する（図 34）。

 

 

 

 

 

 

  

図 36 女性研究者研究活動支援事業（連携型） 

『工学系女性研究者比率向上の好循環モデル』の構築を目指して 

出所：http://www-w.cf.ocha.ac.jp/leader/renkei/outline/ 

 

 

 

 

 

資 料 
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芝浦工業大学２０１５年度男女共同参画推進国際シンポジウム「世界の舞台で活躍する

女性研究者の育成強化に向けて」基調講演資料 
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芝浦工業大学２０１５年度男女共同参画推進意識調査の結果 

 

 立場、職務を異にする、役職者管理職、役職者以外の常勤教員、管理職以外の職員を各対象と

する 3種の調査を実施した。 

 

１ 役職者管理職調査 

１．１調査の概要 

目  的 

女性研究者研究活動支援事業の実施によって、意思決定に関わる役職者・管理職の男女共同参画 

推進の課題認識と、女性研究者に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確認する。 

 

調査対象 

教学組織役職者（学科主任以上の教学役職者、理事である教員、評議員である教員） 

事務局管理職（課長補佐相当以上） 

 

調査方法 

学内メーリングリストによりアナウンスし、学内ウェブ上に作成したアンケートページから回答

を回収する。 

 

調査時期 

平成２７年６月４日～７月７日 

 

倫理的配慮 

調査協力依頼文に次のことを誓約した。 

1.回答者を特定することはないこと 

2.調査結果は、本学における男女共同参画推進の目的にのみ使用すること 

  

１．２調査内容 

問１．ご回答者について伺います。 

性別 女性  男性  その他  

職位 教員 学長  副学長  学部長・大学院研究科長  

学科主任・工学部共通学群科目責任者・デザイン工学部分野領域幹事 

センター長・室長  理事である教員  評議員である教員  校長 

職員 局長  局次長  担当部長  部長  室長  担当次長  次長  担当課長 

課長  課長補佐  事務長  事務長補佐 

  

問２．男女共同参画推進室の開設（２０１３年１０月）、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者

研究活動支援事業（一般型）」（２０１３～１５年度）の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学

にどのような変化があったでしょうか。変わったと思われることをすべてお選びください。 

〈教職員〉 

1.教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 

2.女性教員の比率が高まった 

3.仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された 

4.女性の役職者や管理職が増えた 

5.女性の教職員がより活躍しやすくなった 

〈学生〉 

6.女子学生が増えた 

7.学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 

8.女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くなった 

 

 

9.学生と男女共同参画推進やワーク・ライフ・バランスについて話す機会が増えた 

〈その他〉 

10.変化はない 

11.その他（                                     ） 

 

問３．女性教員の増員について伺います。芝浦工業大学の常勤教員の女性教員比率は、2014 年 10

月 1 日現在 10.8%で、着実に増えてきたものの、一層の増員が期待されています。公募において

最適任者を選考・採用することを前提に、女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方策

をすべてお選びください。 

 

〈募集〉 

1.女性研究者に応募を働きかける 

2.募集する教員の研究分野を広く設定する 

3.公領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する 

4.一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 

5.新規採用教員の女性教員割合の数値目標を設定する 

6.女性限定公募を行うポストを設ける 

6.国際公募を行う 

〈選考過程〉 

7.能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考することを方針とする面接審査に

女性候補者を一人は残すことを方針とする 

〈環境整備〉 

8.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる 

9.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実させる 

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信する 

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 

12.その他（                                         ） 

 

問４．女性教員増員に限らない男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていく 

べきとお考えのものをすべてお選びください。 

 

〈教職員に対して〉 

1.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショップを開催する 

2.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント中の教員への両立支 

援制度を充実させる 

3.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

〈学生に対して〉 

4.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 

5.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課以外の学生対象への

活動を充実させる 

6.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

7.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を強化する 

8.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 

〈女子小中高校生、学校、保護者に対して〉 

9.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 

10.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 

11.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 

〈その他〉 

12.その他（                                             

芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望がありましたらお書きくださいますようお

願いします。 
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問３．女性教員の増員について伺います。芝浦工業大学の常勤教員の女性教員比率は、2014 年 10

月 1 日現在 10.8%で、着実に増えてきたものの、一層の増員が期待されています。公募において

最適任者を選考・採用することを前提に、女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方策

をすべてお選びください。 

 

〈募集〉 

1.女性研究者に応募を働きかける 

2.募集する教員の研究分野を広く設定する 

3.公領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する 

4.一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 

5.新規採用教員の女性教員割合の数値目標を設定する 

6.女性限定公募を行うポストを設ける 

6.国際公募を行う 

〈選考過程〉 

7.能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考することを方針とする面接審査に

女性候補者を一人は残すことを方針とする 

〈環境整備〉 

8.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる 

9.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実させる 

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信する 

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 

12.その他（                                         ） 

 

問４．女性教員増員に限らない男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていく 

べきとお考えのものをすべてお選びください。 

 

〈教職員に対して〉 

1.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショップを開催する 

2.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント中の教員への両立支 

援制度を充実させる 

3.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

〈学生に対して〉 

4.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 

5.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課以外の学生対象への

活動を充実させる 

6.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

7.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を強化する 

8.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 

〈女子小中高校生、学校、保護者に対して〉 

9.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 

10.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 

11.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 

〈その他〉 

12.その他（                                             

芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望がありましたらお書きくださいますようお

願いします。 
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１． ３回答状況 

 対象者１２２名のうち８０名より回答が得られた。回答率は６５．６%で、役職者以外の常勤教

員調査が４４．６%、管理職以外の専任職員調査が４０．２に比べ、格段に高かった。回答率の高

さから、役職者管理職でない教職員に比べて役職者管理職の男女共同参画推進対する意識が高いこ

とが伺える。とくに、女性の役職者管理職は、大半が回答された（表 1,2）。 

 
表 1 回答状況 

 

  男性 女性 計 

対象者数 101 21 122

回答者数 63 17 80

回答率 62.4% 81.0% 65.6%

 

表 2 回答者の内訳 

 

  男性 女性 計 

教学役職者 26 92.9% 2 7.1% 28 100.0% 

職員管理職 37 71.2% 15 28.8% 52 100.0% 

計 63 78.8% 17 21.3% 80 100.0% 

 

１．４調査結果 

（１）男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

  平成２５年度の男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学にどのような変化があ

ったと思うかと尋ねた。回答者の約６割が、「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」、

半数が「女性教員の比率が高まった」と回答した。 

なお、役職者以外の常勤教員調査、管理職以外の専任職員調査では「教職員の、男女共同参画

推進の意識が変わった」よりも「女性教員の比率が高まった」の方が高く、前項回答率同様、役

職者管理職とそれ以外の教職員の間に、男女共同参画推進意識に関して差異があることが示唆さ

れる(表 3）。 

 

（２）女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方策 

常勤教員の女性比率は、平成２７年５月１日現在１２．３％ で、「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」申請時平成２５年５月の８．８％から着実に増え、同事業の平成２７年度末目標値

１２％に到達した。しかし、分野によっては稀少な理工系女性人材の獲得競争が激化する環境下、

「創立１００周年に向けた大学戦略プラン」（平成３９年度）や「スーパーグローバル創成支援」

（平成３５年度）に設定された女性教員比率のより高い目標を達する上でも、女性教員を増やして

いくための取組の継続、強化が求められる。そこで、公募において最適任者を選考・採用すること

を前提に、女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方策を尋ねた。「女性研究者に応募を

働きかける」（６３．８％）、「公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を

 

 

明記する」（６０．０％）、次いで「育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・

活動を充実させる」（５８．８％）が多く挙げられた。他方、女性限定公募、面接審査に女性候補

者を 1 人は残す方針、女性教員割合の数値目標設定などより直接的なポジティブ・アクションは

１０～２０％と低率であった。（表４）。 

 

表 3 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

の開始以降の学内の変化の認識                  

         （複数回答） 

          項          目  男 性 女 性 計 

                人 ％  人 ％ 人 ％ 

1. 教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 34 54.0% 13 76.5% 47 58.8%

2. 女性教員の比率が高まった  30 47.6% 10 58.8% 40 50.0%

3. 仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された  20 31.7% 5 29.4% 25 31.3%

4. 女性の役職者や管理職が増えた  10 15.9% 3 17.6% 13 16.3%

5. 女性の教職員がより活躍しやすくなった  16 25.4% 2 11.8% 18 22.5%

6. 女子学生が増えた 10 15.9% 3 17.6% 13 16.3%

7. 学生の、男女共同参画推進の意識が変わった  4 6.3% 4 23.5% 8 10.0%

8. 女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くなっ

た 
13 20.6% 4 23.5% 17 21.3%

9. 変化はない  6 9.5% 1 5.9% 7 8.8% 

10.その他 ※             4 6.3% 0 0.0% 4 5.0% 

％ 回答者数に対する割合 
※その他 
・女性教員の研究活動などの情報がわかりやすく開示されるようになった（男性） 
・女性を特別扱いすることが反対に女性差別にもなり得る事態があった（男性） 
・若干変化はあると思うが、眼に見える大きな変化はない（男性） 

 
（３）今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組 

 女性教員増員は、その比率が「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」、「創立 100 周年に向けた大

学戦略プラン」、「スーパーグローバル大学創成支援」の成果指標とされ核心的課題であるが、男女共同

参画推進の課題はもちろんそれがすべてではない。そこで、女性教員増員に限らない男女共同参画推進

の取組のうち、どのような活動を今後定着・発展させていくべきか を尋ねた。「ライフイベント中の教

員への両立支援制度を充実させる」と「女子の大学院進学促進のための取組を強化する」が最も多く、

ともに６割余りの回答者がこれらを挙げた。 

 

（４）自由記述意見 

問２.（男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化の認識）、問３.（女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方

策）、問 4.（女性教員増員のほか、今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組）の「そ

の他」、および末尾「芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望」に自由記述回答を

求めた。全体的には、女性比率向上への各分野部門の責任ある関与、法人・大学の意思決定への女性の

参画、女子学生のアメニティの改善、学内保育所等々積極的提案が多く記された。一方、誤解に基づく

ポジティブ・アクションに対する否定的意見が散見され、ポジティブ・アクションの理解の学内浸透は
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１． ３回答状況 

 対象者１２２名のうち８０名より回答が得られた。回答率は６５．６%で、役職者以外の常勤教

員調査が４４．６%、管理職以外の専任職員調査が４０．２に比べ、格段に高かった。回答率の高

さから、役職者管理職でない教職員に比べて役職者管理職の男女共同参画推進対する意識が高いこ

とが伺える。とくに、女性の役職者管理職は、大半が回答された（表 1,2）。 

 
表 1 回答状況 

 

  男性 女性 計 

対象者数 101 21 122

回答者数 63 17 80

回答率 62.4% 81.0% 65.6%

 

表 2 回答者の内訳 

 

  男性 女性 計 

教学役職者 26 92.9% 2 7.1% 28 100.0% 

職員管理職 37 71.2% 15 28.8% 52 100.0% 

計 63 78.8% 17 21.3% 80 100.0% 

 

１．４調査結果 

（１）男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

  平成２５年度の男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学にどのような変化があ

ったと思うかと尋ねた。回答者の約６割が、「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」、

半数が「女性教員の比率が高まった」と回答した。 

なお、役職者以外の常勤教員調査、管理職以外の専任職員調査では「教職員の、男女共同参画

推進の意識が変わった」よりも「女性教員の比率が高まった」の方が高く、前項回答率同様、役

職者管理職とそれ以外の教職員の間に、男女共同参画推進意識に関して差異があることが示唆さ

れる(表 3）。 

 

（２）女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方策 

常勤教員の女性比率は、平成２７年５月１日現在１２．３％ で、「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」申請時平成２５年５月の８．８％から着実に増え、同事業の平成２７年度末目標値

１２％に到達した。しかし、分野によっては稀少な理工系女性人材の獲得競争が激化する環境下、

「創立１００周年に向けた大学戦略プラン」（平成３９年度）や「スーパーグローバル創成支援」

（平成３５年度）に設定された女性教員比率のより高い目標を達する上でも、女性教員を増やして

いくための取組の継続、強化が求められる。そこで、公募において最適任者を選考・採用すること

を前提に、女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方策を尋ねた。「女性研究者に応募を

働きかける」（６３．８％）、「公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を

 

 

明記する」（６０．０％）、次いで「育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・

活動を充実させる」（５８．８％）が多く挙げられた。他方、女性限定公募、面接審査に女性候補

者を 1 人は残す方針、女性教員割合の数値目標設定などより直接的なポジティブ・アクションは

１０～２０％と低率であった。（表４）。 

 

表 3 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

の開始以降の学内の変化の認識                  

         （複数回答） 

          項          目  男 性 女 性 計 

                人 ％  人 ％ 人 ％ 

1. 教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 34 54.0% 13 76.5% 47 58.8%

2. 女性教員の比率が高まった  30 47.6% 10 58.8% 40 50.0%

3. 仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された  20 31.7% 5 29.4% 25 31.3%

4. 女性の役職者や管理職が増えた  10 15.9% 3 17.6% 13 16.3%

5. 女性の教職員がより活躍しやすくなった  16 25.4% 2 11.8% 18 22.5%

6. 女子学生が増えた 10 15.9% 3 17.6% 13 16.3%

7. 学生の、男女共同参画推進の意識が変わった  4 6.3% 4 23.5% 8 10.0%

8. 女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くなっ

た 
13 20.6% 4 23.5% 17 21.3%

9. 変化はない  6 9.5% 1 5.9% 7 8.8% 

10.その他 ※             4 6.3% 0 0.0% 4 5.0% 

％ 回答者数に対する割合 
※その他 
・女性教員の研究活動などの情報がわかりやすく開示されるようになった（男性） 
・女性を特別扱いすることが反対に女性差別にもなり得る事態があった（男性） 
・若干変化はあると思うが、眼に見える大きな変化はない（男性） 

 
（３）今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組 

 女性教員増員は、その比率が「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」、「創立 100 周年に向けた大

学戦略プラン」、「スーパーグローバル大学創成支援」の成果指標とされ核心的課題であるが、男女共同

参画推進の課題はもちろんそれがすべてではない。そこで、女性教員増員に限らない男女共同参画推進

の取組のうち、どのような活動を今後定着・発展させていくべきか を尋ねた。「ライフイベント中の教

員への両立支援制度を充実させる」と「女子の大学院進学促進のための取組を強化する」が最も多く、

ともに６割余りの回答者がこれらを挙げた。 

 

（４）自由記述意見 

問２.（男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化の認識）、問３.（女性教員を増やしていくため、有効と考えられる方

策）、問 4.（女性教員増員のほか、今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組）の「そ

の他」、および末尾「芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望」に自由記述回答を

求めた。全体的には、女性比率向上への各分野部門の責任ある関与、法人・大学の意思決定への女性の

参画、女子学生のアメニティの改善、学内保育所等々積極的提案が多く記された。一方、誤解に基づく

ポジティブ・アクションに対する否定的意見が散見され、ポジティブ・アクションの理解の学内浸透は
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引き続き課題であることが示唆された（表 6）。 

 

表 4 女性教員を増やしていくために有効と考えられる方策 

（複数回答） 

項            目  
  

男 性 女 性    計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 女性研究者に応募を働きかける  44 69.8% 7 41.2% 51 63.8%

2. 募集する教員の研究分野を広く設定する  17 27.0% 4 23.5% 21 26.3%

3. 公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」
を明記する  

40 63.5% 8 47.1% 48 60.0%

4. 一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する  6 9.5% 6 35.3% 12 15.0%

5. 新規採用教員の女性教員割合の数値目標を設定する  11 17.5% 6 35.3% 17 21.3%

6. 限定公募を行うポストを設ける  9 14.3% 1 5.9% 10 12.5%

7. 国際公募を行う  16 25.4% 4 23.5% 20 25.0%

8. 能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考する
ことを方針とする 

20 31.7% 6 35.3% 26 32.5%

9. 面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする  7 11.1% 4 23.5% 11 13.8%

10.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活
動を充実させる 

38 60.3% 9 52.9% 47 58.8%

11.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活
動を充実させる 

21 33.3% 8 47.1% 29 36.3%

12.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を
紹介発信する 

30 47.6% 10 58.8% 40 50.0%

13.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する  20 31.7% 7 41.2% 27 33.8%

14.その他※ 3 4.8% 0 0.0% 3 3.8% 

 
※その他 
〈女性教員採用促進〉 
・過去に公募して女性教員候補者のリストを調べ、その中で優秀な候補者は特任でも良いから採用する。
女性教員を育てることも考えるべき（男性） 

・男女共同参画への諸活動をしていることを外部に発信することが大切で、採用活動時に特別な取扱をす
ることに応募者が良い印象を持つか少し疑問を感じる（男性） 

〈女子学生増加〉 
・女子学生数を増やす（高校での宣伝活動）、女子学生を積極的に大学院進学へ勧誘する（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 女性教員増員のほか、今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組 

（複数回答） 

項            目  
  

男 性 女 性    計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショ
ップを開催する 

17 27.0% 3 17.6% 20 25.0%

2.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイ
ベント中の教員への両立支援制度を充実させる 

37 58.7% 12 70.6% 49 61.3%

3.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報
発信を強化する 

20 31.7% 6 35.3% 26 32.5%

4.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 13 20.6% 7 41.2% 27 33.8%

5.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関す
る正課以外の学生対象への活動を充実させる 

17 27.0% 3 17.6% 20 25.0%

6.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報
発信を強化する 

23 36.5% 8 47.1% 31 38.8%

7.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための
取組を強化する  

38 60.3% 11 64.7% 49 61.3%

8.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 31 49.2% 12  70.6% 43 53.8%

9.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する  31 49.2% 12  70.6% 43 53.8%

10.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化す
る 

27 42.9% 8  47.1% 35 43.8%

11.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化
する 

31 49.2% 11  64.7% 42 52.5%

12.その他※ 4 6.3% 1  5.9% 5 6.3% 

※その他 

〈女性の登用〉 

・理事会における女性の登用（男性） 

・卒業生評議員や校友会の役員にも女性を登用すべき（男性） 

〈女子学生のアメニティ向上〉 

・女子受験生に対して、歓迎ムードを醸成する事は、無益とは思わないのだが、女子は、出身校や SNS で

のクチコミの頻度や速度が、男子以上にある。女子が増えた豊洲キャンパスを眺めてみるに、本学が女

子受験生に対して PR している内容とは、いささか異なるような印象を受ける。こうした事は、理想と現

実、建て前と本音、であっては駄目で、女子も学びやすい、といった事を、本学が女子受験生達に対し

て、言ったならば、実行する事を徹底するべきである。具体的には、相対的に人数が少ない女子学生が、

キャンパスを居場所として快適に過ごせる環境を、提供すべきと考える。その為に、ストレートに「女

子学生居心地改善事業予算」を立てる、といった、明確で例外の無い、ストレートな予算計上が必要で

あると考える。とりわけ、設備・什器面について、一割程度しかいない女子学生が、快適に過ごせるよ

うに「お一人様向け」の居心地空間を、家具類によって作るべきと考える。利用の束縛を受けない自由

な業者選定によって実現させるべきプロジェクトであり、こうした取り組みを、建築系女子学生達と共

に、学生とのコミュニケーション能力に長けた職員が、取り組むと良いと考える。これは、実現性が極

めて高く、しかも、大して予算がかからない事業である（男性） 

〈ワークライフバランス〉 

・女性が働きやすい職場は男性が働きやすい職場でもある。特に子育て関連の支援は男女問わず充実すべ

き男性） 

〈ポジティブアクション〉 

・女子特化の施策は逆に社会に出たときの女子を弱くするような気がします（女性） 

〈女性の意識〉 

・業務上での関わりの他、地元でかれこれ 10 年以上保育、学童保育の活動等で多くの働く女性と関わって

きましたがその中で感じたことに、女性の社会進出、家庭と仕事の両立を考える上での障壁として、男

性の意識や社会環境よりも女性自身の意識が大きいと思います。「育児を理由とする早退や休みを取る

と、女性同僚、女性上司から理解されない、非難される。」また、バブル崩壊以降の景気低迷からか、

「仕事は続けたいが、責任を持つような仕事をしたくない」だから管理職を目指そうとは思わない。で

きれば扶養の範囲内で仕事をしたい。という話しを耳にします。学生に対してはキャリアパスのやロー

ルモデルを示すことを。現に働いている女性に対しては自分自身の意識や同僚に対する意識を変える活
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引き続き課題であることが示唆された（表 6）。 

 

表 4 女性教員を増やしていくために有効と考えられる方策 

（複数回答） 

項            目  
  

男 性 女 性    計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 女性研究者に応募を働きかける  44 69.8% 7 41.2% 51 63.8%

2. 募集する教員の研究分野を広く設定する  17 27.0% 4 23.5% 21 26.3%

3. 公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」
を明記する  

40 63.5% 8 47.1% 48 60.0%

4. 一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する  6 9.5% 6 35.3% 12 15.0%

5. 新規採用教員の女性教員割合の数値目標を設定する  11 17.5% 6 35.3% 17 21.3%

6. 限定公募を行うポストを設ける  9 14.3% 1 5.9% 10 12.5%

7. 国際公募を行う  16 25.4% 4 23.5% 20 25.0%

8. 能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考する
ことを方針とする 

20 31.7% 6 35.3% 26 32.5%

9. 面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする  7 11.1% 4 23.5% 11 13.8%

10.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活
動を充実させる 

38 60.3% 9 52.9% 47 58.8%

11.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活
動を充実させる 

21 33.3% 8 47.1% 29 36.3%

12.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を
紹介発信する 

30 47.6% 10 58.8% 40 50.0%

13.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する  20 31.7% 7 41.2% 27 33.8%

14.その他※ 3 4.8% 0 0.0% 3 3.8% 

 
※その他 
〈女性教員採用促進〉 
・過去に公募して女性教員候補者のリストを調べ、その中で優秀な候補者は特任でも良いから採用する。

女性教員を育てることも考えるべき（男性） 
・男女共同参画への諸活動をしていることを外部に発信することが大切で、採用活動時に特別な取扱をす

ることに応募者が良い印象を持つか少し疑問を感じる（男性） 
〈女子学生増加〉 
・女子学生数を増やす（高校での宣伝活動）、女子学生を積極的に大学院進学へ勧誘する（男性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5 女性教員増員のほか、今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組 

（複数回答） 

項            目  
  

男 性 女 性    計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショ
ップを開催する 

17 27.0% 3 17.6% 20 25.0%

2.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイ
ベント中の教員への両立支援制度を充実させる 

37 58.7% 12 70.6% 49 61.3%

3.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報
発信を強化する 

20 31.7% 6 35.3% 26 32.5%

4.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 13 20.6% 7 41.2% 27 33.8%

5.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関す
る正課以外の学生対象への活動を充実させる 

17 27.0% 3 17.6% 20 25.0%

6.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報
発信を強化する 

23 36.5% 8 47.1% 31 38.8%

7.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための
取組を強化する  

38 60.3% 11 64.7% 49 61.3%

8.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 31 49.2% 12  70.6% 43 53.8%

9.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する  31 49.2% 12  70.6% 43 53.8%

10.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化す
る 

27 42.9% 8  47.1% 35 43.8%

11.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化
する 

31 49.2% 11  64.7% 42 52.5%

12.その他※ 4 6.3% 1  5.9% 5 6.3% 

※その他 

〈女性の登用〉 

・理事会における女性の登用（男性） 

・卒業生評議員や校友会の役員にも女性を登用すべき（男性） 

〈女子学生のアメニティ向上〉 

・女子受験生に対して、歓迎ムードを醸成する事は、無益とは思わないのだが、女子は、出身校や SNS で

のクチコミの頻度や速度が、男子以上にある。女子が増えた豊洲キャンパスを眺めてみるに、本学が女

子受験生に対して PR している内容とは、いささか異なるような印象を受ける。こうした事は、理想と現

実、建て前と本音、であっては駄目で、女子も学びやすい、といった事を、本学が女子受験生達に対し

て、言ったならば、実行する事を徹底するべきである。具体的には、相対的に人数が少ない女子学生が、

キャンパスを居場所として快適に過ごせる環境を、提供すべきと考える。その為に、ストレートに「女

子学生居心地改善事業予算」を立てる、といった、明確で例外の無い、ストレートな予算計上が必要で

あると考える。とりわけ、設備・什器面について、一割程度しかいない女子学生が、快適に過ごせるよ

うに「お一人様向け」の居心地空間を、家具類によって作るべきと考える。利用の束縛を受けない自由

な業者選定によって実現させるべきプロジェクトであり、こうした取り組みを、建築系女子学生達と共

に、学生とのコミュニケーション能力に長けた職員が、取り組むと良いと考える。これは、実現性が極

めて高く、しかも、大して予算がかからない事業である（男性） 

〈ワークライフバランス〉 

・女性が働きやすい職場は男性が働きやすい職場でもある。特に子育て関連の支援は男女問わず充実すべ

き男性） 

〈ポジティブアクション〉 

・女子特化の施策は逆に社会に出たときの女子を弱くするような気がします（女性） 

〈女性の意識〉 

・業務上での関わりの他、地元でかれこれ 10 年以上保育、学童保育の活動等で多くの働く女性と関わって

きましたがその中で感じたことに、女性の社会進出、家庭と仕事の両立を考える上での障壁として、男

性の意識や社会環境よりも女性自身の意識が大きいと思います。「育児を理由とする早退や休みを取る

と、女性同僚、女性上司から理解されない、非難される。」また、バブル崩壊以降の景気低迷からか、

「仕事は続けたいが、責任を持つような仕事をしたくない」だから管理職を目指そうとは思わない。で

きれば扶養の範囲内で仕事をしたい。という話しを耳にします。学生に対してはキャリアパスのやロー

ルモデルを示すことを。現に働いている女性に対しては自分自身の意識や同僚に対する意識を変える活
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動を並行して行わないと、両立支援制度や学生への活動をしても効果が上がらないのではないかと感じ

ます。社会で活躍して成功している女性だけでなく、まずは年代に関係なく、両立しながらもそれぞれ

のやりがいをもって仕事をしている女性、輝いている女性の姿を発信していくことのほうが長い目で見

た場合には有効ではないかと思います（男性） 

〈男女の働き方〉 

・単に本校の話に留まらず，日本全体で議論しなければならない案件であると感じている．小生としては，

核家族化が進み，他人を家に入れたくない風潮を鑑みると，女性の社会進出の為には，男性の働き方を

変えることが必要だと考えている．しかし，現在の状況では考え方的にも仕事の実情的にも難しいであ

ろう．具体的に何か案があれば良いのだが，今はここが限界であると感じている（男性） 
 

 

表6 芝浦工業大学の男女共同参画推進についての意見・要望 

 

〈ポジティブアクション〉 

・一定の目標数値を達成するまでは affirmative action が必要。自分の分野（部下）の女性比率についてコ

ミットさせる必要あり（男性） 

・同水準の研究業績であるならば女性教員を採用するという考え方は理解できるが、女性教員比率を重視す

るあまり必要な研究分野と相違があったり、業績の少ない者を採用することのないような留意していただ

きたい（女性） 

・行き過ぎて男性に対する差別にならないように気を付けるべきだと考えます（男性） 

・逆差別とならない程度の積極的な推進（男性） 

・女性を差別的（優遇措置も含め）に扱わないことが重要（男性） 

〈女性の登用〉 

・4月からの入職のため、職員だけでなく管理職に女性が多いのに改めて驚いています。中途採用であれば、

様々なキャリア、能力を持った女性が適材適所で働けるよう、取り組みを情報発信する事が肝要かと思い

ます（男性） 

〈女性比率〉 

・女性（教職員や学生）を増やすこと（数値）が、本学の男女共同参画推進の目標でしょうか。数値目標（女

性増）達成で社会的評価を得られると思うのであれば、本学は女性を優先的に採用・合格させれば良いと

思います。女性優先が評判になれば、自然と女性が集まってくると思います（教職員の質は別として。）

（男性） 

・男女共同参画が、現在の日本社会さらには国際社会において何故重要なのか、ということをわかりやすく

学生や教職員に伝える必要があります。大げさになりますが、男女共同参画が、グローバリゼーションと

同じように、世界史的必然性をもったプロセスであることを広く認識させることが重要と考えます。また、

教員や職員の採用においては、有能な女性を意識的に採用していくことを関係部局に確認し、念を押すこ

とも不可欠です。さらに、女性教員が学生たち（男子学生・女子学生）からどのように受け取られている

か、女性教員を増加させるためどのような課題があるのか、正確な実態を調査し、明らかにすることも必

要と考えます（男性） 

・採用試験や入試などにおいて、特定の性別の採用や合格を妨げるようなことがあれば改めるべきだが、そ

うでなく適切に行われた結果による男女比率の偏りに対し何らかの働きかけをすることには個人的にあま

り賛同できない。但し、どちらかの人数が少ないことによって、男性、女性のいずれかが「働きづらい」

「ストレスを感じる」といった環境を改善して働きやすくすることは非常に重要と思う（男性） 

・現在の所属学科における女子学生比率は 10～20%です．大学院進学率や博士課程進学率を勘案すると，私

の専門分野（電子・情報・通信）における女性研究者の割合は 10%程度と思われます．このような状況で，

当該分野の教員の女性比率だけを上げることは現実的ではありません．ただ数字だけを上げればよいとい

う単純な問題ではないと思います．一方で，就職希望者の女性比率と採用された者の女性比率が乖離しな

いような努力は必要と思います．また，電子・情報・通信分野に進む女子学生を増やす努力はするべきと

思います（男性） 

〈ワークライフバランス〉 

・本学と強いコネクションのあるマレーシア工科大学(UTM)では，大学内に保育園が設置されている．しかも

教職員のみならず，大学院生の子供も利用している．本学でも，子供のいる留学生がかなり増えているの

で，大学としても教職員学生のための保育施設設置を早急に考えて整備していく必要がある．これに関し

ては，日本の大学ではあまり行われていないので，男女共同参画企画の提案としてインパクトのあるもの

になり，政府系予算申請にも有効であると思われる．是非とも，男女共同参画推進室にて議論をするべき

である（男性） 

 

 

・保育園へ子供を預けることが困難である土曜、日曜の業務の削減・保育園の迎え時間にかかる夕方 5 時以

降の会議の削減・産休等による比較的急な授業開講の変更に対する柔軟な対応（男性） 

〈男性へのフォーカス〉〈学生への発信〉 

・なぜ芝浦工業大学が男女共同参画推進に力を入れているのか、今後定着・発展させていく中でどの様な素

晴らしいことが実現される可能性があるのかが、あまり学生には伝わっていない様な印象があります。ま

た、今までの男女共同参画の取組の中で「男性」の顔があまり見えない印象があります。もっと理解を深

めるために HP 等を拝見させていただきます（男性） 

・意識の変化には時間が必要です。持続的な活動を期待します。学生の巻き込み強化女性だけで！とあまり

堅苦しくならず、男性の教職員、学生も積極的に参加させた方が良いのでは（男性） 

〈職場環境整備〉 

・趣旨にそぐわないのは承知しておりますが、意見として記載させていただきます。婚姻により改姓した女

性職員が、通称名を申し出たところ「研究業績がない者には認められない」との回答だったと聞きました。

確かに「通称名使用の取扱いに関する内規」では「研究業績の関係で変更前の姓名の使用をしたいとき」

「雅号、芸名等の通称名を使用することについて、合理的な理由があると認められる場合」とあります。

この内規の対象が教員であるのは読み取れます。しかし、その女性職員がこれまで築いてきたのは「研究

業績」ではないにしろ、立派な「業務の業績」であると思います。このように職種で区別されることがあ

ればあるほど（その職種にしかできないことは別ですが）、一致団結して取り組もうという意識が薄くな

るのではないかと危惧いたしました（女性） 

・女性に対するサポートの仕組みは整えつつあるかと思います。教員職場、職員職場、学生の生活環境など、

人間が働く（活動する）場の環境に対する配慮を考えていくべきかと思います。（例えば、女性が育児休

暇、時間短縮勤務を取ることは制度としてあるが、当該者がいる職場（周りの従業員）をケアする制度な

ど、現状は、周囲の人が増員なくカバーしている（男性） 
 

 

１．５まとめ 

 役職者以外の常勤教員調査、管理職以外の専任職員調査に比べ格段に回答率が高かったことに

（６５．６％）、役職者管理職の男女共同参画推進に対する意識の高さが伺える。 

 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業

（一般型）」の開始以降の学内の変化として、回答者の約６割が、「教職員の、男女共同参画

推進の意識が変わった」、半数が「女性教員の比率が高まった」と回答した。 

 女性教員を増やしていくための方策は、「女性研究者に応募を働きかける」、「公募要領に「男

女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する」、「育児・介護中の教員の両立

支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が多く挙げられた。 

 今後定着・発展させていくべきそのほかの男女共同参画推進の取組として、「ライフイベント中の

教員への両立支援制度を充実させる」や「女子の大学院進学促進のための取組を強化する」が多く

挙げられた。 

 自由記述回答には積極的提案が多く記された。 
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動を並行して行わないと、両立支援制度や学生への活動をしても効果が上がらないのではないかと感じ

ます。社会で活躍して成功している女性だけでなく、まずは年代に関係なく、両立しながらもそれぞれ

のやりがいをもって仕事をしている女性、輝いている女性の姿を発信していくことのほうが長い目で見

た場合には有効ではないかと思います（男性） 

〈男女の働き方〉 

・単に本校の話に留まらず，日本全体で議論しなければならない案件であると感じている．小生としては，

核家族化が進み，他人を家に入れたくない風潮を鑑みると，女性の社会進出の為には，男性の働き方を

変えることが必要だと考えている．しかし，現在の状況では考え方的にも仕事の実情的にも難しいであ

ろう．具体的に何か案があれば良いのだが，今はここが限界であると感じている（男性） 
 

 

表6 芝浦工業大学の男女共同参画推進についての意見・要望 

 

〈ポジティブアクション〉 

・一定の目標数値を達成するまでは affirmative action が必要。自分の分野（部下）の女性比率についてコ

ミットさせる必要あり（男性） 

・同水準の研究業績であるならば女性教員を採用するという考え方は理解できるが、女性教員比率を重視す

るあまり必要な研究分野と相違があったり、業績の少ない者を採用することのないような留意していただ

きたい（女性） 

・行き過ぎて男性に対する差別にならないように気を付けるべきだと考えます（男性） 

・逆差別とならない程度の積極的な推進（男性） 

・女性を差別的（優遇措置も含め）に扱わないことが重要（男性） 

〈女性の登用〉 

・4月からの入職のため、職員だけでなく管理職に女性が多いのに改めて驚いています。中途採用であれば、

様々なキャリア、能力を持った女性が適材適所で働けるよう、取り組みを情報発信する事が肝要かと思い

ます（男性） 

〈女性比率〉 

・女性（教職員や学生）を増やすこと（数値）が、本学の男女共同参画推進の目標でしょうか。数値目標（女

性増）達成で社会的評価を得られると思うのであれば、本学は女性を優先的に採用・合格させれば良いと

思います。女性優先が評判になれば、自然と女性が集まってくると思います（教職員の質は別として。）

（男性） 

・男女共同参画が、現在の日本社会さらには国際社会において何故重要なのか、ということをわかりやすく

学生や教職員に伝える必要があります。大げさになりますが、男女共同参画が、グローバリゼーションと

同じように、世界史的必然性をもったプロセスであることを広く認識させることが重要と考えます。また、

教員や職員の採用においては、有能な女性を意識的に採用していくことを関係部局に確認し、念を押すこ

とも不可欠です。さらに、女性教員が学生たち（男子学生・女子学生）からどのように受け取られている

か、女性教員を増加させるためどのような課題があるのか、正確な実態を調査し、明らかにすることも必

要と考えます（男性） 

・採用試験や入試などにおいて、特定の性別の採用や合格を妨げるようなことがあれば改めるべきだが、そ

うでなく適切に行われた結果による男女比率の偏りに対し何らかの働きかけをすることには個人的にあま

り賛同できない。但し、どちらかの人数が少ないことによって、男性、女性のいずれかが「働きづらい」

「ストレスを感じる」といった環境を改善して働きやすくすることは非常に重要と思う（男性） 

・現在の所属学科における女子学生比率は 10～20%です．大学院進学率や博士課程進学率を勘案すると，私

の専門分野（電子・情報・通信）における女性研究者の割合は 10%程度と思われます．このような状況で，

当該分野の教員の女性比率だけを上げることは現実的ではありません．ただ数字だけを上げればよいとい

う単純な問題ではないと思います．一方で，就職希望者の女性比率と採用された者の女性比率が乖離しな

いような努力は必要と思います．また，電子・情報・通信分野に進む女子学生を増やす努力はするべきと

思います（男性） 

〈ワークライフバランス〉 

・本学と強いコネクションのあるマレーシア工科大学(UTM)では，大学内に保育園が設置されている．しかも

教職員のみならず，大学院生の子供も利用している．本学でも，子供のいる留学生がかなり増えているの

で，大学としても教職員学生のための保育施設設置を早急に考えて整備していく必要がある．これに関し

ては，日本の大学ではあまり行われていないので，男女共同参画企画の提案としてインパクトのあるもの

になり，政府系予算申請にも有効であると思われる．是非とも，男女共同参画推進室にて議論をするべき

である（男性） 

 

 

・保育園へ子供を預けることが困難である土曜、日曜の業務の削減・保育園の迎え時間にかかる夕方 5 時以

降の会議の削減・産休等による比較的急な授業開講の変更に対する柔軟な対応（男性） 

〈男性へのフォーカス〉〈学生への発信〉 

・なぜ芝浦工業大学が男女共同参画推進に力を入れているのか、今後定着・発展させていく中でどの様な素

晴らしいことが実現される可能性があるのかが、あまり学生には伝わっていない様な印象があります。ま

た、今までの男女共同参画の取組の中で「男性」の顔があまり見えない印象があります。もっと理解を深

めるために HP 等を拝見させていただきます（男性） 

・意識の変化には時間が必要です。持続的な活動を期待します。学生の巻き込み強化女性だけで！とあまり

堅苦しくならず、男性の教職員、学生も積極的に参加させた方が良いのでは（男性） 

〈職場環境整備〉 

・趣旨にそぐわないのは承知しておりますが、意見として記載させていただきます。婚姻により改姓した女

性職員が、通称名を申し出たところ「研究業績がない者には認められない」との回答だったと聞きました。

確かに「通称名使用の取扱いに関する内規」では「研究業績の関係で変更前の姓名の使用をしたいとき」

「雅号、芸名等の通称名を使用することについて、合理的な理由があると認められる場合」とあります。

この内規の対象が教員であるのは読み取れます。しかし、その女性職員がこれまで築いてきたのは「研究

業績」ではないにしろ、立派な「業務の業績」であると思います。このように職種で区別されることがあ

ればあるほど（その職種にしかできないことは別ですが）、一致団結して取り組もうという意識が薄くな

るのではないかと危惧いたしました（女性） 

・女性に対するサポートの仕組みは整えつつあるかと思います。教員職場、職員職場、学生の生活環境など、

人間が働く（活動する）場の環境に対する配慮を考えていくべきかと思います。（例えば、女性が育児休

暇、時間短縮勤務を取ることは制度としてあるが、当該者がいる職場（周りの従業員）をケアする制度な

ど、現状は、周囲の人が増員なくカバーしている（男性） 
 

 

１．５まとめ 

 役職者以外の常勤教員調査、管理職以外の専任職員調査に比べ格段に回答率が高かったことに

（６５．６％）、役職者管理職の男女共同参画推進に対する意識の高さが伺える。 

 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業

（一般型）」の開始以降の学内の変化として、回答者の約６割が、「教職員の、男女共同参画

推進の意識が変わった」、半数が「女性教員の比率が高まった」と回答した。 

 女性教員を増やしていくための方策は、「女性研究者に応募を働きかける」、「公募要領に「男

女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する」、「育児・介護中の教員の両立

支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が多く挙げられた。 

 今後定着・発展させていくべきそのほかの男女共同参画推進の取組として、「ライフイベント中の

教員への両立支援制度を充実させる」や「女子の大学院進学促進のための取組を強化する」が多く

挙げられた。 

 自由記述回答には積極的提案が多く記された。 
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２ 常勤教員調査 

２．１調査の概要 

目  的 

女性研究者研究活動支援事業の実施によって、教員の男女共同参画推進の課題認識と、女性研究者 

に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確認する。 

 

調査対象 

専任教員、常勤特任教員 

 

調査方法 

学内メーリングリストによりアナウンスし、学内ウェブ上に作成したアンケートページから回答

を回収する。 

 

調査時期 

２０１５年６月４日～７月７日 

 

倫理的配慮 

調査協力依頼文に次のことを誓約した。 

1.回答者を特定することはないこと 

2.調査結果は、本学における男女共同参画推進の目的にのみ使用すること 

  

２．２調査内容 

問１．ご回答者について伺います。 

性  別 女性  男性  その他  

年  齢 ２０代  ３０代  ４０代  ５０代  ６０代 

職  位 教授 准教授 講師 助教 

所属部門 工学部      機械工学科 機械機能工学科 材料工学科 応用化学科  

電気工学科 電子工学科   通信工学科 情報工学科  

土木工学科 建築学科    建築工学科 共通学群    

システム理工学部 電子情報システム学科    機械制御システム学科 

環境システム学科      生命科学科 数理科学科 

デザイン工学部  デザイン工学科 

専門職大学院工学マネジメント研究科 

教育イノベーション推進センター 

その他 

  

問２．男女共同参画推進室の開設（２０１３年１０月）、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者

研究活動支援事業（一般型）」（２０１３～１５年度）の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学

にどのような変化があったでしょうか。変わったと思われることをすべてお選びください。 

 

〈教職員〉 

1.教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 

2.女性教員の比率が高まった 

3.仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された 

4.女性の役職者や管理職が増えた 

5.女性の教職員がより活躍しやすくなった 

〈学生〉 

6.女子学生が増えた 

 

 

7.学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 

8.女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くなった 

9.学生と男女共同参画推進やワーク・ライフ・バランスについて話す機会が増えた 

〈その他〉 

10.変化はない 

11.その他（                                     ） 

 

問３．男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきとお考えのものをすべてお

選びください。 

 

〈大学として―教員募集〉 

1.女性研究者に応募を働きかける 

2.募集する教員の研究分野を広く設定する 

3.公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する 

4.一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 

5.女性性限定公募を行うポストを設ける 

〈大学として―選考過程〉 

6.能力業績等が同水準と評価された場合は女性候補者を選考することを方針とする 

7.面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 

（大学として―環境整備） 

8.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる 

9.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実させる 

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信する 

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 

〈教職員に対して〉 

12.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショップを開催する 

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

14 支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント中の教員への両立支援

制度を充実させる 

〈学生に対して〉 

15.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課以外の学生対象への活

動を充実させる 

17.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

18.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を強化する 

19.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 

〈女子小中高校生、学校、保護者に対して〉 

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 

〈その他〉 

23.その他（                                   ） 

  
問４．男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについておたずねします。（１）～

（３）のそれぞれについてあなたのお考えにあてはまるものを１つ選んでください。 
（１） 大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 

必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（２） 女子学生を増やすこと 

必要だと思う 
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２ 常勤教員調査 

２．１調査の概要 

目  的 

女性研究者研究活動支援事業の実施によって、教員の男女共同参画推進の課題認識と、女性研究者 

に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確認する。 

 

調査対象 

専任教員、常勤特任教員 

 

調査方法 

学内メーリングリストによりアナウンスし、学内ウェブ上に作成したアンケートページから回答

を回収する。 

 

調査時期 

２０１５年６月４日～７月７日 

 

倫理的配慮 

調査協力依頼文に次のことを誓約した。 

1.回答者を特定することはないこと 

2.調査結果は、本学における男女共同参画推進の目的にのみ使用すること 

  

２．２調査内容 

問１．ご回答者について伺います。 

性  別 女性  男性  その他  

年  齢 ２０代  ３０代  ４０代  ５０代  ６０代 

職  位 教授 准教授 講師 助教 

所属部門 工学部      機械工学科 機械機能工学科 材料工学科 応用化学科  

電気工学科 電子工学科   通信工学科 情報工学科  

土木工学科 建築学科    建築工学科 共通学群    

システム理工学部 電子情報システム学科    機械制御システム学科 

環境システム学科      生命科学科 数理科学科 

デザイン工学部  デザイン工学科 

専門職大学院工学マネジメント研究科 

教育イノベーション推進センター 

その他 

  

問２．男女共同参画推進室の開設（２０１３年１０月）、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者

研究活動支援事業（一般型）」（２０１３～１５年度）の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学

にどのような変化があったでしょうか。変わったと思われることをすべてお選びください。 

 

〈教職員〉 

1.教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 

2.女性教員の比率が高まった 

3.仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された 

4.女性の役職者や管理職が増えた 

5.女性の教職員がより活躍しやすくなった 

〈学生〉 

6.女子学生が増えた 

 

 

7.学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 

8.女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くなった 

9.学生と男女共同参画推進やワーク・ライフ・バランスについて話す機会が増えた 

〈その他〉 

10.変化はない 

11.その他（                                     ） 

 

問３．男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきとお考えのものをすべてお

選びください。 

 

〈大学として―教員募集〉 

1.女性研究者に応募を働きかける 

2.募集する教員の研究分野を広く設定する 

3.公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する 

4.一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 

5.女性性限定公募を行うポストを設ける 

〈大学として―選考過程〉 

6.能力業績等が同水準と評価された場合は女性候補者を選考することを方針とする 

7.面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 

（大学として―環境整備） 

8.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる 

9.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実させる 

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信する 

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 

〈教職員に対して〉 

12.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショップを開催する 

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

14 支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント中の教員への両立支援

制度を充実させる 

〈学生に対して〉 

15.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課以外の学生対象への活

動を充実させる 

17.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

18.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を強化する 

19.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 

〈女子小中高校生、学校、保護者に対して〉 

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 

〈その他〉 

23.その他（                                   ） 

  
問４．男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについておたずねします。（１）～
（３）のそれぞれについてあなたのお考えにあてはまるものを１つ選んでください。 

（１） 大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 
必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（２） 女子学生を増やすこと 

必要だと思う 
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どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（３） 数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 
必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（４） その他 

 
芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望がありましたらお書きくださいますようお
願いします。 

 

２． ３回答状況 

 対象者２４９名のうち１１１名より回答が得られた。回答率は４４．６%で、女性の回答率は男

性より１０ポイント高かった（表 7）。 

表 7 回答状況 

  対象者 回答者 回答率

男性 217 94 43.3%

女性 32 17 53.1%

 計 249 111 44.6%

 

２．４回答者の内訳 

 回答者の年齢は男女とも４０代が、同じく所属は工学部が、職位は男性は教授、女性は准教授が

最も多かった（表 8､9､10）。 

表 8 回答者の年齢 

  3０代 40 代 50 代 60 代 計 

男性 12 12.8% 42 44.7% 30 31.9% 10 10.6% 94 100.0% 

女性 4 23.5% 7 41.2% 4 23.5% 2 11.8% 17 100.0% 

計 16 0.1441 49 44.1% 34 30.6% 12 10.8% 111 100.0% 

 

 

 

表 9 回答者の所属 

  工学部 
システム

理工学部 

デザイン

工学部 
MOT 

教育イノベ

ーション推

進センター

小計 無記入 計

男性 59 63.4% 27 29.0% 1 1.1% 3 3.2% 1 1.1% 91 100.0% 3 94 

女性 8 50.0% 4 25.0% 0 0.0% 1 6.3% 3 18.8% 16 100.0% 1 17 

計 67 62.6% 31 29.0% 1 0.9% 4 3.7% 4 3.7% 107 100.0% 4 111 

 

  

 

 

問 10 回答者の職位 

  教授 准教授 講師 助教 計 

男性 57 60.6% 35 37.2% 1 1.1% 1 1.1% 94 100.0% 

女性 5 29.4% 9 52.9% 1 5.9% 2 11.8% 17 100.0% 

計 62 55.9% 44 39.6% 2 1.8% 3 2.7% 111 100.0% 

 

２．５調査結果 

（１）男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

  平成２５年度の男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学にどのような変化があ

ったと思うかと尋ねた。回答者の過半が「女性教員の比率が高まった」（５５・０％）、４割が

「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」（３９．６％）と回答した（表 11）。 

 

（２）男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきもの 

多くが文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業（一般型）」を契機に開始、

整備された男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきものを尋ねた。「育児・

介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が抜きん出て多く

（７０．３％）、次いで「女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する」（５５．０％）

が挙げられた。一方、「一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する」、「面接審査に女性候

補者を一人は残すことを方針とする」といったポジティブ・アクションは低率であった（表 12）。 

 

（３）男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションとして、（１）大学が数値目標を設

定して女性教員を増やすこと、（２）女子学生を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員

の役職者や管理職を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やす

こと、についての考えを、全専任教員・専任職員を対象に実施した「2013 年男女共同参画推進意識

調査」と同じ設問によって尋ねた。 

「女子学生を増やすこと」については、回答者の４割が「必要だと思う」と回答した。「どちら

かというと必要だと思う」と合わせて８割が肯定的回答であった。「大学が数値目標を設定して女

性教員を増やすこと」および「数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」に

ついては、いずれも「どちらともいえない」が最も多く、「数値目標を設定」しての女性増加の取

組への受け止めは両価的であった。ポジティブ・アクションの理解の浸透共有になお課題があるこ

とが示唆される（表 13）。 
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どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（３） 数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 
必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（４） その他 

 
芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望がありましたらお書きくださいますようお
願いします。 

 

２． ３回答状況 

 対象者２４９名のうち１１１名より回答が得られた。回答率は４４．６%で、女性の回答率は男

性より１０ポイント高かった（表 7）。 

表 7 回答状況 

  対象者 回答者 回答率

男性 217 94 43.3%

女性 32 17 53.1%

 計 249 111 44.6%

 

２．４回答者の内訳 

 回答者の年齢は男女とも４０代が、同じく所属は工学部が、職位は男性は教授、女性は准教授が

最も多かった（表 8､9､10）。 

表 8 回答者の年齢 

  3０代 40 代 50 代 60 代 計 

男性 12 12.8% 42 44.7% 30 31.9% 10 10.6% 94 100.0% 

女性 4 23.5% 7 41.2% 4 23.5% 2 11.8% 17 100.0% 

計 16 0.1441 49 44.1% 34 30.6% 12 10.8% 111 100.0% 

 

 

 

表 9 回答者の所属 

  工学部 
システム

理工学部 

デザイン

工学部 
MOT 

教育イノベ

ーション推

進センター

小計 無記入 計

男性 59 63.4% 27 29.0% 1 1.1% 3 3.2% 1 1.1% 91 100.0% 3 94 

女性 8 50.0% 4 25.0% 0 0.0% 1 6.3% 3 18.8% 16 100.0% 1 17 

計 67 62.6% 31 29.0% 1 0.9% 4 3.7% 4 3.7% 107 100.0% 4 111 

 

  

 

 

問 10 回答者の職位 

  教授 准教授 講師 助教 計 

男性 57 60.6% 35 37.2% 1 1.1% 1 1.1% 94 100.0% 

女性 5 29.4% 9 52.9% 1 5.9% 2 11.8% 17 100.0% 

計 62 55.9% 44 39.6% 2 1.8% 3 2.7% 111 100.0% 

 

２．５調査結果 

（１）男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

  平成２５年度の男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究

活動支援事 業（一般型）」の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学にどのような変化があ

ったと思うかと尋ねた。回答者の過半が「女性教員の比率が高まった」（５５・０％）、４割が

「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」（３９．６％）と回答した（表 11）。 

 

（２）男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきもの 

多くが文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業（一般型）」を契機に開始、

整備された男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきものを尋ねた。「育児・

介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」が抜きん出て多く

（７０．３％）、次いで「女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する」（５５．０％）

が挙げられた。一方、「一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する」、「面接審査に女性候

補者を一人は残すことを方針とする」といったポジティブ・アクションは低率であった（表 12）。 

 

（３）男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションとして、（１）大学が数値目標を設

定して女性教員を増やすこと、（２）女子学生を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員

の役職者や管理職を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やす

こと、についての考えを、全専任教員・専任職員を対象に実施した「2013 年男女共同参画推進意識

調査」と同じ設問によって尋ねた。 

「女子学生を増やすこと」については、回答者の４割が「必要だと思う」と回答した。「どちら

かというと必要だと思う」と合わせて８割が肯定的回答であった。「大学が数値目標を設定して女

性教員を増やすこと」および「数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」に

ついては、いずれも「どちらともいえない」が最も多く、「数値目標を設定」しての女性増加の取

組への受け止めは両価的であった。ポジティブ・アクションの理解の浸透共有になお課題があるこ

とが示唆される（表 13）。 
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表 11 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識【複数回答】 

項 目 男性 女性   計 

                  人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 37 39.4% 7 41.2% 44 39.6%

2. 女性教員の比率が高まった 51 54.3% 10 58.8% 61 55.0%

3. 仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された  16 17.0% 5 29.4% 21 18.9%

4. 女性の役職者や管理職が増えた 9 9.6% 1 5.9% 10 9.0% 

5. 女性の教職員がより活躍しやすくなった 18 19.1% 1 5.9% 19 17.1%

6. 女子学生が増えた 11 11.7% 2 11.8% 13 11.7%

7. 学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 7 7.4% 1 5.9% 8 7.2% 

8. 女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くな

った 
11 11.7% 0 0.0% 11 9.9% 

9. 変化はない 13 13.8% 1 5.9% 14 12.6%

10.その他*      5 5.3% 3 17.6% 8 7.2% 

％ 回答者に対する割合 

* 

〈可視化〉 

・女性の活用について話題に上ることは多くなった気がします（女性） 

〈情報発信〉 

・男女共同参画の情報発信が増えた（男性）

〈調査について〉 

・回答できるような意識を持って普段からみていないのでわからない。むしろ事実を調査して教えてほしい（男性）

・入職間もないので判断できない（男性２）

・わからない（女性 2、男性） 

   

 

（４）自由記述意見 

問２.（男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化の認識）、問３.（今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の

取組）の「その他」、および末尾「芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望」に

自由記述回答を求めた。全体的には、男女共同参画の取組の堅実な継続発展への期待、男性や学生

を対象とする取組の提案、女性教員や女子学生増加のための具体的提案など積極的意見が多く記さ

れた。一方、誤解に基づくポジティブ・アクションに対する否定的意見が散見され、ポジティブ・

アクションの理解の学内浸透は引き続き課題であることが示唆された（表 14）。 

  

 

 

 

表 12 男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべき方策 

項 目 
男 性 女 性 計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 女性研究者に応募を働きかける 40 42.6% 7 41.2% 47 42.3%

2. 募集する教員の研究分野を広く設定する 15 16.0% 7 41.2% 22 19.8%

3. 公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明

記する 
37 39.4% 8 47.1% 45 40.5%

4. 一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 6 6.4% 2 11.8% 8 7.2%

5. 女性限定公募を行うポストを設ける 12 12.8% 2 11.8% 14 12.6%

6. 能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考すること

を方針とする 
25 26.6% 8 47.1% 33 29.7%

7. 面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 6 6.4% 2 11.8% 8 7.2%

8. 育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を

充実させる 
64 68.1% 14 82.4% 78 70.3%

9. 女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を

充実させる 
21 22.3% 5 29.4% 26 23.4%

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介

発信する 
29 30.9% 6 35.3% 35 31.5%

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 33 35.1% 7 41.2% 40 36.0%

12.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 13 13.8% 7 41.2% 20 18.0%

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信

を強化する 
10 10.6% 2 11.8% 12 10.8%

14.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベ

ント中の教員への両立支援制度を充実させる 
39 41.5% 9 52.9% 48 43.2%

15 男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 13 13.8% 5 29.4% 18 16.2%

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する

正課以外の学生対象への活動を充実させる 
16 17.0% 5 29.4% 21 18.9%

17 ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信

を強化する 
20 21.3% 3 17.6% 23 20.7%

18 早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取

組を強化する 
30 31.9% 9 52.9% 39 35.1%

19 女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 46 48.9% 11 64.7% 57 51.4%

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 50 53.2% 11 64.7% 61 55.0%

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 30 31.9% 6 35.3% 36 32.4%

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 41 43.6% 9 52.9% 50 45.0%

23 その他* 5 5.3% 1 5.9% 6 5.4%
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表 11 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識【複数回答】 

項 目 男性 女性   計 

                  人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 37 39.4% 7 41.2% 44 39.6%

2. 女性教員の比率が高まった 51 54.3% 10 58.8% 61 55.0%

3. 仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された  16 17.0% 5 29.4% 21 18.9%

4. 女性の役職者や管理職が増えた 9 9.6% 1 5.9% 10 9.0% 

5. 女性の教職員がより活躍しやすくなった 18 19.1% 1 5.9% 19 17.1%

6. 女子学生が増えた 11 11.7% 2 11.8% 13 11.7%

7. 学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 7 7.4% 1 5.9% 8 7.2% 

8. 女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くな

った 
11 11.7% 0 0.0% 11 9.9% 

9. 変化はない 13 13.8% 1 5.9% 14 12.6%

10.その他*      5 5.3% 3 17.6% 8 7.2% 

％ 回答者に対する割合 

* 

〈可視化〉 

・女性の活用について話題に上ることは多くなった気がします（女性） 

〈情報発信〉 

・男女共同参画の情報発信が増えた（男性）

〈調査について〉 

・回答できるような意識を持って普段からみていないのでわからない。むしろ事実を調査して教えてほしい（男性）

・入職間もないので判断できない（男性２）

・わからない（女性 2、男性） 

   

 

（４）自由記述意見 

問２.（男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化の認識）、問３.（今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の

取組）の「その他」、および末尾「芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望」に

自由記述回答を求めた。全体的には、男女共同参画の取組の堅実な継続発展への期待、男性や学生

を対象とする取組の提案、女性教員や女子学生増加のための具体的提案など積極的意見が多く記さ

れた。一方、誤解に基づくポジティブ・アクションに対する否定的意見が散見され、ポジティブ・

アクションの理解の学内浸透は引き続き課題であることが示唆された（表 14）。 

  

 

 

 

表 12 男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべき方策 

項 目 
男 性 女 性 計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 女性研究者に応募を働きかける 40 42.6% 7 41.2% 47 42.3%

2. 募集する教員の研究分野を広く設定する 15 16.0% 7 41.2% 22 19.8%

3. 公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明

記する 
37 39.4% 8 47.1% 45 40.5%

4. 一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 6 6.4% 2 11.8% 8 7.2%

5. 女性限定公募を行うポストを設ける 12 12.8% 2 11.8% 14 12.6%

6. 能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考すること

を方針とする 
25 26.6% 8 47.1% 33 29.7%

7. 面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 6 6.4% 2 11.8% 8 7.2%

8. 育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を

充実させる 
64 68.1% 14 82.4% 78 70.3%

9. 女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を

充実させる 
21 22.3% 5 29.4% 26 23.4%

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介

発信する 
29 30.9% 6 35.3% 35 31.5%

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 33 35.1% 7 41.2% 40 36.0%

12.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 13 13.8% 7 41.2% 20 18.0%

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信

を強化する 
10 10.6% 2 11.8% 12 10.8%

14.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベ

ント中の教員への両立支援制度を充実させる 
39 41.5% 9 52.9% 48 43.2%

15 男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 13 13.8% 5 29.4% 18 16.2%

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する

正課以外の学生対象への活動を充実させる 
16 17.0% 5 29.4% 21 18.9%

17 ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信

を強化する 
20 21.3% 3 17.6% 23 20.7%

18 早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取

組を強化する 
30 31.9% 9 52.9% 39 35.1%

19 女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 46 48.9% 11 64.7% 57 51.4%

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 50 53.2% 11 64.7% 61 55.0%

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 30 31.9% 6 35.3% 36 32.4%

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 41 43.6% 9 52.9% 50 45.0%

23 その他* 5 5.3% 1 5.9% 6 5.4%
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※ 

〈女性卒業生の積極的採用〉 

・本学出身女性研究者を優遇する。女性研究者のための各種制度を十分活用して他大学に行ってしまう教員

がいるため(男性) 

〈公募時の両立支援の制度活動の積極的周知〉 

・育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を公募の際に広く知らせる（男性） 

〈女子学生増加のための情報発信〉 

・トイレがきれいで寒くないことを広く知らせる（多くの校舎が古い大学は居心地が悪いらしい）（男性）

〈女子学生のアメニティ〉 

・数年前から顧問会議で要望しているが、まったく実現されていないこととして、第 2体育館の女子トイレ

と女子更衣室の整備。20前後の女子学生にとって、過酷な状況を放置しておいて女子学生を増やしたい、

などと言っている方がおかしい。最近の芝浦は目立つことだけやって、本当に必要な地道な改善をしてい

ない（男性） 

・父母懇や個別面談など，保護者と教員が話をする（心配事を相談できる）機会があることを広く知らせる

（男性） 

〈男性への働きかけ〉 

・男性教職員の教育・意識改革（女性） 

・男性が自分自身のワーク・ライフバランスに関心を持つような啓発活動（男性） 

〈付属中学高等学校の共学化〉 

・まずは、付属中高を共学化すること（女子部の発想では取り組みと矛盾）（男性） 

 

２．６まとめ 

 役職者以外の常勤教員の４４．６%から回答が得られた。 

 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

の開始以降の学内の変化として、回答者の過半が「女性教員の比率が高まった」、４割が「教職員の、

男女共同参画推進の意識が変わった」と回答した。 

 今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組は、「育児・介護中の教員の両立支援・研究水

準維持のための制度・活動を充実させる」が抜きん出て高く、次いで「女子の受験者を増やすため、女

子小中高生への発信を強化する」が挙げられた。 

 「女子学生を増やすこと」については、回答者の４割が「必要だと思う」と回答した。「どちらかとい

うと必要だと思う」と合わせて８割が肯定的回答であった。「大学が数値目標を設定して女性教員を増

やすこと」および「数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」については、いず

れも「どちらともいえない」が最も多く、「数値目標を設定」しての女性増加の取組への受け止めは両

価的であった。ポジティブ・アクションの理解の浸透共有になお課題があることが示唆される。 

 自由記述回答には積極的提案が多く記された。 

 

 

 

 

 

 

表 13 男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

 

（１）大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 6 6.4% 4 23.5% 10 9.0% 

どちらかといえば必要だと思う 19 20.2% 6 35.3% 25 22.5% 

どちらともいえない 29 30.9% 5 29.4% 34 30.6% 

どちらかといえば必要だと思わ

ない 
12 12.8% 1 5.9% 13 11.7% 

必要だと思わない 28 29.8% 1 5.9% 29 26.1% 

計 94 100.0% 17 100.0% 111 100.0% 

（２）女子学生を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 37 39.4% 8 47.1% 45 40.5% 

どちらかといえば必要だと思う 35 37.2% 8 47.1% 43 38.7% 

どちらともいえない 15 16.0% 1 5.9% 16 14.4% 

どちらかといえば必要だと思わ

ない 
3 3.2% 0 0.0% 3 2.7% 

必要だと思わない 4 4.3% 0 0.0% 4 3.6% 

計 94 100.0% 17 100.0% 111 100.0% 

（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 7 7.4% 5 29.4% 12 10.8% 

どちらかといえば必要だと思う 21 22.3% 3 17.6% 24 21.6% 

どちらともいえない 28 29.8% 6 35.3% 34 30.6% 

どちらかといえば必要だと思わ

ない 
13 13.8% 1 5.9% 14 12.6% 

必要だと思わない 25 26.6% 2 11.8% 27 24.3% 

計 94 100.0% 17 100.0% 111 100.0% 
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※ 

〈女性卒業生の積極的採用〉 

・本学出身女性研究者を優遇する。女性研究者のための各種制度を十分活用して他大学に行ってしまう教員

がいるため(男性) 

〈公募時の両立支援の制度活動の積極的周知〉 

・育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を公募の際に広く知らせる（男性） 

〈女子学生増加のための情報発信〉 

・トイレがきれいで寒くないことを広く知らせる（多くの校舎が古い大学は居心地が悪いらしい）（男性）

〈女子学生のアメニティ〉 

・数年前から顧問会議で要望しているが、まったく実現されていないこととして、第 2体育館の女子トイレ

と女子更衣室の整備。20前後の女子学生にとって、過酷な状況を放置しておいて女子学生を増やしたい、

などと言っている方がおかしい。最近の芝浦は目立つことだけやって、本当に必要な地道な改善をしてい

ない（男性） 

・父母懇や個別面談など，保護者と教員が話をする（心配事を相談できる）機会があることを広く知らせる

（男性） 

〈男性への働きかけ〉 

・男性教職員の教育・意識改革（女性） 

・男性が自分自身のワーク・ライフバランスに関心を持つような啓発活動（男性） 

〈付属中学高等学校の共学化〉 

・まずは、付属中高を共学化すること（女子部の発想では取り組みと矛盾）（男性） 

 

２．６まとめ 

 役職者以外の常勤教員の４４．６%から回答が得られた。 

 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」

の開始以降の学内の変化として、回答者の過半が「女性教員の比率が高まった」、４割が「教職員の、

男女共同参画推進の意識が変わった」と回答した。 

 今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組は、「育児・介護中の教員の両立支援・研究水

準維持のための制度・活動を充実させる」が抜きん出て高く、次いで「女子の受験者を増やすため、女

子小中高生への発信を強化する」が挙げられた。 

 「女子学生を増やすこと」については、回答者の４割が「必要だと思う」と回答した。「どちらかとい

うと必要だと思う」と合わせて８割が肯定的回答であった。「大学が数値目標を設定して女性教員を増

やすこと」および「数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」については、いず

れも「どちらともいえない」が最も多く、「数値目標を設定」しての女性増加の取組への受け止めは両

価的であった。ポジティブ・アクションの理解の浸透共有になお課題があることが示唆される。 

 自由記述回答には積極的提案が多く記された。 

 

 

 

 

 

 

表 13 男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

 

（１）大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 6 6.4% 4 23.5% 10 9.0% 

どちらかといえば必要だと思う 19 20.2% 6 35.3% 25 22.5% 

どちらともいえない 29 30.9% 5 29.4% 34 30.6% 

どちらかといえば必要だと思わ

ない 
12 12.8% 1 5.9% 13 11.7% 

必要だと思わない 28 29.8% 1 5.9% 29 26.1% 

計 94 100.0% 17 100.0% 111 100.0% 

（２）女子学生を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 37 39.4% 8 47.1% 45 40.5% 

どちらかといえば必要だと思う 35 37.2% 8 47.1% 43 38.7% 

どちらともいえない 15 16.0% 1 5.9% 16 14.4% 

どちらかといえば必要だと思わ

ない 
3 3.2% 0 0.0% 3 2.7% 

必要だと思わない 4 4.3% 0 0.0% 4 3.6% 

計 94 100.0% 17 100.0% 111 100.0% 

（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 7 7.4% 5 29.4% 12 10.8% 

どちらかといえば必要だと思う 21 22.3% 3 17.6% 24 21.6% 

どちらともいえない 28 29.8% 6 35.3% 34 30.6% 

どちらかといえば必要だと思わ

ない 
13 13.8% 1 5.9% 14 12.6% 

必要だと思わない 25 26.6% 2 11.8% 27 24.3% 

計 94 100.0% 17 100.0% 111 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
141



 

 

表 14 芝浦工業大学の男女共同参画推進についての意見・要望 

     

〈男女共同参画の取組〉              

本学の男女共同参画推進はこの数年でめざましく進んできたと感じます。学外からもその様な声を何度と

なく聞いています（女性） 

・文部科学省の事業は大学として行うべき事柄を認識できる良い機会であったと思います。ここで得られ

た知見を基に、事業が終了しても、大学として行うべきことは継続していただきたいと考えます（女性）

・芝浦工業大学における男女共同参画とはどうあるべきか，というそもそもの議論や提案が十分ないまま

に，女性支援に偏った活動を展開しているため，マジョリティである男性教職員，学生に対して浸透し

ていかない点が問題．運営上はある程度トップダウン的に進めざるを得ないことは理解できるが，男性

に対して男性自身の働き方，人生の過ごし方も再考させるような啓発がないと全学挙げての取り組みに

昇華していくことはない（男性） 

・まだ始まって期間が短いと思われます。こういった意識の改革の様な問題については、非常に長い期間

が必要かと思われます。また社会のあり様にも歩調を合わせざるを得ないのでしょう。（就職活動等に

顕著に表れます）「暫く頑張ったがダメだった」という事にはならない様に、現実を見据えながら、確

実に、かつこの先半永久的に続くものだという意識で取り組んで行かれる事を望みます。（そもそも仕

事や社会って何なんでしょうね。家事は仕事に入らないのか？自営業には管理職など存在しない、など

の議論は昔からある様に思いますが。明治期に殖産のため、多数の女子工員が製糸場等に勤務していま

したが、彼女達についてあまりポジティブに語られる事が無いように思われます。等々、疑問が尽きま

せん）(男性) 

・数値目標を根拠なく定めるなど恥ずかしいことである。大学にあってはならないことであり、実態を知

らない文章つくりだけの素人に計画を作成させるべきでない。男女共同参画推進の基本原則は何か、そ

のために女性に求められる資質と条件は何か、議論すべき。女性の社会進出は時代の要請ではあり、そ

のように進路指導もしている。学生にとっても進路指導に力を入れることが重要である。学生への理解

が進んでいない。学科での教員の進路指導と大学の方針は異なっている。現状のままなら、男女共同参

画推進は止めたほうがまだましである（男性） 

・男女平等の原則を守る範囲内で進めるべき(男性) 

・男女というより女性だけを強調しすぎている気がします。ピンクの多用とか…（女性） 

〈女性教員〉  

・女性教員の負担が増えているのは事実だと思います（女性）  

・特に教職員の場合は様々な形での出産・育児支援制度の充実が必須．企業で働くのと違って，博士課程

修了した方がそのまま大学教員職を目指す場合，テニュアである准教授以上の職に就くのは 30 歳過ぎ，

35 歳近くが一般的でそれまでは助教を始めとする任期付き職だから，業績を稼ぐために出産・育児は考

えにくいという方が周りにも多い．テニュアを得た方が産休・育休をとりやすい制度にして欲しいし，

それが整備されている組織にこれからは優秀な方が集まるだろうと思います(男性) 

・工学部の教員の定員はシステム理工学部と比べて学生の定員との関係では少ない印象を受ける。女性教

員が得意とする分野で学科としても必要な分野があれば、定員を増とすることも検討してはどうか（男

性） 

・産休・育休（男性の育休もですが）を取る場合，常勤教員の少ない現状では本人や学科に重い負担（担

当する講義，研究室の指導学生や担任クラスの学生の指導，諸学務など）がかかり，これは女性教員の

働きやすさを低下させる原因のひとつになっていると考えます．公募教員はもちろん，役職者・管理者

 

 

は，それに適した人材に任命されるべきです．採用や任命に際しては，男性教員への逆差別が起こらな

いようにご配慮いただければと思います．もちろん，本学に非常に優秀な女性教員・職員がいらっしゃ

ることは，実際に存じ上げているつもりです(男性) 

〈ワークライフバランス〉 

・研究のための子どもを伴う際の補助をお願いします。研究会等に参加する際、自身の旅費は出ますが、

現状としては子連れで赤字になるため参加がためらわれます。また、科研費等の研究においては、旅費

等こみで申請していますが、実施するのに赤字になるので研究の遂行に支障がでます。学会等で保育室

がある場合もあり、子どもを伴うこと自体は研究会参加の支障になりませんが（あずかってくれるので）、

実質的に毎回赤字はきついので、日程を短縮して上の子を置いて行く（配偶者の方の仕事との関係で置

いていけない場合もあります）、回数を減らす、等、やはり子連れはやりくりが大変です（女性） 

・教職員の業務は専門性が高く，実質的に代替不能なものが多いため，ライフイベントに応じて勤務時間

を調整することは難しい．女性や対象者を特別扱いするのではなく，全体的に雑務を減らし，常に全員

が早く帰宅できるようにしてほしい．女性教職員のみに時間的な余裕を与え，教職員家族の家事・育児・

介護を女性（女性教職員もしくは，男性教職員の妻）にやらせることが，男女共同参画であるとは思わ

ない．男女，ライフイベントの有無に関わらず，過度な負担やストレスなく仕事ができる環境になると

良いと思います（男性） 

・昨年度は、研究支援をいただきました。ありがとうございました(女性) 

〈職場環境整備〉  

・女性教職員が働き続けたいと思う観点から、職場環境の整備を行ってほしいと思います。例えば、ライ

フワークイベントに関わる休業中の業務や教育・研究遂行支援、休憩室の配備（研究棟にも）などが挙

げられるかと思います（女性） 

・女性の方が男性と同じ条件で就業・研究・勉学が遂行できる環境整備をお願い致します（男性） 

〈女子学生増加〉  

・工業大学にとって，女子学生が入学しやすい環境を整えることは，日本の未来にとっても非常に重要だ

と思います．企業の社会的責任であると言っても過言ではないと思うので，今後も継続して頂きたいと

思います（男性） 

〈男性へのフォーカス、働きかけ〉 

・男女共同参画を推進するためには女性の教育ではなく，男性（学生・教員・職員）の教育が必要です（女

性） 

・芝浦工業大学における男女共同参画とはどうあるべきか，というそもそもの議論や提案が十分ないまま

に，女性支援に偏った活動を展開しているため，マジョリティである男性教職員，学生に対して浸透し

ていかない点が問題．運営上はある程度トップダウン的に進めざるを得ないことは理解できるが，男性

に対して男性自身の働き方，人生の過ごし方も再考させるような啓発がないと全学挙げての取り組みに

昇華していくことはない（男性） 

・共同参画推進とあらば、女性ばかりに目を向けずに広く男女に目を向けた広報が必要だと思います。た

だし、受験生や学生は別だと思いますが・・・。一方で、女性学生は男性学生とは考え方や振る舞いも

異なります。研究室内でもいろいろと問題が起こることがあります。指導においても気を回すところが

変わってくる事例がたくさんあります。そういう指導側の教職員に対するケアや対応についても検討い

ただけると非常にありがたく思います。ぜひともメンタルケアや指導方法などの視点でも検討をお願い

いたします（男性） 
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表 14 芝浦工業大学の男女共同参画推進についての意見・要望 

     

〈男女共同参画の取組〉              

本学の男女共同参画推進はこの数年でめざましく進んできたと感じます。学外からもその様な声を何度と

なく聞いています（女性） 

・文部科学省の事業は大学として行うべき事柄を認識できる良い機会であったと思います。ここで得られ

た知見を基に、事業が終了しても、大学として行うべきことは継続していただきたいと考えます（女性）

・芝浦工業大学における男女共同参画とはどうあるべきか，というそもそもの議論や提案が十分ないまま

に，女性支援に偏った活動を展開しているため，マジョリティである男性教職員，学生に対して浸透し

ていかない点が問題．運営上はある程度トップダウン的に進めざるを得ないことは理解できるが，男性

に対して男性自身の働き方，人生の過ごし方も再考させるような啓発がないと全学挙げての取り組みに

昇華していくことはない（男性） 

・まだ始まって期間が短いと思われます。こういった意識の改革の様な問題については、非常に長い期間

が必要かと思われます。また社会のあり様にも歩調を合わせざるを得ないのでしょう。（就職活動等に

顕著に表れます）「暫く頑張ったがダメだった」という事にはならない様に、現実を見据えながら、確

実に、かつこの先半永久的に続くものだという意識で取り組んで行かれる事を望みます。（そもそも仕

事や社会って何なんでしょうね。家事は仕事に入らないのか？自営業には管理職など存在しない、など

の議論は昔からある様に思いますが。明治期に殖産のため、多数の女子工員が製糸場等に勤務していま

したが、彼女達についてあまりポジティブに語られる事が無いように思われます。等々、疑問が尽きま

せん）(男性) 

・数値目標を根拠なく定めるなど恥ずかしいことである。大学にあってはならないことであり、実態を知

らない文章つくりだけの素人に計画を作成させるべきでない。男女共同参画推進の基本原則は何か、そ

のために女性に求められる資質と条件は何か、議論すべき。女性の社会進出は時代の要請ではあり、そ

のように進路指導もしている。学生にとっても進路指導に力を入れることが重要である。学生への理解

が進んでいない。学科での教員の進路指導と大学の方針は異なっている。現状のままなら、男女共同参

画推進は止めたほうがまだましである（男性） 

・男女平等の原則を守る範囲内で進めるべき(男性) 

・男女というより女性だけを強調しすぎている気がします。ピンクの多用とか…（女性） 

〈女性教員〉  

・女性教員の負担が増えているのは事実だと思います（女性）  

・特に教職員の場合は様々な形での出産・育児支援制度の充実が必須．企業で働くのと違って，博士課程

修了した方がそのまま大学教員職を目指す場合，テニュアである准教授以上の職に就くのは 30 歳過ぎ，

35 歳近くが一般的でそれまでは助教を始めとする任期付き職だから，業績を稼ぐために出産・育児は考

えにくいという方が周りにも多い．テニュアを得た方が産休・育休をとりやすい制度にして欲しいし，

それが整備されている組織にこれからは優秀な方が集まるだろうと思います(男性) 

・工学部の教員の定員はシステム理工学部と比べて学生の定員との関係では少ない印象を受ける。女性教

員が得意とする分野で学科としても必要な分野があれば、定員を増とすることも検討してはどうか（男

性） 

・産休・育休（男性の育休もですが）を取る場合，常勤教員の少ない現状では本人や学科に重い負担（担

当する講義，研究室の指導学生や担任クラスの学生の指導，諸学務など）がかかり，これは女性教員の

働きやすさを低下させる原因のひとつになっていると考えます．公募教員はもちろん，役職者・管理者

 

 

は，それに適した人材に任命されるべきです．採用や任命に際しては，男性教員への逆差別が起こらな

いようにご配慮いただければと思います．もちろん，本学に非常に優秀な女性教員・職員がいらっしゃ

ることは，実際に存じ上げているつもりです(男性) 

〈ワークライフバランス〉 

・研究のための子どもを伴う際の補助をお願いします。研究会等に参加する際、自身の旅費は出ますが、

現状としては子連れで赤字になるため参加がためらわれます。また、科研費等の研究においては、旅費

等こみで申請していますが、実施するのに赤字になるので研究の遂行に支障がでます。学会等で保育室

がある場合もあり、子どもを伴うこと自体は研究会参加の支障になりませんが（あずかってくれるので）、

実質的に毎回赤字はきついので、日程を短縮して上の子を置いて行く（配偶者の方の仕事との関係で置

いていけない場合もあります）、回数を減らす、等、やはり子連れはやりくりが大変です（女性） 

・教職員の業務は専門性が高く，実質的に代替不能なものが多いため，ライフイベントに応じて勤務時間

を調整することは難しい．女性や対象者を特別扱いするのではなく，全体的に雑務を減らし，常に全員

が早く帰宅できるようにしてほしい．女性教職員のみに時間的な余裕を与え，教職員家族の家事・育児・

介護を女性（女性教職員もしくは，男性教職員の妻）にやらせることが，男女共同参画であるとは思わ

ない．男女，ライフイベントの有無に関わらず，過度な負担やストレスなく仕事ができる環境になると

良いと思います（男性） 

・昨年度は、研究支援をいただきました。ありがとうございました(女性) 

〈職場環境整備〉  

・女性教職員が働き続けたいと思う観点から、職場環境の整備を行ってほしいと思います。例えば、ライ

フワークイベントに関わる休業中の業務や教育・研究遂行支援、休憩室の配備（研究棟にも）などが挙

げられるかと思います（女性） 

・女性の方が男性と同じ条件で就業・研究・勉学が遂行できる環境整備をお願い致します（男性） 

〈女子学生増加〉  

・工業大学にとって，女子学生が入学しやすい環境を整えることは，日本の未来にとっても非常に重要だ

と思います．企業の社会的責任であると言っても過言ではないと思うので，今後も継続して頂きたいと

思います（男性） 

〈男性へのフォーカス、働きかけ〉 

・男女共同参画を推進するためには女性の教育ではなく，男性（学生・教員・職員）の教育が必要です（女

性） 

・芝浦工業大学における男女共同参画とはどうあるべきか，というそもそもの議論や提案が十分ないまま

に，女性支援に偏った活動を展開しているため，マジョリティである男性教職員，学生に対して浸透し

ていかない点が問題．運営上はある程度トップダウン的に進めざるを得ないことは理解できるが，男性

に対して男性自身の働き方，人生の過ごし方も再考させるような啓発がないと全学挙げての取り組みに

昇華していくことはない（男性） 

・共同参画推進とあらば、女性ばかりに目を向けずに広く男女に目を向けた広報が必要だと思います。た

だし、受験生や学生は別だと思いますが・・・。一方で、女性学生は男性学生とは考え方や振る舞いも

異なります。研究室内でもいろいろと問題が起こることがあります。指導においても気を回すところが

変わってくる事例がたくさんあります。そういう指導側の教職員に対するケアや対応についても検討い

ただけると非常にありがたく思います。ぜひともメンタルケアや指導方法などの視点でも検討をお願い

いたします（男性） 
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・男性の育児休暇取得例なども増えるとよいと思う(男性) 

・子育て支援は男女教員共施策があると聞いていたが、男性教員に対する施策は聞いていないと思います

（男性） 

〈学生への働きかけ〉 

・学生を巻き込めるような，例えば正課への取り込みが増えることが重要と思います（男性） 

〈付属中高の共学化〉     

・付属中高の共学化、派遣女性職員の適性評価、処遇などから始めない限りは、この取り組みは本学の現

状と矛盾していると思います。共学化されないらしいという噂に対しては、女子学生達が怒っています

（男性） 

〈本調査について〉  

・今回の調査に関して，倫理的配慮「回答者を特定することはありません」としておきながら，性別，年

齢，所属，職位まで記入させるようなフォーマットになっており，全て入力しないと登録できないよう

になっております。性別，年齢，所属，職位をすべて入力させる，ということは，回答者を特定させる

ことにあたるのではないでしょうか。特に，各部門に数名しかいない女性教員については，ほとんどの

方が特定されてしまう可能性があります。少なくとも私の場合は一意に定まります。回答者に関する情

報を「回答しない」，という選択肢を入れておいて頂ければありがたかったです（女性） 

・最初の画面において、学科の特定をしないでいただきたいです（女性） 

        

 

 

  

 

 

３ 専任職員調査 

３．１調査の概要 

目  的 

女性研究者研究活動支援事業の実施によって、職員の男女共同参画推進の課題認識と、女性研究者 

に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確認する。 

 

調査対象 

専任職員 

 

調査方法 

学内メーリングリストによりアナウンスし、学内ウェブ上に作成したアンケートページから回答

を回収する。 

 

調査時期 

平成２７年６月４日～７月７日 

 

倫理的配慮 

調査協力依頼文に次のことを誓約した。 

1.回答者を特定することはないこと 

2.調査結果は、本学における男女共同参画推進の目的にのみ使用すること 

  

３．２調査内容 

問１．ご回答者について伺います。 

性  別 女性  男性  その他  

年  齢 ２０代  ３０代  ４０代  ５０代  ６０代 

所属部門 総務部 財務部 施設管財部 就職・キャリア支援部 経営企画部 入試部 学事部

   情報システム部 国際部 研究推進室   図書館 学生・教職員健康相談室 

     芝浦工業大学柏中学高等学校 芝浦工業大学中学高等学校 

 

問２．男女共同参画推進室の開設（２０１３年１０月）、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者

研究活動支援事業（一般型）」（２０１３～１５年度）の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学

にどのような変化があったでしょうか。変わったと思われることをすべてお選びください。 

 

〈教職員〉 

1.教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 

2.女性教員の比率が高まった 

3.仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された 

4.女性の役職者や管理職が増えた 

5.女性の教職員がより活躍しやすくなった 

〈学生〉 

6.女子学生が増えた 

7.学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 

8.女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くなった 

9.学生と男女共同参画推進やワーク・ライフ・バランスについて話す機会が増えた 

〈その他〉 

10.変化はない 

11.その他（                                     ） 
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・男性の育児休暇取得例なども増えるとよいと思う(男性) 

・子育て支援は男女教員共施策があると聞いていたが、男性教員に対する施策は聞いていないと思います

（男性） 

〈学生への働きかけ〉 

・学生を巻き込めるような，例えば正課への取り込みが増えることが重要と思います（男性） 

〈付属中高の共学化〉     

・付属中高の共学化、派遣女性職員の適性評価、処遇などから始めない限りは、この取り組みは本学の現

状と矛盾していると思います。共学化されないらしいという噂に対しては、女子学生達が怒っています

（男性） 

〈本調査について〉  

・今回の調査に関して，倫理的配慮「回答者を特定することはありません」としておきながら，性別，年

齢，所属，職位まで記入させるようなフォーマットになっており，全て入力しないと登録できないよう

になっております。性別，年齢，所属，職位をすべて入力させる，ということは，回答者を特定させる

ことにあたるのではないでしょうか。特に，各部門に数名しかいない女性教員については，ほとんどの

方が特定されてしまう可能性があります。少なくとも私の場合は一意に定まります。回答者に関する情

報を「回答しない」，という選択肢を入れておいて頂ければありがたかったです（女性） 

・最初の画面において、学科の特定をしないでいただきたいです（女性） 

        

 

 

  

 

 

３ 専任職員調査 

３．１調査の概要 

目  的 

女性研究者研究活動支援事業の実施によって、職員の男女共同参画推進の課題認識と、女性研究者 

に対するポジティブ・アクションの理解が深まったかを確認する。 

 

調査対象 

専任職員 

 

調査方法 

学内メーリングリストによりアナウンスし、学内ウェブ上に作成したアンケートページから回答

を回収する。 

 

調査時期 

平成２７年６月４日～７月７日 

 

倫理的配慮 

調査協力依頼文に次のことを誓約した。 

1.回答者を特定することはないこと 

2.調査結果は、本学における男女共同参画推進の目的にのみ使用すること 

  

３．２調査内容 

問１．ご回答者について伺います。 

性  別 女性  男性  その他  

年  齢 ２０代  ３０代  ４０代  ５０代  ６０代 

所属部門 総務部 財務部 施設管財部 就職・キャリア支援部 経営企画部 入試部 学事部

   情報システム部 国際部 研究推進室   図書館 学生・教職員健康相談室 

     芝浦工業大学柏中学高等学校 芝浦工業大学中学高等学校 

 

問２．男女共同参画推進室の開設（２０１３年１０月）、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者

研究活動支援事業（一般型）」（２０１３～１５年度）の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学

にどのような変化があったでしょうか。変わったと思われることをすべてお選びください。 

 

〈教職員〉 

1.教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 

2.女性教員の比率が高まった 

3.仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された 

4.女性の役職者や管理職が増えた 

5.女性の教職員がより活躍しやすくなった 

〈学生〉 

6.女子学生が増えた 

7.学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 

8.女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くなった 

9.学生と男女共同参画推進やワーク・ライフ・バランスについて話す機会が増えた 

〈その他〉 

10.変化はない 

11.その他（                                     ） 
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問３．男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきとお考えのものをすべてお

選びください。 

 

〈大学として―教員募集〉 

1.女性研究者に応募を働きかける 

2.募集する教員の研究分野を広く設定する 

3.公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する 

4.一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 

5.女性性限定公募を行うポストを設ける 

〈大学として―選考過程〉 

6.能力業績等が同水準と評価された場合は女性候補者を選考することを方針とする 

7.面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 

（大学として―環境整備） 

8.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる 

9.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実させる 

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信する 

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 

〈教職員に対して〉 

12.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショップを開催する 

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

14 支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント中の教員への両立支援

制度を充実させる 

〈学生に対して〉 

15.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課以外の学生対象への活

動を充実させる 

17.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

18.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を強化する 

19.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 

〈女子小中高校生、学校、保護者に対して〉 

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 

〈その他〉 

23.その他（                                   ） 

  
問４．男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについておたずねします。（１）～
（３）のそれぞれについてあなたのお考えにあてはまるものを１つ選んでください。 

（５） 大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 
必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（６） 女子学生を増やすこと 

必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（７） 数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 
必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 

 

 

どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（８） その他 
 
芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望がありましたらお書きくださいますようお
願いします。 
 

３． ３回答状況 

 対象者１２７名のうち５１名より回答が得られた。回答率は４０．２%で、男女差はみられなか

った（表 15）。 

 

表 15 回答状況 

  対象者 回答者 回答率

男性 58 24 41.4%

女性 69 27 39.1%

 計 127 51 40.2%

 

３．４回答者の内訳 

 回答者の年齢は３０代が最も多く、所属部門の分布は表 17 の通りであった（表 16､17）。 

 

表 16 回答者の年齢 

  20 代 3０代 40 代 50 代 60 代 計 

男性 8 33.3% 11 45.8% 4 16.7% 1 4.2% 0 0% 24 100.0% 

女性 8 29.6% 7 3.7% 4 14.8% 6 22.2% 2 7.4% 27 100.0% 

計 16 31.4% 18 35.3% 8 15.7% 7 13.7% 2 3.9% 51 100.0% 

 

３．５調査結果 

（１）男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

  平成２５年度の男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究

活動支援事業（一般型）」の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学にどのような変化があ

ったと思うかと尋ねた。回答者の約半数が「女性教員の比率が高まった」（４７．１％）、４割

が「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」（４１．２％）と回答した（表 18）。 

 

（２）男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきもの 

多くが文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」を契機に開始、

整備された男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきものを尋ねた。「女子

在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する」が最も多く（７０．３％）、次いで「女子

の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する」（５８．８％）、「育児・介護中の教員の

両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」（５６．９％）等が挙げられた。一方、「一

定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する」、「女性限定公募を行うポストを設ける」、「面接

審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする」といったポジティブ・アクションは低率であっ

た（表 19）。 
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問３．男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきとお考えのものをすべてお

選びください。 

 

〈大学として―教員募集〉 

1.女性研究者に応募を働きかける 

2.募集する教員の研究分野を広く設定する 

3.公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記する 

4.一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 

5.女性性限定公募を行うポストを設ける 

〈大学として―選考過程〉 

6.能力業績等が同水準と評価された場合は女性候補者を選考することを方針とする 

7.面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 

（大学として―環境整備） 

8.育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる 

9.女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実させる 

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信する 

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 

〈教職員に対して〉 

12.男女共同参画推進の意識啓発のためのシンポジウムやワークショップを開催する 

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

14 支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント中の教員への両立支援

制度を充実させる 

〈学生に対して〉 

15.男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課以外の学生対象への活

動を充実させる 

17.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強化する 

18.早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を強化する 

19.女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 

〈女子小中高校生、学校、保護者に対して〉 

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 

〈その他〉 

23.その他（                                   ） 

  
問４．男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについておたずねします。（１）～
（３）のそれぞれについてあなたのお考えにあてはまるものを１つ選んでください。 

（５） 大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 
必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（６） 女子学生を増やすこと 

必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 
どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（７） 数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 
必要だと思う 
どちらかといえば必要だと思う 
どちらともいえない 

 

 

どちらかといえば必要だと思わない 
必要だと思わない 

 
（８） その他 
 
芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望がありましたらお書きくださいますようお
願いします。 
 

３． ３回答状況 

 対象者１２７名のうち５１名より回答が得られた。回答率は４０．２%で、男女差はみられなか

った（表 15）。 

 

表 15 回答状況 

  対象者 回答者 回答率

男性 58 24 41.4%

女性 69 27 39.1%

 計 127 51 40.2%

 

３．４回答者の内訳 

 回答者の年齢は３０代が最も多く、所属部門の分布は表 17 の通りであった（表 16､17）。 

 

表 16 回答者の年齢 

  20 代 3０代 40 代 50 代 60 代 計 

男性 8 33.3% 11 45.8% 4 16.7% 1 4.2% 0 0% 24 100.0% 

女性 8 29.6% 7 3.7% 4 14.8% 6 22.2% 2 7.4% 27 100.0% 

計 16 31.4% 18 35.3% 8 15.7% 7 13.7% 2 3.9% 51 100.0% 

 

３．５調査結果 

（１）男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

  平成２５年度の男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究

活動支援事業（一般型）」の開始以降、男女共同参画推進に関して、全学にどのような変化があ

ったと思うかと尋ねた。回答者の約半数が「女性教員の比率が高まった」（４７．１％）、４割

が「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」（４１．２％）と回答した（表 18）。 

 

（２）男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきもの 

多くが文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」を契機に開始、

整備された男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべきものを尋ねた。「女子

在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する」が最も多く（７０．３％）、次いで「女子

の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する」（５８．８％）、「育児・介護中の教員の

両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実させる」（５６．９％）等が挙げられた。一方、「一

定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する」、「女性限定公募を行うポストを設ける」、「面接

審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする」といったポジティブ・アクションは低率であっ

た（表 19）。 
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表 17 回答者の所属 

 

所属部門 男性(人) 女性(人) 計(人) 

総務部 1 3 4 

財務部 0 3 3 

施設管財部 3 2 5 

就職キャリア支援部 1 1 2 

経営企画部 3 2 5 

入試部 2 1 3 

学事部 9 9 18 

情報システム部 1 0 1 

国際部 2 3 5 

研究推進室 0 2 2 

学生教職員健康相談室 0 1 1 

図書館 1 0 1 

芝浦工業大学柏中学高等学校 0 0 0 

芝浦工業大学中学高等学校 1 0 1 

計(人) 24 27 51 

 

（３）男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションとして、（１）大学が数値目標を設

定して女性教員を増やすこと、（２）女子学生を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員

の役職者や管理職を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やす

こと、についての考えを、全専任教員・専任職員を対象に実施した「2013 年男女共同参画推進意識

調査」と同じ設問によって尋ねた。 

「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」については、回答者の１／４が、「必要だ

と思う」と回答した。「どちらかというと必要だと思う」と合わせて２／３が肯定的回答で、「どち

らともいえない」が最多で、やや否定的回答が優勢であった常勤教員調査とは異なる結果となった。    

「女子学生を増やすこと」については、回答者の６割が「必要だと思う」と回答した。「どちら

かというと必要だと思う」と合わせて９割が肯定的回答で、これらの割合は常勤教員調査よりも高

かった。 

「数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」については、「どちらともい

えない」が最も多かった。が、「必要だと思う」と「どちらかというと必要だと思う」を合わせた

肯定的回答が約半数を占め、「どちらともいえない」が最多で、やや否定的回答が優勢であった常

勤教員調査とは異なる結果となった。 

全般に、ポジティブ・アクションの理解が、一定程度浸透共有していることがうかがえる（表 20）。 

 

 

 

 

 

 

表 18 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

複数回答 

項 目 男性 女性   計 

                  人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 12 50.0% 9 33.3% 21 41.2%

2. 女性教員の比率が高まった 13 54.2% 11 40.7% 24 47.1%

3. 仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された  0 0.0% 4 14.8% 4 7.8% 

4. 女性の役職者や管理職が増えた 1 4.2% 2 7.4% 3 5.9% 

5. 女性の教職員がより活躍しやすくなった 5 20.8% 5 18.5% 10 19.6%

6. 女子学生が増えた 5 20.8% 4 14.8% 9 17.6%

7. 学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 2 8.3% 1 3.7% 3 5.9% 

8. 女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くな

った 
5 20.8% 2 7.4% 7 13.7%

9. 変化はない 3 12.5% 7 25.9% 10 19.6%

10.その他*      0 0.0% 1 3.7% 1 2.0% 

％ 回答者に対する割合 

* 

〈調査について〉            

入職間もないので変化が分からない（女性） 

   

（４）自由記述意見 

問 2.（男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化の認識）、問 3.（今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の

取組）の「その他」、および末尾「芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望」に

自由記述回答を求めた。全体的には、女性が応募したくなるような環境整備、学生の男女共同参画

やワーク・ライフ・バランスに関する学習機会の充実など、積極的提案が多く記された。また、職

員のワーク・ライフ・バランスと男女共同参画、Shiba-jo プラチナネットワークのありかたや校歌

のことなど事務局職務の現場ならではの具体的指摘がみられた（表 21）。 

  

 ３．６まとめ 

 管理職役職者以外の専任職員の４０．２％から回答が得られた。 

 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化として、回答者の約半数が「女性教員の比率が高まった」、

４割が「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」と回答した。 

 今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組は、「女子在学生に対するロールモデルや

キャリアパス提示を強化する」が最も多く、次いで「女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親

世代への発信を強化する」、「育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動

を充実させる」等が挙げられた。 
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表 17 回答者の所属 

 

所属部門 男性(人) 女性(人) 計(人) 

総務部 1 3 4 

財務部 0 3 3 

施設管財部 3 2 5 

就職キャリア支援部 1 1 2 

経営企画部 3 2 5 

入試部 2 1 3 

学事部 9 9 18 

情報システム部 1 0 1 

国際部 2 3 5 

研究推進室 0 2 2 

学生教職員健康相談室 0 1 1 

図書館 1 0 1 

芝浦工業大学柏中学高等学校 0 0 0 

芝浦工業大学中学高等学校 1 0 1 

計(人) 24 27 51 

 

（３）男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションとして、（１）大学が数値目標を設

定して女性教員を増やすこと、（２）女子学生を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員

の役職者や管理職を増やすこと、（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やす

こと、についての考えを、全専任教員・専任職員を対象に実施した「2013 年男女共同参画推進意識

調査」と同じ設問によって尋ねた。 

「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」については、回答者の１／４が、「必要だ

と思う」と回答した。「どちらかというと必要だと思う」と合わせて２／３が肯定的回答で、「どち

らともいえない」が最多で、やや否定的回答が優勢であった常勤教員調査とは異なる結果となった。    

「女子学生を増やすこと」については、回答者の６割が「必要だと思う」と回答した。「どちら

かというと必要だと思う」と合わせて９割が肯定的回答で、これらの割合は常勤教員調査よりも高

かった。 

「数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」については、「どちらともい

えない」が最も多かった。が、「必要だと思う」と「どちらかというと必要だと思う」を合わせた

肯定的回答が約半数を占め、「どちらともいえない」が最多で、やや否定的回答が優勢であった常

勤教員調査とは異なる結果となった。 

全般に、ポジティブ・アクションの理解が、一定程度浸透共有していることがうかがえる（表 20）。 

 

 

 

 

 

 

表 18 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事 業

（一般型）」の開始以降の学内の変化の認識 

複数回答 

項 目 男性 女性   計 

                  人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった 12 50.0% 9 33.3% 21 41.2%

2. 女性教員の比率が高まった 13 54.2% 11 40.7% 24 47.1%

3. 仕事と育児や介護との両立環境が整備改善された  0 0.0% 4 14.8% 4 7.8% 

4. 女性の役職者や管理職が増えた 1 4.2% 2 7.4% 3 5.9% 

5. 女性の教職員がより活躍しやすくなった 5 20.8% 5 18.5% 10 19.6%

6. 女子学生が増えた 5 20.8% 4 14.8% 9 17.6%

7. 学生の、男女共同参画推進の意識が変わった 2 8.3% 1 3.7% 3 5.9% 

8. 女子学生、大学院生の学習・研究・学生生活の環境がより良くな

った 
5 20.8% 2 7.4% 7 13.7%

9. 変化はない 3 12.5% 7 25.9% 10 19.6%

10.その他*      0 0.0% 1 3.7% 1 2.0% 

％ 回答者に対する割合 

* 

〈調査について〉            

入職間もないので変化が分からない（女性） 

   

（４）自由記述意見 

問 2.（男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化の認識）、問 3.（今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の

取組）の「その他」、および末尾「芝浦工業大学の男女共同参画推進についてのご意見ご要望」に

自由記述回答を求めた。全体的には、女性が応募したくなるような環境整備、学生の男女共同参画

やワーク・ライフ・バランスに関する学習機会の充実など、積極的提案が多く記された。また、職

員のワーク・ライフ・バランスと男女共同参画、Shiba-jo プラチナネットワークのありかたや校歌

のことなど事務局職務の現場ならではの具体的指摘がみられた（表 21）。 

  

 ３．６まとめ 

 管理職役職者以外の専任職員の４０．２％から回答が得られた。 

 男女共同参画推進室の開設、文部科学省人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一

般型）」の開始以降の学内の変化として、回答者の約半数が「女性教員の比率が高まった」、

４割が「教職員の、男女共同参画推進の意識が変わった」と回答した。 

 今後定着・発展させていくべき男女共同参画推進の取組は、「女子在学生に対するロールモデルや

キャリアパス提示を強化する」が最も多く、次いで「女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親

世代への発信を強化する」、「育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動

を充実させる」等が挙げられた。 
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 「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」については、２／３が肯定的回答であっ

た。「女子学生を増やすこと」については、９割が肯定的回答であった。「数値目標を設定し

て女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」については、「どちらともいえない」が最も多

かった。が、「必要だと思う」と「どちらかというと必要だと思う」を合わせた肯定的回答が

約半数を占めた。全般に「どちらともいえない」が最も多く、とくに数値目標を設定しての取

り組みにやや否定的回答が優勢であった常勤教員調査の結果とは異なる分布となり、ポジティ

ブ・アクションの理解が、一定程度浸透共有していることがうかがえる。 

 自由記述回答には積極的具体的提案が多く記された。 

 

  

 

 

表 19 男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべき方策 

項 目 
男 性 女 性 計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 女性研究者に応募を働きかける 11 45.8% 8 29.6% 19 37.3%

2. 募集する教員の研究分野を広く設定する 4 16.7% 6 22.2% 10 19.6%

3. 公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記す

る 
8 33.3% 8 29.6% 16 31.4%

4. 一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 6 6.4% 2 11.8% 8 7.2%

5. 女性限定公募を行うポストを設ける 5 20.8% 1 3.7% 6 11.8%

6. 能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考することを方

針とする 
3 12.5% 5 18.5% 8 15.7%

7. 面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 2 8.3% 4 14.8% 6 11.8%

8. 育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実

させる 
13 54.2% 16 59.3% 29 56.9%

9. 女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実

させる 
7 22.3% 5 29.4% 26 23.4%

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信

する 
10 41.7% 6 22.2% 16 31.4%

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 13 54.2% 7 25.9% 20 39.2%

12.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 8 33.3% 5 18.5% 13 25.5%

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を

強化する 
5 20.8% 1 3.7% 6 11.8%

14.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント

中の教員への両立支援制度を充実させる 
4 16.7% 5 18.5% 9 17.6%

15 男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 7 29.2% 8 29.6% 15 29.4%

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課

以外の学生対象への活動を充実させる 
6 25.0% 8 29.6% 14 27.5%

17 ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強

化する 
8 33.3% 3 11.1% 11 21.6%

18 早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を

強化する 
5 20.8% 7 25.9% 12 23.5%

19 女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 19 79.2% 12 44.4% 31 60.8%

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 17 70.8% 9 33.3% 26 51.0%

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 12 50.0% 7 25.9% 19 37.3%

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 17 70.8% 13 48.1% 30 58.8%

23 その他* 1 4.2% 0 0.0% 1 2.0%

* 

〈職員対象の取組〉 

教員だけでなく、職員への支援や補助の強化（男性） 
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 「大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと」については、２／３が肯定的回答であっ

た。「女子学生を増やすこと」については、９割が肯定的回答であった。「数値目標を設定し

て女性教職員の役職者や管理職を増やすこと」については、「どちらともいえない」が最も多

かった。が、「必要だと思う」と「どちらかというと必要だと思う」を合わせた肯定的回答が

約半数を占めた。全般に「どちらともいえない」が最も多く、とくに数値目標を設定しての取

り組みにやや否定的回答が優勢であった常勤教員調査の結果とは異なる分布となり、ポジティ

ブ・アクションの理解が、一定程度浸透共有していることがうかがえる。 

 自由記述回答には積極的具体的提案が多く記された。 

 

  

 

 

表 19 男女共同参画推進の取組のうち、今後定着・発展させていくべき方策 

項 目 
男 性 女 性 計 

人 ％ 人 ％ 人 ％ 

1. 女性研究者に応募を働きかける 11 45.8% 8 29.6% 19 37.3%

2. 募集する教員の研究分野を広く設定する 4 16.7% 6 22.2% 10 19.6%

3. 公募要領に「男女共同参画推進への取組」や「女性の応募歓迎」を明記す

る 
8 33.3% 8 29.6% 16 31.4%

4. 一定期間内の、女性教員割合の数値目標を設定する 6 6.4% 2 11.8% 8 7.2%

5. 女性限定公募を行うポストを設ける 5 20.8% 1 3.7% 6 11.8%

6. 能力業績等が同水準と評価された場合は、女性候補者を選考することを方

針とする 
3 12.5% 5 18.5% 8 15.7%

7. 面接審査に女性候補者を一人は残すことを方針とする 2 8.3% 4 14.8% 6 11.8%

8. 育児・介護中の教員の両立支援・研究水準維持のための制度・活動を充実

させる 
13 54.2% 16 59.3% 29 56.9%

9. 女性研究者メンター制度、女性ネットワークなど女性のための活動を充実

させる 
7 22.3% 5 29.4% 26 23.4%

10.芝浦工業大学の女性研究者研究活動、男女共同参画推進の取組を紹介発信

する 
10 41.7% 6 22.2% 16 31.4%

11.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 13 54.2% 7 25.9% 20 39.2%

12.芝浦工業大学の魅力・強みを紹介発信する 8 33.3% 5 18.5% 13 25.5%

13.ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を

強化する 
5 20.8% 1 3.7% 6 11.8%

14.支援員配置、ベビーシッター費用補助、勤務軽減措置等、ライフイベント

中の教員への両立支援制度を充実させる 
4 16.7% 5 18.5% 9 17.6%

15 男女共同参画やワーク・ライフ・バランスを扱う授業科目を設ける 7 29.2% 8 29.6% 15 29.4%

16.イベント開催等、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに関する正課

以外の学生対象への活動を充実させる 
6 25.0% 8 29.6% 14 27.5%

17 ウェブサイトやニュースレターを通じた男女共同参画推進の情報発信を強

化する 
8 33.3% 3 11.1% 11 21.6%

18 早期のガイダンス、経済的支援等、女子の大学院進学促進のための取組を

強化する 
5 20.8% 7 25.9% 12 23.5%

19 女子在学生に対するロールモデルやキャリアパス提示を強化する 19 79.2% 12 44.4% 31 60.8%

20.女子の受験者を増やすため、女子小中高生への発信を強化する 17 70.8% 9 33.3% 26 51.0%

21.女子の受験者を増やすため、初等中等学校への働きかけを強化する 12 50.0% 7 25.9% 19 37.3%

22.女子の受験者を増やすため、子どもを持つ親世代への発信を強化する 17 70.8% 13 48.1% 30 58.8%

23 その他* 1 4.2% 0 0.0% 1 2.0%

* 

〈職員対象の取組〉 

教員だけでなく、職員への支援や補助の強化（男性） 
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表 20 男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

 

（１）大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 6 25.0% 7 25.9% 13 25.5% 

どちらかといえば必要だと思う 13 54.2% 8 29.6% 21 41.2% 

どちらともいえない 0 0.0% 8 29.6% 8 15.7% 

どちらかといえば必要だと思わない 1 4.2% 1 3.7% 2 3.9% 

必要だと思わない 4 16.7% 3 11.1% 7 13.7% 

計 24 100.0% 27 100.0% 51 100.0% 

（２）女子学生を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 16 66.7% 13 48.1% 29 56.9% 

どちらかといえば必要だと思う 7 29.2% 8 29.6% 15 29.4% 

どちらともいえない 1 4.2% 6 22.2% 7 13.7% 

どちらかといえば必要だと思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

必要だと思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

計 24 100.0% 27 100.0% 51 100.0% 

（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 6 25.0% 5 18.5% 11 21.6% 

どちらかといえば必要だと思う 5 20.8% 8 29.6% 13 25.5% 

どちらともいえない 6 25.0% 10 37.0% 16 31.4% 

どちらかといえば必要だと思わない 1 4.2% 1 3.7% 2 3.9% 

必要だと思わない 6 25.0% 3 11.1% 9 17.6% 

計 24 100.0% 27 100.0% 51 100.0% 

 

 

  

 

 

表 21 芝浦工業大学の男女共同参画推進についての意見・要望 

〈女性比率〉 

・本学の従来の採用プロセスや方法においてどこに問題があったのか周知不足に感じます。その中で単純に女性の教職員

の比率を増やす目標を掲げられても理解を得られません。女性枠を設けたことで有能な男性人材を失うかもしれないリ

スクを考えると単純に女性枠を置いたり女性比率を増やすという目標を立てるのではなく、採用方式や基準についてよ

く検討すると同時に、女性が応募したくなるような環境整備（託児施設や育児制度など）を充実させるべきと考えます。

目に見えた結果が出るのはもう少し先のことだと思います。結果を急ぐあまり数字の目標を設定することには賛成でき

ません。女子学生を増やすことについては賛成です。現在の取り組みが徐々に実を結んだ時期に社会に出る女子学生が

より多方面の分野で活躍できるように大学で学べる環境を提供することは重要だと思います(男性) 

〈男女共同参画の取組〉 

・他大学に比べると進んでいるのではないでしょうか。これからも積極的な取組に期待しています（男性） 

・理事・管理職クラスが男女共同参画の意義やワークライフバランスのコトを理解せず、ただただ、法人のアピールポイ

ントとしている向きがある。管理職に向けた男女共同参画のセミナーを今更ながらでも実施するべき(男性) 

・推進した結果の見える化をしてぜひお願いしたいです。また、中高の女子募集開始もアピール項目に加えて欲しい（男

性） 

〈Shiba-jo プラチナネットワーク〉 

・女子学生・受験生に対して、様々な選択肢を示すべき。一方向にだけ光を当てるのは、彼女たちの将来の可能性を逆に

狭める恐れがある（男性） 

・Shiba-jo プラチナネットワークの立ち位置、設立目的の見直しが必要だと思います（女性） 

〈学生への学習機会提供〉 

・ぜひ学生への教育の充実を図っていってほしいと思います。結婚や出産、育児の経験をしながら、男女が同様に社会で

働くには、現状、どのようなハードルがあって、具体的にどのような問題に直面することになるのか、知ってもらうこ

と、また、自分が当事者にならなくても同僚や上司部下がどのような状況にあるのかイメージできるように、実状を学

ぶ機会を提供して欲しいと思います(女性) 

〈多様なワーク/ライフスタイル〉 

・その人の希望や能力に応じて、仕事に重点をおいた生き方と、給与・待遇と釣り合った範囲内での家庭との両立ができ

る生き方の、どちらも選べるような方向に進んでほしいと思う（女性） 

・特定教職員も、専任教職員と同じ扱い（時短勤務制度の導入）が出来るよう、教職員の人事制度見直し頂ければ幸いで

す（男性） 

〈男性のワークライフバランス〉 

・結婚・出産と仕事を両立し、役職に就くことを希望する女性が活躍するためには、男性の家事育児協力が不可欠である

ため、男性の育児休暇取得などを推進する風潮が求められると思う（女性） 

〈校歌〉 

・ここで訴えるべき事ではないかもしれませんが、式典時に斉唱される校歌の編曲をそろそろ見直す時期ではないかと思

います。大変評判の良い校歌なので別の歌に変えてしまうこともないと思いますが、そもそも昭和初期の男子学生(当時

のことですから立派な大人の男性です)が歌うことを想定して作られていますので、低音が出せない女性にはまるっきり

ついて行けない状態です。当方は宝塚の男役並みに低音が出せますのでなんとかなっていますが、式典時に苦戦してい

る女性を何度も見ていますし、今後は大勢の女子学生が唱和することを想定すれば見直す時期に来ていると思います。

cyber DAM が入ったカラオケボックスで確認可能です（女性） 
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表 20 男女共同参画推進を加速するためのポジティブ・アクションについての考え 

 

（１）大学が数値目標を設定して女性教員を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 6 25.0% 7 25.9% 13 25.5% 

どちらかといえば必要だと思う 13 54.2% 8 29.6% 21 41.2% 

どちらともいえない 0 0.0% 8 29.6% 8 15.7% 

どちらかといえば必要だと思わない 1 4.2% 1 3.7% 2 3.9% 

必要だと思わない 4 16.7% 3 11.1% 7 13.7% 

計 24 100.0% 27 100.0% 51 100.0% 

（２）女子学生を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 16 66.7% 13 48.1% 29 56.9% 

どちらかといえば必要だと思う 7 29.2% 8 29.6% 15 29.4% 

どちらともいえない 1 4.2% 6 22.2% 7 13.7% 

どちらかといえば必要だと思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

必要だと思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

計 24 100.0% 27 100.0% 51 100.0% 

（３）数値目標を設定して女性教職員の役職者や管理職を増やすこと 

項   目 人 ％ 人 ％ 人 ％ 

必要だと思う 6 25.0% 5 18.5% 11 21.6% 

どちらかといえば必要だと思う 5 20.8% 8 29.6% 13 25.5% 

どちらともいえない 6 25.0% 10 37.0% 16 31.4% 

どちらかといえば必要だと思わない 1 4.2% 1 3.7% 2 3.9% 

必要だと思わない 6 25.0% 3 11.1% 9 17.6% 

計 24 100.0% 27 100.0% 51 100.0% 

 

 

  

 

 

表 21 芝浦工業大学の男女共同参画推進についての意見・要望 

〈女性比率〉 

・本学の従来の採用プロセスや方法においてどこに問題があったのか周知不足に感じます。その中で単純に女性の教職員

の比率を増やす目標を掲げられても理解を得られません。女性枠を設けたことで有能な男性人材を失うかもしれないリ

スクを考えると単純に女性枠を置いたり女性比率を増やすという目標を立てるのではなく、採用方式や基準についてよ

く検討すると同時に、女性が応募したくなるような環境整備（託児施設や育児制度など）を充実させるべきと考えます。

目に見えた結果が出るのはもう少し先のことだと思います。結果を急ぐあまり数字の目標を設定することには賛成でき

ません。女子学生を増やすことについては賛成です。現在の取り組みが徐々に実を結んだ時期に社会に出る女子学生が

より多方面の分野で活躍できるように大学で学べる環境を提供することは重要だと思います(男性) 

〈男女共同参画の取組〉 

・他大学に比べると進んでいるのではないでしょうか。これからも積極的な取組に期待しています（男性） 

・理事・管理職クラスが男女共同参画の意義やワークライフバランスのコトを理解せず、ただただ、法人のアピールポイ

ントとしている向きがある。管理職に向けた男女共同参画のセミナーを今更ながらでも実施するべき(男性) 

・推進した結果の見える化をしてぜひお願いしたいです。また、中高の女子募集開始もアピール項目に加えて欲しい（男

性） 

〈Shiba-jo プラチナネットワーク〉 

・女子学生・受験生に対して、様々な選択肢を示すべき。一方向にだけ光を当てるのは、彼女たちの将来の可能性を逆に

狭める恐れがある（男性） 

・Shiba-jo プラチナネットワークの立ち位置、設立目的の見直しが必要だと思います（女性） 

〈学生への学習機会提供〉 

・ぜひ学生への教育の充実を図っていってほしいと思います。結婚や出産、育児の経験をしながら、男女が同様に社会で

働くには、現状、どのようなハードルがあって、具体的にどのような問題に直面することになるのか、知ってもらうこ

と、また、自分が当事者にならなくても同僚や上司部下がどのような状況にあるのかイメージできるように、実状を学

ぶ機会を提供して欲しいと思います(女性) 

〈多様なワーク/ライフスタイル〉 

・その人の希望や能力に応じて、仕事に重点をおいた生き方と、給与・待遇と釣り合った範囲内での家庭との両立ができ

る生き方の、どちらも選べるような方向に進んでほしいと思う（女性） 

・特定教職員も、専任教職員と同じ扱い（時短勤務制度の導入）が出来るよう、教職員の人事制度見直し頂ければ幸いで

す（男性） 

〈男性のワークライフバランス〉 

・結婚・出産と仕事を両立し、役職に就くことを希望する女性が活躍するためには、男性の家事育児協力が不可欠である

ため、男性の育児休暇取得などを推進する風潮が求められると思う（女性） 

〈校歌〉 

・ここで訴えるべき事ではないかもしれませんが、式典時に斉唱される校歌の編曲をそろそろ見直す時期ではないかと思

います。大変評判の良い校歌なので別の歌に変えてしまうこともないと思いますが、そもそも昭和初期の男子学生(当時

のことですから立派な大人の男性です)が歌うことを想定して作られていますので、低音が出せない女性にはまるっきり

ついて行けない状態です。当方は宝塚の男役並みに低音が出せますのでなんとかなっていますが、式典時に苦戦してい

る女性を何度も見ていますし、今後は大勢の女子学生が唱和することを想定すれば見直す時期に来ていると思います。

cyber DAM が入ったカラオケボックスで確認可能です（女性） 
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